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プロローグ





　窓の外から、昼過ぎの暖かい陽ひ射ざしと、穏やかな潮騒の音が聞こえてくる。

　森の木々の向こうに大きな海が広がっている。遠く、海の水平線の辺りを小さな船が一いつ艘そう、のんびりとたゆたっていた。

　幼い少女は二階の子供部屋の窓から、そんな景色を眺めていた。開いた窓から風が吹き込み、彼女の柔らかな髪がふわりと舞った。

　――本当にふわふわして、柔らかい髪だね。お母さんにそっくりだ。

　……って、お父さまは言っていた。

　ふわっとした髪の女の子。だから『ふうちゃん』。いつの間にか彼女はこの家で、そんなふうに呼ばれていた。

　あまり自分の名前を言ってはいけないと言われた。名前を言うときは『ふうちゃん』と名乗りなさいと教えられた。だからたまに、自分の本当の名前を忘れそうになる。

　小さな漁業の町のそばにある、小さな岬。岬の山の森に囲まれて、彼女の住むこの家は建っていた。

　家族はお母さまと、住み込みのお手伝いさん。

　人里離れたこの場所で、まるで隠れんぼをするように、静かにひっそりと暮らしている。

　少女は窓から頭を出して、横を見た。この家に通じる道があって、その先には小さな町並みが広がっている。普段は静かだけど、夏場には観光客が来てちょっとばかり賑にぎやかになる、そんな町。

　大人なら、電車に乗って二時間もすれば都心へ出られる。

　けれど幼い彼女には、テレビで見る大都会なんて、別世界のように思えてならなかった。

　もうすぐ、そんな別世界から、二人はやって来る。

　熊くま五ご郎ろうお父さまと、そして……

　将しよう悟ごお兄さま。

　二人に会えるのは、どのくらい久しぶりかしら。

　将悟お兄さまと何をして遊ぼう。覚えたばかりのチェスをしようかな。

　静かな町の小さな子供部屋で、幼い少女は、ほのかに胸をときめかせていた。

　いつかきっと、お父さまとお母さま、将悟お兄さまと、このわたくし。

　四人で暮らせる日が来たら、きっと幸せな家族になるに違いない……。



    

  
    
      


１章　傷ついた妹





　深み流りゆう院いん学園女子寮の玄関ロビーで、帝みかど野の将悟はベンチに座りながら、力なくうなだれていた。夕暮れも深まった時間、下校した女子生徒たちがチラチラと彼を見ながら通りすぎ、奥のエレベーターに乗り込んでいく。

「雅みやび……」

　将悟のクラスメイトの神かん凪なぎ雅。彼女は帝野熊五郎の隠し子で、将悟の異母兄妹きようだいだ。……そのはずだ。

　けれど今日、学校に来た彼女は将悟の前で言った。

　涙をこらえながらこう叫んでいた。

「お父さん、あたしに言ったの。『雅は私の子供だよ』って。『実の子だと信じられないなら、二人でＤＮＡ鑑定しよう』って……」

　そして、涙腺が決壊したように泣き出した雅は、そのまま走り去り、寮の自室に引きこもってしまったのだ。

　将しよう悟ごはうなだれたまま考え込んだ。

　雅みやびと、雅の父・神かん凪なぎ一かず馬まが実の親子であれば、将悟と雅は異母兄妹きようだいであるはずがない。

　――俺おれは間違えていたのか？　雅は自分が、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの娘だって誤解してたのか？　雅を妹だと信じたことが……彼女を傷つけてしまったのか？

　将悟は愕がく然ぜんとして額ひたいを抱えた。

　手のひらに、額の傷跡が触れる。幼いころの交通事故で負った傷だ。

　――俺が記憶を失いさえしなければ、こんなことにならなかった……。

　妹が誰だれか覚えていれば、雅を傷つけたりしなかった……。

　今の将悟には、何もかもが自分の責任のように思えてならなかった。

　とはいえ、雅と父のＤＮＡ鑑定は、まだされていない。二人が本当の親子だと証明されたわけじゃない……。

　やがてロビーのエレベーターが開いて二人の女子生徒が降りた。

　彼女たちは座り込んでいる将悟に向かって歩いてくる。

　嵯さ峨が良ら芽め依いと天てん導どう愛ま菜なだ。雅の様子を見に行ってくれていたのだ。

「嵯峨良センパイ、天導会長。雅の様子、どうでしたか？」

　芽依は将悟の前に立って、軽く首を横に振った。

「扉の外から何度も呼びかけたのだがな、開けてくれなかった。当分、一人にしておくしかなさそうだな」

「そうですか……」

　肩を落とすと、愛菜が心配そうにのぞき込んだ。

「将悟くん、雅ちゃんと何があったの？」

　芽依と愛菜に、事情をかいつまんで話した。

　将悟は雅とＤＮＡ鑑定をするため、資金を貯めようとアルバイトをしていたこと。だが雅と将悟は兄妹ではない……という可能性が出てきたこと。

「もちろん、事実はわからないんです。雅が本当に俺の妹なのかどうか……」

　話し終えたとき、ちょうど将悟の携帯電話が鳴った。雅からだ。

「もしもし……雅か？」

『将悟……ごめんね……』

　大泣きしたのか、電話の向こうの雅の声は鼻声交じりだった。

「謝らなくていい。雅は、何も悪いことしてない」

『でも、あたし、妹じゃなかったら……将悟や、みんなに間違ったこと信じさせてたのかもしれない……』

「まだ何も判明してないんだ。今はあまり悩まないで、ゆっくり休んで寝たほうがいい」

『うん……』

　それから芽め依いに頼まれ、電話を代わった。

「神かん凪なぎか？　……そうか。どうせ帝みかど野のにヤラシイことをされたんだろ？　わたしが代わりにとっちめてやるから心配するな」

　芽依は優しくほほ笑みながら、雅みやびに話しかけている。

「それと『りりかる☆しすたぁず』のバイトだがな、無理をせず、今は休め。……謝らなくていい。そうだな、ではクリスマスには『せくし～ちっぱいサンタ』のコスプレをしてもらうから覚悟しとけよっ！」

　それから愛ま菜なに電話を代わった。

「……うん。……うん。悩みがあったら、いつでも生徒会室の悩み相談に来てくれていいからね～。雅ちゃんだったら、特別に凜りん香かちゃんにもナイショのスペシャルお菓子を出してあげるから～」

　いつものおとぼけな愛菜の言葉に、電話の向こうから、ちょっと笑う声が漏れ聞こえた。

　電話を切ると、将しよう悟ごはベンチから立ち上がって芽依に頭を下げた。

「すみません。わざわざ頼んでバイトさせてもらったのに、迷惑かけてしまって……」

「気にするな。帝野も、何かあれば遠慮なく休んでいいぞ。神凪が妹だろうがなんだろうが、今は彼女を支えてやるんだ」

　そうだ。今、何よりも大切なのは、傷ついた雅を支えることだ。

　――でも、本当に俺おれは雅を支えられるのか？

　胸に不安が過よぎる。

　将悟が雅を信じたからこそ、今、彼女が傷つく結果になったのかもしれないのに。

　うつむいた将悟のおでこを、愛菜がツンと人差し指で突っついた。

「ほら、暗い顔してちゃダメだよ。もっと楽しい顔でなきゃ、みんな落ち込んじゃう」

　将悟は顔を上げ、無理に作り笑いを浮かべる。

　愛菜は満足そうに、うんうんとうなずいた。

　そして芽依と愛菜は学校に戻るため、玄関ロビーの歩き出した。

　将悟は二人のあとについて外に出ると、女子寮の建物を見上げた。

　雅の部屋が小さく、とても遠くに感じられた。



　　　　§



　女子寮を出た将悟が家に戻ると、玄関の前で鶴つる眞ま心こ乃の枝えが待っていた。制服姿で、学校の鞄とスーパーの買い物袋を持っている。

　将悟の姿を見ると、薄暗くなった空の下で、笑顔になって駆け寄った。

「将悟さん！　なかなか戻らないから心配しちゃいました」

　立ち止まり、食材の詰め込まれた袋を持ち上げる。

「昨日、お誕生日をお祝いしてもらったお礼に、夕ごはんを作ってあげようって思って」

「そうなんだ。ありがとう」

　今ひとつ覇気のない将しよう悟ごを、心こ乃の枝えは心配そうに見つめた。

「……どうしたんですか？　元気がないですよ」

「今、女子寮に行ってたんだ。雅みやびの様子を見に。あいつ、部屋にこもっちまってさ」

「神かん凪なぎさんに、何かあったんですか？」

　雅の状況について、心乃枝に話すべきか迷った。

「いや……体調が悪いみたいだから、心配になって」

　しかし今は黙っていた。

　もう一つ、気になることがあった。今日の放課後、学校で心乃枝と一緒に見たビデオテープのことだ。

　それは将悟の実家で、熊くま五ご郎ろうの古い遺品のビデオカメラから見つかったテープだ。視聴覚室で再生したところ、映っていたのは十年ほど前の映像だった。

　当時、将悟と心乃枝が熊五郎に連れられて遊園地に遊びに行き……帰りに事故に遭った、あの日の光景。

　映像の大半は遊園地で遊ぶ将悟や心乃枝の姿で、特に不審な点もなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　しかしそのテープの冒頭に、妙な場面が録画されていたのだ。

　待ち合わせ場所らしい、駅前の映像。将しよう悟ごがカメラをまわしていたようだ。映っているのは、幼い心こ乃の枝えと、十年前の帝みかど野の熊くま五ご郎ろう、そして心乃枝の養父、鶴つる眞ま誠せい二じだ。

　そこで幼い心乃枝は将悟を『将悟お兄さま』と呼んでいた。

　熊五郎は彼女を『心乃枝』と、まるで父親のように呼んでいた。

　そして将悟と心乃枝を見ながら、鶴眞誠二はつぶやいた。

『あんな間違いさえ起きなければ、心乃枝ちゃんと将悟くんは本当に、兄妹きようだいでいられたのに』

　その場面を見た心乃枝は、血相を変えてテープを巻き戻し、録画ボタンを押して上書き消去してしまったのだ。

　だからもう、この謎なぞのシーンを再生することはできない。けれど、将悟の脳裏にはしっかりと刻み込まれている。

　あのビデオテープに映っていた映像が意味することはなんだろう。

　心乃枝はみなしごで、養親の元で暮らしている。実の父親は名前すら不明。

　だったはずなのに……。

　将悟と心乃枝は、兄妹……？

　心乃枝は、それを隠しているのか……？

「将悟さん？　どうかしましたか？」

「う、ううん。どうもしてない」

「ヘンな将悟さん。――あの、今から上がってもいいですか？」

　心乃枝はスーパーの袋を持ち上げ、ちょっと恥ずかしそうに顔を赤く染めた。

「えっ、い、今から？」

「だってわたしたち……恋人……じゃないですか」

「恋人……」

「違い……ますか？」

　違わなかった。将悟は心乃枝に告白し、心乃枝も将悟に告白し、そして二人は恋人になったのだ。

　今もこうして心乃枝の顔を見つめていると、胸が高鳴ってしょうがない。華きや奢しやな体を抱きしめてしまいたい……。

「心乃枝っ！」

　突然、将悟は両腕で心乃枝を抱きしめた。

「ひゃっ!?」

　心乃枝は驚いた声を上げて荷物を取り落とす。

「心乃枝……教えてほしいんだ……。あのビデオテープのこと……」

　その瞬間、心こ乃の枝えの全身が強こわばった。

　やがて将しよう悟ごの胸を押して、静かに体を離す。

　彼女は将悟から目を逸そらし、うつむいていた。

「ごめんなさい……。将悟さんの大切な思い出なのに……。わたしあのとき、自分でも思いも寄らないことを聞いてしまって、気が動転しちゃって……」

「思い出は、いいんだ。たまたま見つかったテープだし。でも心乃枝、俺おれのことを『将悟お兄さま』って呼んでた」

　すると心乃枝は、訴えかけるようにぐっと顔を寄せた。

「それは、その、わたしは子供のころ将悟さんの妹になりたかったんです！　だからきっと、あんなふうに呼んでいたんですよ！」

「じゃあ、心乃枝のお父さんが言ってた、『兄妹きようだいでいられたのに』ってのは……？」

「それは……」

　わからないと言いたそうに、首を横に振った。

　心乃枝の瞳ひとみは、動揺に揺れていた。

「将悟さん。わたしのこと、疑ってるんですか……？」

　将悟は返答に詰まった。

　心乃枝は妹なのか……？　そんな疑いが頭を過よぎる。

　しかしビデオテープの映像だけでは、明確なことは何もわからない。『兄妹でいられた』という言葉も、単に『兄妹のように仲のいい二人』という程度の意味かもしれない。

「わたし……将悟さんが好きです……。これからも……恋人でいたいです……」

　心乃枝は泣きそうに声を震わせた。

　これ以上傷つけたくなかった。

　誤解で心乃枝を傷つけたくはなかった。

　だから将悟は、心乃枝に向かって笑いかけ、こう答えた。

「あぁ。俺たちは恋人だ」

　心乃枝は嬉うれしそうに、そして安心したように、笑顔を見せるのだった。



　そのころ、帝みかど野のグループ本社ビルの社長室で、帝野鹿か野の子こはガラス張りの窓に寄りかかりながら、夜の帳とばりが下り始めた都会の光景を見つめていた。

　立ち並ぶビルの窓に無数の明かりが灯ともっている。あの窓の中に、いったい何人の人々がいるのだろう。この世界には、あまりにたくさんの人間がいる。

　星の数ほど多い人々の中に、彼女は紛れ込んでいるのだ。

　帝野熊くま五ご郎ろうの隠し子――将悟の妹が。

「鹿野子さま」

　声をかけられて、鹿か野の子こは振り返った。社長室のデスクの前に瀬せ利り吏り沙さが立ち、うやうやしくお辞儀をしている。

　女性用スーツを着こなし、細メガネをかけて黒いハイヒールで歩く彼女の姿は、まさに世界中を駆けまわるキャリアウーマンの姿そのものだ。

　瀬利はハンドバッグから、数枚のビニール袋を取り出した。中には一本ずつ串くしが入っている。使用済みの串らしく、粘着性の食べかすが張り付いていた。

「これは神かん凪なぎ一かず馬まさまにお渡しした草くさ餅もちの串です。召し上がったのは、おそらく将しよう悟ごさまと神凪雅みやびさま、そして一馬さま。うまくいけば、この六本の串から三人のＤＮＡを検出できるでしょう」

「神凪社長のＤＮＡ、ですか」

「ＤＮＡ親子鑑定なら、ほぼ誤判定のない高精度の鑑定ができますので、神凪雅さまの父親を知る上で重要な根拠となります」

　説明しながら、瀬利は目を細めて微笑した。

「いいでしょう。鑑定結果に期待しています」

「では至急、最も信頼できるアメリカの鑑定会社に送付いたします。多少時間がかかりますので、結果が出るまで、しばしお待ちを」

　瀬利はビニール袋をハンドバッグに戻した。

「ですが、瀬利」

　用件を済ませ、一礼しかかった瀬利を鹿野子が呼び止めた。

「あなたは手段を選ばない傾向があります。あまり、やりすぎないように」

「と、おっしゃいますと？」

「嘘うその商談を持ちかけて神凪社長に近づいたことです。たとえ調査のためとはいえ、そのような行動は帝みかど野のグループの信用を落とします。何よりも、相手を裏切る行為ですよ」

　鹿野子は瀬利に背を向け、再び窓の外を見つめた。

「わたしは神凪社長のもとへ謝罪に伺いました。彼は瀬利を高く評価してくださっていたのです。あなたの商談が嘘だと知り、大変残念がっておられました」

「申し訳ありません。鹿野子さまのお手を煩わせるつもりではなかったのですが」

「いいですか。わたしが依頼しているのは、熊くま五ご郎ろうの娘を捜し出し、彼女が隠し子である証拠を滅却すること。これだけです。――将悟が、その娘が妹だと知るよりも早く」

「承知しております」

　瀬利は忠誠を誓う面持ちで、深々と頭を下げた。

　と、思い出したように顔を上げて、再び鹿野子の背を見つめた。

「そういえば鹿野子さま。将悟さまに、鹿野子さまと熊五郎さまのお見合いについて話してしまいました。これも行きすぎた行為でしょうか」

「お見合いですって？」

「お二人が政略結婚で結ばれたご夫婦だと……。将しよう悟ごさまを驚かせようという演出だったのですが、思った以上にショックをお受けになったようです」

　鹿か野の子こは小さくため息をついた。

「……話してしまったのなら、仕方ありません。そのくらい知られても構わないでしょう。そんなことでショックを受けていては、厳しい社会に出たとき、先が思いやられます」

「恐れ入ります」

　瀬せ利りは最後にもう一度頭を下げ、社長室を出ていった。

　一人残った鹿野子はビルの谷間に沈みゆく夕ゆう陽ひを見つめながら、つぶやいた。

「ですが……決して将悟を、妹などに出会わせてはなりません……」

　鹿野子は目を閉じ、誰だれにも見せたことのないような苦渋の表情を浮かべた。苦難に耐えるように、苦しそうに額ひたいを押さえた。

「何があっても、守らなければ……」



「将悟さん、夕ごはんどうでしたか？」

　制服の上にエプロンを着けた心こ乃の枝えが聞く。

「う、うん。心乃枝の手料理、やっぱりおいしいな。ごちそうさま」

　将悟が答えると、彼女は嬉うれしそうに笑った。

　部屋の座卓には、食べ終わった食器が並んでいる。今日の夕食は心乃枝の手作りのオムライスだ。『りりかる☆しすたぁず』のアルバイトで学んだらしい。

　けれど将悟は食事の間中、ずっとあのビデオのことが頭について離れなかった。忘れようと思っても、幼い心乃枝の叫ぶ『将悟お兄さま』という声が頭に響いていた。

　おかげで、せっかくの手料理も味が半分くらいしかわからなかった。

「お粗末さまでした。今度は、もっと凝ったお料理を作りますね。今、手作りカレールーの勉強をしてるんです」

　言いながら、心乃枝は後片付けをしようと食器を手に持つ。

「あ、片付けは俺おれがやるからいいよ」

　将悟は気づいて彼女の手を取った。

「え、でも……」

「いいからいいから。世話になってばかりじゃ悪いだろ」

　手と手が触れ合って、心乃枝は顔を赤らめた。食器を座卓に戻すと、将悟の手を握り返し、正面にペタンと座り込んだ。

「将悟さん、本当に料理、おいしかったですか？」

「そりゃもちろん。こんなうまいオムライス、食ったことないぜ」

　すると心こ乃の枝えはちょっと疑わしそうな目で唇をとがらせた。

「……オムレツ、少し焦げちゃったのになぁ」

「えっ!?　いやその、俺おれ、ちょっと焦げてるくらいが好みっていうか」

「ふーん……。なんだか将しよう悟ごさん、あまり味わってくれなかったみたい」

「そ、そ、そんなことないさ！　じっくり味わってたって！　あまりにうまくて、声も出なかったんだ」

　心乃枝は突然、唇を突き出して目を閉じた。

「それじゃ、どのくらいおいしかったか示してください」

「示してって……？」

「将悟さんがおいしかったくらい、おいしくキスしてください！」

「おいしいキスってどんなんだよ!?」

　心乃枝は床に手をつき、ぐいっ、と顔を寄せる。

　将悟は思わず、心乃枝の唇を見つめた。

　薄桃色の、ふっくらと柔らかそうな唇……。見ているだけで、触れ合ったときの感触が頭に浮かびそうだ。

　将悟は、果実に惹ひかれるようにそっと唇を寄せて……

『将悟お兄さま』

　頭に幼い心乃枝の声が響き、ビクリと動きを止めた。

　静止した彼の気配に、心乃枝が目を開ける。凍りついた将悟の表情を見て、悲しげに顔を伏せた。

「やっぱり将悟さん、わたしのこと疑ってる……」

「疑ってるわけじゃないんだけど……」

「嘘うそ……。顔を見ればわかります」

　将悟は何も言えなかった。

「どうして……。将悟さんの妹は、神かん凪なぎさんだってわかったじゃないですか……」

「雅みやびは……妹じゃないかもしれない」

「どういうことですか……？」

「雅のお父さんが言ったらしい。父親じゃないって思うなら、ＤＮＡ鑑定をしようって」

　聞きながら、心乃枝は目を見開いた。

「そんな……。それじゃあ、神凪さんが熊くま五ご郎ろうさんの娘だっていうのは、間違い……」

「あくまで、雅のお父さんの言葉どおりなら、な」

「そうだったんですか……。ごめんなさい、何も知らないで」

　心乃枝は神妙にうつむき、ひざの上でキュッと両手を握った。

　それから顔を上げて、思いついたように手を叩たたいた。

「わたし、帰りに『マリー・ショコラ』でケーキを買っていきますね！　シュークリームを食べたら、神かん凪なぎさん、元気になってくれるかな……」

「……そうだな。雅みやびのこと、頼む」

　心こ乃の枝えは立ち上がり、玄関から外へ出た。

　見送った将しよう悟ごに振り返って手を振り「また今度、ごはんを食べましょうね」と、新妻みたいに甘い笑顔を残す。

　そんな彼女に手を振り返しながら、去っていく心乃枝を引き留めたい誘惑に駆られた。

　やはり心乃枝は、いつまでも一緒にいたい恋人なのだ。

　心乃枝は背を向け、夜の道の先へと駆けていく。

　スカートと柔らかな髪を、ふわりと揺らしながら。



　　　　§



　心乃枝が帰ったあと、将悟は部屋で拳こぶしを握りしめていた。

　――俺おれは、心乃枝まで傷つけちまうのか!?

　あのビデオを見て以来、心に湧いた疑念を消せないでいる。

　どんなに心乃枝を信じたくて、恋人だと思って抱きしめたくても、彼女が妹ではないかという思いが頭をかすめてしまう。

「父さん……」

　そもそも全すべては、父・帝みかど野の熊くま五ご郎ろうが隠し子を作ったことに発している。

　彼が娘を自分の家族として認めていれば、こんなことにならなかった。

　雅も心乃枝も、傷つけることなかったのに……！

　なのに熊五郎も、母の鹿か野の子こも、将悟の妹のことを認めようとしない。

「なんでだよっ!!」

　思わず、拳を床に叩たたきつける。

　ドンと音が響いて、静かになった。

　ふと玄関のインターホンが鳴った。我に返って玄関扉の前に行き、声をかける。

「どちらさまですか？」

　返事はない。ドアスコープから見ると、ハンチング帽をかぶった頭が見える。

　扉を開けると、男子制服姿の水みず谷たに衣い楠くすが立っていた。心なしか少し元気がなさそうだ。

　しかし将悟が出ると、ニコッと女子生徒キラーないつもの笑顔を浮かべた。

「衣楠かよ。……またシャワー借りに来たのか？」

　ちょっと呆あきれながら将悟は聞いた。衣楠は特殊活動のため体臭を消すと言っては、遠慮なく将悟の部屋でシャワーを浴びるのだ。

「なるほど、シャワーを借りに来るという発想はなかった。将しよう悟ごくんの予想を無駄にしないためにも、ここは一つ、心ゆくまでキミの部屋のシャワーを浴びるのも悪くない」

「無理に借りなくていいってば」

「……どうやら、もうシャワーを借りる必要もなくなりそうだ」

「自分のシャワールームができたとか？」

「そうじゃない。ボクはたった今……」

　衣い楠くすの顔は余裕の笑みを浮かべようとしていたが、にじみ出る悔しさを隠せないでいる。

「所属していた組織……帝みかど野の清せい流りゆう会かいを離脱したんだ」

　将悟はしばらくの間、衣楠の顔を見つめ返したまま、何も言うことができなかった。

　ひとまず彼女を部屋に入れ、話を聞くことにした。衣楠は座卓を挟んで座りながら事情を説明してくれた。

「ボクにも納得がいかないさ。とにかく今日の放課後、本部に戻ってボスのＭｒ．Ｊに連絡を取ったところ、突然の離脱勧告を受けたんだ。――ボクが鹿か野の子こ氏の指令を裏切り、将悟くんと神かん凪なぎくんが兄妹きようだいであることを証明する行動を手助けしている。……そんな疑惑を持たれたらしい」

「そんな、俺おれのせいなのか……」

「いや、疑惑うんぬんは単なる口実だ。瀬せ利りの正体を追っていたため、先手を打たれたんだろう」

「瀬利さんって、何者なんだ？」

「少なくとも、彼女に黒幕がいることは事実だ。将悟くんの妹を捜し出そうとしている何者かがね……。そう、何者か……」

　言いながら、衣楠は腕を組んでしばらく何か考え込んでいた。

「黒幕の正体に心当たりがあるのか？」

　衣楠は首を横に振り、将悟に向き直る。

「いや……。ともかくボクはもう、組織の力で将悟くんを手助けすることはできない」

　将悟は唇を噛かんだ。彼女の手助けが失われたとなれば、あまりに手痛い。

　しかし笑みを浮かべ、衣楠に礼を言った。

「いや、今までのことだけでも、すごく助かったさ。――ありがとう」

「あとは将悟くんと神凪くんが兄妹だと認められれば解決だ。ボクは成り行きを見守らせてもらうよ」

　そんな衣楠の言葉を聞いて、将悟は表情を曇らせた。

「実は……雅みやびは、俺の妹じゃないかもしれない……」

「……なんだって？」

　将悟は衣楠にも、雅と父親のことを聞かせた。

　心こ乃の枝えのビデオテープのことは、話そうか迷った。

　衣い楠くすは信頼している。しかし、心乃枝も信じたいのだ。恋人として……。

　結局、心乃枝の件については話すことができなかった。

「ふむ……。それはまた面倒な問題だね。事実なら妹捜しは振り出しに戻ってしまう」

「来月にはバイト代が入るから、ＤＮＡ鑑定の費用は貯まるんだ。だけど何回もできるわけじゃないし、誰だれと鑑定するべきなのか。雅みやびなのか……」

　――それとも心乃枝なのか……。

　と、心の中でつぶやいた。

「まずは神かん凪なぎ親子の鑑定結果を待つのが得策ではないかな。将しよう悟ごくんは帝みかど野のグループの次期社長候補として、ＤＮＡ鑑定については慎重に行動したほうがいい。ゴシップマスコミに嗅かぎつけられたらやっかいだ。――残念ながら、熊くま五ご郎ろう氏に隠し子がいるという噂うわさは昔から存在している。他人に隠し子の存在を知られないよう、注意しなければ」

「わかってる」

　将悟はうなずくと、疲れた気分でため息をついた。

「父さんは、どうして隠し子なんて作ったんだ」

「鹿か野の子こ氏以外の女性と子作りをしたからだろう？」

「そうだけどさ、そういうことじゃなくて……。不倫をしたのは、父さんたちの問題だから、今さら俺おれがどうこう言うつもりはない。けど、なんでその子供を家族と認めて育てなかったんだ。父さんが生きてたら、問い詰めてやりたい気分だぜ」

　将悟は亡き熊五郎の顔を思い浮かべた。

　父から受け継いだ『帝野商事』を世界的な大企業にまで急成長させたカリスマ的社長。

　そんな栄光の顔の裏に、悲しい人間の性さがが見え隠れする気がしてならない。

「……父さんがどこの誰を愛して、その人は誰を産んだのか、知ることはできないのかな」

「ＤＮＡ鑑定で妹を突き止めるだけでは不満かい？」

「鑑定業者のホームページを見て知ったんだ。ＤＮＡ鑑定ってさ、要するに二人のＤＮＡがどのくらい似てるかを調べて血縁を判定するだろ？　それで親子関係はほぼ百パーセント正しく判定できるけど、兄弟鑑定となると精度が落ちるそうなんだ。ましてや異母兄妹きようだいの鑑定となったら、百パーセントの判断ができるとは限らない。――もちろん鑑定は有力な証拠になると思う。だけど父さんの過去に何があったのか判明すれば、より事実がハッキリするんじゃないか？」

「確かに物事を多面から見ることは重要だ。データが多重であれば、一つにエラーがあっても他ほかのデータで補完できる。――だが、どうやって熊五郎氏の過去を調べるんだ？」

「何か……何かあるはずだ。父さんの隠された過去を明かす糸口が」

　そんな将悟を見て、衣楠は微笑した。

「……どうやら、ボクの任務はまだ終わらないようだね」

「え？　そんなつもりで言ったわけじゃないけど……」

「おや、将しよう悟ごくんはボクに協力されては迷惑かな？」

　ちょっと拗すねた顔をする衣い楠くすを前に、将悟はぶんぶんと首を横に振った。

「そ、そんなことないって！　衣楠が協力してくれたら百人力だ！」

「ならば、ボクも独自に熊くま五ご郎ろう氏の過去を調べてみよう。何か判明したら連絡する」

「助かるよ。……けど、本当にいいのか？　迷惑じゃないのか？」

「乗りかかった船には、最後まで乗りたいものさ」

　衣楠は笑い、そして真顔に戻って言った。

「だが将悟くん。鹿か野の子こ氏は異様なほど必死に妹の存在を隠している。前にも言ったが、キミの『妹』とは、開けてはならぬパンドラの箱かもしれないよ。このまま何も知らずに引き返したほうが、幸せなのかもしれない」

「……その『何か』を知ってしまったら、幸せは崩れるじゃないか」

　雅みやびが妹でない可能性を知った瞬間、彼女は傷ついた。

　あのビデオテープを見た瞬間、心こ乃の枝えへの疑いが生まれた。

　何も知らないほうが、よかったのだろう。

　雅は妹で、心乃枝は恋人。

　心の底からそう信じていられれば、どんなに幸せだっただろう。

　けれど無邪気な幸せは、嘘うそを知った瞬間、崩れ去ってしまう。

　知恵の木の実を食べて幸せの楽園を追われた、アダムとイヴのように。



　帝みかど野の熊五郎の過去を調べようにも、当の本人はすでに亡くなっている。彼が残した遺品や書類などはあらかた調査されているだろうし、さらに悪いことに、鹿野子が多くの情報を破棄してしまった。

　となれば熊五郎本人ではなく、周辺から調査をするしかない。

　今までに知った事実から、将悟には気になる点があった。

　帝野熊五郎と、雅の父・神かん凪なぎ一かず馬まの関係だ。

　熊五郎は一馬に大金を渡し『娘を幸せにしてやってほしい』と頼み込んでいる。

　その場面を雅が目撃し、『娘』とは自分のことだと考えたのだ。

　だが一馬は、それは熊五郎から養子をもらうよう頼まれていた場面だと証言した。そして養子の頼みは断ったのだと。

　しかし養子の子の正体については、かたくなに口を割らなかった。

　さらに不可解なのは、断ったはずなのに、その後も彼は熊五郎から多額のお金を受け取り続けていたことだ。雅の養育費でないというのなら、なぜ、なんのために……？

　熊くま五ご郎ろうと一かず馬まの間に、知られざる関係があるのか？

　神かん凪なぎ一馬の過去がわかれば、そこから熊五郎の過去を示す何かが見つかるかもしれない。



　その夜、雅みやびは自室のベッドで眠りながら、夢うつつの中で昔のことを思い出していた。

　子供のころのことだ。小学校に入学してしばらくのころ、ケガをした父の治療に付き添って、遠くにある総合病院に通っていた。

　母は離婚して家を出ていたから、幼い娘を一人で家に残すのが不安な父が、一緒に連れてきていたのだ。

　その病院で雅は、入院している同い年の少年に出会った。名前を、帝みかど野の将しよう悟ごという。

　出会ったきっかけは、彼女の父と将悟の父・熊五郎が仲よくなったからだ。

　父の一馬は小さな会社を経営していて、熊五郎も帝野商事という会社の偉い人で、会社の難しい話で盛り上がっていた。

　そしてその日も、雅は父の診察待ちの間に、将悟のところへ遊びに行こうとした。

　けれど将悟は検査の日で、ちっとも診察室から出て来てくれない。

　雅は診察室の前の廊下で壁にもたれかかって、一人でぽつんと立っていた。

「将悟を待ってくれているのかな？」

　優しい声がして、雅は顔を上げた。

　熊五郎おじさんが身を屈めて、ニコッと笑いかけている。

「待ってあげてるんじゃないもん。将悟に待たされてるの」

　ちっとも出てきてくれない将悟にイライラして、雅は不機嫌に答えた。

「ははは。将悟も悪い子だ。女の子を待たせるなんて」

「わ、悪くないもん！　あたしが勝手に待ってるんだから！」

　将悟が怒られた気がして、雅はとっさに言い返した。

「おや？　将悟が待っててと言ったんじゃないのかい？」

　雅は、カーッと顔が真まっ赤かになった。

　でも熊五郎おじさんは笑ったりせず、雅の頭をそっとなでた。

　――大きな手……。

　まるで帽子をかぶったみたいだ。

「それじゃあ、将悟が来るまでおじさんも待っていよう」

　そうして熊五郎おじさんは、将悟の検査が終わるまで、本当にずっと雅のそばにいてくれた。雅の話を聞いてくれた。

　いつも会社の仕事で忙しそうなお父さん。

　離婚して、家を出ていったお母さん。

　話しながら、雅はなぜだか目に涙が浮かんできた。

「どうしたのかな？　雅みやびちゃん、悲しいことがあるのかい？」

　熊くま五ご郎ろうおじさんが心配そうに雅の目を見る。

「あたしのお母さん、いなくなった……。お父さんも、いなくなっちゃうのかな……。熊五郎おじさんがお父さんだったらいいのに……」

　すると熊五郎おじさんは、そっと雅の手を握った。

「……おじさんも、子供のころ、お母さんが家を出ていったんだよ」

　突然、熊五郎おじさんはそんなことを話した。

「あたしと同じだね……。寂しかった？」

「そうだね。寂しかったな。お母さんの顔も、よく覚えていないんだ」

　雅は熊五郎おじさんの手を強く握り返した。

「平気。あたしが一緒にいてあげるから」

「雅ちゃんは、お母さんみたいだね」

「ほんと？」

「ほんとさ。おじさんと雅ちゃんは、よく似ているのかもしれないね」

　熊五郎おじさんは嬉うれしそうに言った。

　そしてまた、優しく頭をなでてくれた。

　それからしばらく経ったある日。

　雅が家に帰ると、客間にお父さんと熊五郎おじさんがいた。

　空気が張り詰めた、異様な雰囲気だった。二人の間には札束が置かれ、熊五郎おじさんは土下座みたいに頭を下げていた。

「どうか娘を……幸せにしてやってほしい！」

　熊五郎おじさんは叫んでいた。

　雅は背中が凍る思いがした。

　娘……？　娘って誰だれ……？　熊五郎おじさんの子供は、将しよう悟ご一人じゃなかったの？

　どうして、その娘って子のことを、お父さんに頼んでいるの？

　もしかしたら、あたしの本当のお父さんは……。

　……

　眠りから覚めて目を開けると、カーテンの隙すき間まから光が射さしていた。もう朝だ。

　雅はベッドの上に身を起こし、しばらくぼんやりとした。

　目の端に触れると、少し濡ぬれている。涙のあとだ。悲しい夢を見てたみたい。

　実の父だと信じた熊五郎おじさんは、父親じゃないのかも……。

「あたしと似てるだなんて、熊五郎さん、心にもないこと言ったのかな……」

　彼女の声は、誰もいない部屋に空むなしく響いた。



　朝、将しよう悟ごが深み流りゆう院いん学園の正門に向かって歩いていると、登校中の生徒の中に雅みやびの姿を見つけた。一人で歩く彼女は元気がない。うつむき加減でとぼとぼと歩いていた。

「雅！」

　呼んで駆け寄ると、彼女は足を止めて振り返った。

「気分はどう？」

「うん……。なんとか大丈夫」

　いろいろと話がしたい。教室に鞄を置くと、二人で屋上に来た。

　もう十月の終わりで、学校の屋上は肌寒い。こんな朝から屋上に出ている生徒は、ほかに誰だれもいなかった。

「やっぱりあたし、お父さんとＤＮＡ鑑定するべきなのかな……」

「……俺おれには決められないよ。雅が自由にしていい」

「もしあたしが将悟の妹じゃなかったら、みんなに嘘うそをついてたことになる……」

　怯おびえたようにすくむ雅の肩に、将悟はそっと両手を乗せた。

　か細い、小柄な肩。強く握ったら鎖骨が折れてしまいそうだ。

「嘘だなんて誰も思わないよ。それにまだ結論も出ていない。父さんが頼んだって言う養子の正体も不明だし、渡した大金の意味だって不明なままじゃないか」

　大切なのは、真実を知ることだ。

　いつ、どこで、誰が、何をして、そしてその結果、将悟や雅たちがこの場に生きているのだという、納得のできる真実だ。

「雅。俺は確かめようと思うんだ」

「確かめるって、何を？」

「父さんの……帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの過去を、さ。父さんが愛した人は誰で、その人は誰を産んだのか。どうしてその子を、自分の子供として育ててやらなかったのか。――それを知るまで、俺は何も納得できない気がする」

「今までいろんな人が調べてたのに、わからないんでしょ？」

「少なくとも一かず馬まさんは、父さんの何かを知っている。だから一馬さんを追及すれば、手がかりがつかめるかもしれない」

　雅はしばらく黙っていた。

　が、やがて意を決したようにうなずいた。

「……わかった。お父さんのことを調べるんなら協力する。あたしも、お父さんの態度が腑ふに落ちないの。なんであんな必死になって、熊五郎さんの娘を教えてくれないのか」

「それは俺も疑問だ。――といっても、正面から聞いても教えてくれないだろうし……」

「どうするの？」

「帝野熊五郎と一馬さんが出会ったころの事情を知っている人とか、探せるといいけど」

「あたし、考えてみる。なんか探偵みたいだね～」

　雅みやびはちょっとワクワクした顔になった。

　目に輝きが戻り始めたのは、真実を追究するという目的のためかもしれない。

「ほら、遊びじゃないんだぞ」

　将しよう悟ごはキリリと表情を引き締め、生徒を諭す教師みたいに、雅の頭にポンと手を乗せた。

「む～っ、遊んでないもん！　子供扱いしないでよっ」

　雅は口をとがらせ、将悟の手を払いのける。

「ねぇ将悟。――もし、あたしが将悟の妹じゃなかったら……」

　ふいに雅が聞いた。

「もう一度、将悟の恋人になるチャンスができるかな」

「え、チャンスって……」

　突然の問いかけに、返答に詰まった。

　確かに雅が妹でなければ、二人は恋人にだってなれる。

「で、でも俺おれは……」

　言い淀よどんでいると、雅は突然ぷーっと吹き出した。

「もぉっ、なんで大マジメな顔してんのよ！　冗談よ、冗談に決まってるじゃない！」

　雅は笑い声を上げながら、ペシペシと将悟の胸を叩たたく。

「い、痛いって。叩くなよ」

「将悟が好きな人くらい、わかってるわよ。――鶴つる眞まさんと、うまく行ってる？　お誕生日、二人でお祝いしたんでしょ。鶴眞さんが朝に帰ってくるとこ見たんだから」

「知ってるのかよ!?」

　先日の心こ乃の枝えの誕生日、将悟の部屋で二人きりでお祝いしたのだ。

　そのままお風ふ呂ろにまで入って……。

　それでも夜は、何もなかったのだけど。

「あの優等生の鶴眞さんを朝帰りさせるなんて、将悟の不良～」

　雅がニヤつきながら、両手の人差し指で将悟のおなかをツンツン突っついた。

「痛いってば！　だから突っつくな！」

「で、鶴眞さんとどうなのよ」

「どうって……。別にまだ何もないよ。普通に付き合ってるだけだって」

「あたしは、応援してるから。あたしの心配ばかりしてないで、ちゃんと鶴眞さんの気を惹ひかなきゃ。どうせ将悟、今まで恋人なんてできた試ためしないんでしょ」

「わかってるってば」

　やっぱり雅は、世話を焼きたがる妹みたいだなぁ……と、将悟は思うのだった。
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「神かん凪なぎさん、元気になってよかったですね」

　昼休み、学生食堂で一緒に昼食を食べながら心こ乃の枝えが言った。

「元気になったとたん、俺おれをからかったりするけど」

　その雅みやびはというと、将しよう悟ごたちとは別の場所で弁当を食べている。将悟と心乃枝が二人でいるのをジャマしないように、気をつかっているらしい。

「あっ、心乃枝ちゃん、いたいた～」

　食堂の入り口から声がして、愛ま菜ながパタパタと駆けてきた。

「天てん導どう会長、どうしたんですか？」

「あのね、今度、深み流りゆう院いん学園創立九十周年の記念式典があるでしょ。それで心乃枝ちゃんに、式典でのスピーチの依頼が来てるんだって！」

「スピーチですか!?　わたしが？」

　創立記念式典とは、来月に開催される学園行事である。学校外からも多数の来賓を招いてのセレモニーで、内容の大半はスピーチや来賓の祝辞、クラシックコンサートや表彰状の授与など。文化祭とは違い、比較的地味でお堅い行事となるようだ。

「式典でスピーチって、大勢の人の前で話すんだろ？　しかも理事会とか政財界の人とかが大勢集まるって聞いてるけど……」

「き、緊張しちゃうよね～」

　愛菜は自分が聴衆の前に立っているかのような顔で、ひざをガクガク震わせた。

「なんで、わたしに依頼があるんでしょう？」

「詳しくは凜りん香かちゃんが聞いてるから、あとで生徒会室に来てもらっていいかな？」

「えぇ。構わないですけど……」

「よかった～。お願いね～」

　愛菜が食堂を出ていくと、将悟と心乃枝は思わず顔を見合わせた。

「スピーチって、また突然だな」

「わたし、何を話せばいいんでしょうね？」

　そうして昼食後、心乃枝は生徒会室に向かった。彼女がちょっと不安がっていたので、将悟も一緒についていった。

「とんでもないことお願いされたら、どうしましょう……」

　言いながら心乃枝は不安そうに、隣を歩く将悟の手を握る。

「とんでもないことって？」

「来年の世界経済の展望を述べよ、とか」

「……試験じゃあるまいし、そんな頼みはしないだろ」

　生徒会室に入るときには、さすがに手を離した。

　中に入ると、ちょうど生徒会長の愛ま菜なと副会長の国くに立たち凜りん香かがいた。

「鶴つる眞まセンパイ、お待ちしておりましたわ。帝みかど野のセンパイはお待ちしておりませんけど」

「その、俺おれは付き添いっていうか」

「将しよう悟ごくんラブラブだね～。凜香ちゃん、嫉しつ妬としちゃダメだよ～」

　茶化す愛菜の頭を、凜香が丸めた書類でぽこっと叩たたいた。

「ひ～ん、凜香ちゃんひどいよ～っ!?」

「天てん導どう会長。空気を読むことを忘れないでくださいませ」

　こめかみに青筋を立て、半分本気で怒ってる凜香である。

　恐れをなしたのか、心こ乃の枝えはそーっと将悟から離れ、そそくさと二人の近くの椅い子すに座った。将悟は離れた場所で彼女たちの様子を見ることにした。

　あらためて、凜香は心乃枝にスピーチの概要について説明し始めた。

「在校生スピーチでは、生徒代表の方々に、自分の考えや体験を話していただきたいのです。学園理事だけでなく、校外の各企業の重役や政界の方々もご出席されますから、我が深み流りゆう院いん学園の生徒を知っていただく絶好の機会なのですわ」

「でもスピーチって、何を話せばいいんでしょう？」

「鶴眞センパイにお願いしたいテーマは、『家族』なんです」

　聞いて、思わず将悟は「えっ」と声を上げた。

「帝野センパイ、何か？」

「あ、いや……。心乃枝ってみなしごで、養親の元で生活しているだろ？　なんかシビアなテーマじゃないかと思ってさ」

　すると愛菜が説明を続けた。

「実はね、心乃枝ちゃんの家庭環境について、理事のお一人が知ったそうなの。それで養親という環境の中で立派に成長し、クラス委員として活躍している姿に感銘を受け、差し支えなければスピーチを頼めないか……って、お話が来たんだって～」

「立派だなんて……。わたし、大したことしてませんけど……」

　心乃枝は恐縮そうに縮こまった。

「どうでしょうか、鶴眞センパイ」

　皆が注目する中、心乃枝は黙って考えている。

「むぅ～」

　待っていると、生徒会室の扉の隙すき間まから不満そうなうなり声がした。

　一番近くにいた将悟が扉を開けると、魔女っ娘こコスプレ姿の芽め依いがいる。

「嵯さ峨が良らセンパイ？　用事ですか？」

「小こ都と里り先生に聞いたぞ。わたしもみなしごで、養親にもらわれて立派に『りりかる☆しすたぁず』を経営してるのだっ！　なぜわたしには話が来んのだ!?」

「俺おれに聞かれても……。センパイもスピーチしたいんですか？」

「当然だ！　政財界の重鎮に、めいっぱいカフェの宣伝ができるではないか」

　……少なくとも、芽め依いにスピーチを頼まなくて正解な気がする。

「宣伝の場じゃないと思うんですけど……」

「ふん。カフェで鍛えた萌もえ萌もえスピーチを堪能させてやるのだぞ。聞いたら腰を抜かしてビビるからな～」

「萌え萌えって、どんなスピーチなんですか」

　すると芽依はメガネを外し、両手を握って胸の前に当て、きゃるんって目で見つめた。

「芽依、お兄ちゃんに、ホントのパパになってほしいの～。これからは『おと～さん』って呼ばせてねっ」

　将しよう悟ごは無言で、パタンと扉を閉めた。

「おいこら帝みかど野のっ!!　なぜ閉めるっ!?　恥ずかしがってないで出てこいっ」

　しばらくの間、芽依は扉をドンドン叩たたきながら叫んでいた。

　やがて諦あきらめたのか、ぷんぷん怒った声を吐きながら足音が遠ざかっていく。

　将悟が席に戻ると、心こ乃の枝えはまだ迷っているようだった。

「もちろん、無理にとは言いませんわ。帝野センパイも言うとおりデリケートなテーマですし、鶴つる眞まセンパイに了承していただいたらお受けするという約束になっていますから。難しいようでしたら、生徒会からお断りの返事をします」

　しかし心乃枝は首を横に振った。

「いえ、大丈夫です。あまり自信ないですけど、スピーチ、引き受けますね」

「いいのか、心乃枝？」

「パパとママへの感謝を形にできる、いい機会ですから」

　それから、心乃枝は凜りん香かや愛ま菜なから、スピーチの原稿作りや式典の予定などの説明を受けた。そんな彼女の様子を見つめながら、将悟は思った。

　――心乃枝の家族、か。

　彼女を産んだ本当の両親は、誰だれなんだろう……と。



　もちろん心乃枝のことは信じたいし、信じてるつもりだ。

　放課後『りりかる☆しすたぁず』でのアルバイトを終えた将悟は、重い気分で帰宅した。

　心乃枝は好きだ。一緒にいたい。二人の時間を過ごしたい。

　だけどまだ、彼女が妹じゃないかという疑惑が付きまとってしまう。

　彼女を好きになって、告白して、そして恋人になれたのに……。

「だからこそ、真実を突き止めようとしてるんだけどさ」

　アパートに帰って鍵かぎを開けていると、隣室の扉が開いて一人の少女が出てきた。

「相変わらずバイト生活のようね。女と乳ちち繰くりあうために労働する男など惨めなものよ」

　隣室に住む宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈ながニヤニヤ笑いながら立っていた。相変わらず口を開けば毒舌が飛び出る娘である。

「乳繰りあうためってなぁ……」

「そのとおりでしょ？　女を呼んで乳繰りあって、散々わたくしに見せつけてるくせに」

「そ、そりゃ心こ乃の枝えを部屋に呼んでるけどさ……別に見せつけてないだろ？」

「壁に耳を当てると聞こえるのよ」

「それ、盗み聞きしてるんじゃ……」

　柚璃奈は将しよう悟ごを押しのけ、ズカズカと室内に上がり込んだ。

　リビングに入ると、這はいつくばってヒクヒクと鼻をヒクつかせ、床や壁やベッドのにおいを嗅かぎまわっている。

　やがて立ち上がり、思いっきり嫌そうに顔をしかめた。

「部屋中に甘ったるい淫いん乱らんなにおいが染みついているわ。い、いったいどんな行為をしたというの？」

「淫乱って、卵のにおいだろ。朝、心乃枝のオムライスの残りを食ってたから……」

　柚璃奈はくわっと目を見開き、真まっ赤かな顔で将悟を凝視した。

「おっ、女を貪むさぼり食ってたですって!?　なんて淫いん蕩とうな！　この欲深きケダモノがっ!!」

「オムライスを貪り……じゃなくて、普通に食ってたんだよっ!!」

　手料理を食べただけでケダモノ呼ばわりとは、はなはだ不本意な将悟である。

「ていうか柚璃奈、文句を言いに来たのか？」

　柚璃奈はフンと鼻を鳴らし、床に座り込んだ。

「ま、あなたが淫蕩生活を送ろうと知ったことじゃないわ。ただ忘れないでちょうだい。――『ふうちゃん』の正体は突き止めたの？　突き止めたならさっさと教えなさい」

「『ふうちゃん』か……」

　夏に臨海学校で、海辺にある小さな町へ行ったときのことだ。

　海に向かって突き出した小さな岬の森の中に、一軒の廃屋が建っていた。それは十数年前に熊くま五ご郎ろうが極秘に買った別荘で、数年間だけ所有していた洋館だ。

　そこには若い婦人と幼い女の子が住んでいたらしい。

　十年以上前、柚璃奈が子役の仕事で町を訪れたとき、その女の子と出会ったという。

　彼女の記憶では、女の子は『ふうちゃん』と名乗り、将悟の妹と言ったそうだ。

　女の子が誰だれなのか、それは誰も知らない。

「突き止めるどころか、どこから調べればいいか見当もつかないよ」

「役に立たないわね。――ま、こっちも檀だん埜の探偵事務所の探偵に別荘の周辺地域を調べさせているけど、ほとんど情報はなし。二人の姿は目撃されているけど、身元はさっぱり確認できないわ。使用人らしき人間もいたようだけど、行方は不明ね」

「名前もわからないのか」

「彼女たちは地元とほとんど交流を持たなかったようね。まるで、何かから隠れて暮らしていたようだわ」

「父さんが、誰だれかを隠れさせていたのか？」

　都会から遠く離れた場所で、熊くま五ご郎ろうは誰をかくまっていたのだろう。

　どうして隠れなければならないのだろう。

「わたくしは、『ふうちゃん』こそ帝みかど野の将しよう悟ごの妹だと睨にらんでいるわ」

　柚ゆず璃り奈なはきっぱりと言った。

　雅みやびは、妹じゃないかもしれない。

　だとしたら別荘の女の子が、本当の将悟の妹……？

　そのとき将悟は思いついた。

　柚璃奈は『ふうちゃん』と会っている。なら、幼い心こ乃の枝えが映ったビデオテープを見れば、心乃枝が『ふうちゃん』かわかるはず。

「柚璃奈、実は、見てほしいものがあるんだ」

　将悟は決意した。熊五郎の過去を、真実を確かめようと決めたのだから。
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　後日、夕方になると、中学校の授業を終えた柚璃奈が深み流りゆう院いん学園にやってきた。

　将悟は正門前で待ち合わせ、彼女を校内に案内した。場所はビデオデッキのある視聴覚室の準備室だ。

　映像機器やダンボール箱が乱雑に積まれた細長い部屋を歩きながら、柚璃奈は窮屈さに顔をしかめた。

「こんなところに連れ込むとは、わたくしが悲鳴を上げたら帝野将悟は学園にいられなくなると覚悟しているのね」

「そういうこと言わなくていいから」

　本当に悲鳴を上げそうでおっかない娘である。

　部屋の奥にある、ビデオデッキが何台も積まれた棚の前に立つと、将悟は機器の電源を入れた。正面のパネルにランプが灯ともって動作の準備が整う間に、持ってきた『miniDV』のテープを取り出す。

「何を見せようというの？　狭い部屋で二人きりで淫いん蕩とうなビデオでも見せる気かしら？」

「言っただろ、『ふうちゃん』の手がかりかもしれない」

　柚ゆず璃り奈なには、このテープに映っているのが心こ乃の枝えだとは教えていない。先入観なしで見てもらいたかったのだ。

　テープをデッキの挿入口に入れ、再生ボタンを押す。

　しばらく画面にノイズが走り、やがて安定した。

　古いブラウン管モニターに十年前の映像が映し出される。テーマパーク型の遊園地で遊ぶ、白い服がまぶしい幼い少女の姿。カメラに向かって笑顔で両手を振っている。

　柚璃奈の横顔を見ると、彼女は呆ぼう然ぜんと目を見開いていた。

「ふうちゃん……」

　と、その口から漏れた。

「え……こ、この子が『ふうちゃん』なのか!?」

　柚璃奈はなおも画面上の心乃枝を見つめ続けている。

　やがて視線を下ろし、自信なさそうに言った。

「いえ……断言はできないわ。ふうちゃんの顔を明めい瞭りように覚えてるわけではないもの。ただ……その子を見た瞬間、あの町で出会った少女の印象を感じた……」

「そうなのか……」

「その女の子は誰だれなの？」

　聞かれても、将しよう悟ごは答えられなかった。隠したかったわけじゃない。自分自身が認めたくなかったのだ。

「まさか……鶴つる眞ま心乃枝？」

　しばらく画面を見つめ、ようやく気づいた様子でつぶやいた。

　心乃枝が『ふうちゃん』だというのなら……彼女は隠していたのか？　父さんの別荘で暮らした過去を……？

「将悟さん？　何を……してるんですか？」

　突然心乃枝の声がして、将悟は心臓が跳ね上がりそうになった。

　振り向くと心乃枝が準備室の入り口に立って、じっとこっちを見ている。

　将悟はあわててビデオの停止ボタンを押した。幸い、入り口からは陰になって画面は見えない。彼女の過去を調べていたところなど、とても見せられない。

「な、何もしてないよ。心乃枝は、どうしてここに？」

「将悟さんたちが視聴覚室に入っていくのが見えたから、何をしてるのかなぁって……」

　すると突然柚璃奈が、ケダモノを見るような視線を将悟に向けた。

「この男がわたくしを連れ込んで無理やり淫いん蕩とうなビデオを見せるのよ。早く助けなさい」

「い、淫蕩っ!?」

　心乃枝が口に手を当て、悲鳴のような叫びを上げる。

「何を言い出すんだよっ!?」

「彼女の過去を調べていたと知られていいの？」

　柚ゆず璃り奈なは小声で耳打ちすると、再び心こ乃の枝えに向かって言った。

「このわたくしですら目を背けたくなるほど猥わい褻せつなビデオだったわ。こんなビデオをいたいけな少女に見せて喜ぶなんて、まさしく犯罪行為よ。彼がこんな変態だと知っていれば騙だまされて連れ込まれたりしなかったのに」

　実にイヤそーな目を向け軽けい蔑べつしきった声を出す。聞いているだけで犯罪者になった気分がする。さすがは元天才女優である。

「そ、そ、そんな……将しよう悟ごさんが、将悟さんが……そんなことするなんて……」

　心乃枝はガクガク涙目で震え出した。

　柚璃奈は将悟を蔑べつ視ししながら準備室を出ていく。

　と、いつの間にか、こっそりビデオテープを持っていた。心乃枝に見られないように持ち去ったようだ。なかなか抜け目のない少女である。

「こ、心乃枝、これは誤解だ、誤解なんだよ。俺おれは決して、そんなヘンタイビデオを見せてたわけじゃなくてですね……」

「将悟さんっ!!」

　心乃枝は怒ったように顔を真まっ赤かにしながら、つかつかと将悟の前に歩いてきた。

　正面に立つと両手を将悟のほうに伸ばし……



    

  
    
      



    

  
    
      

「ダメですよ……」

　怯おびえる将しよう悟ごの首筋に抱きつき、背伸びをしながら顔を寄せ……唇を触れ合わせた。

　優しくキスをして、吐息をつきながら、心こ乃の枝えはゆっくりと顔を離す。

「恋人なんですから。したいことがあるなら、わたしに言ってください」

　将悟は、艶あでやかに濡ぬれる彼女の唇を、上気したほおを、潤うるんだ目を見つめた。

　彼女は妹なのか……？

　心乃枝は恋人だ。お互いに告白しあった仲だ。

　なのに、わからない。

　心乃枝のことが、わからない……。

　将悟は目の前の恋人が……秘密に包まれた、謎なぞめいた少女に思えてならなかった。



    

  
    
      


２章　妹の正体を追って





　十一月になり、外気は日に日に冬の寒さを増している。

　将悟の『りりかる☆しすたぁず』での短期アルバイト期間も終了し、あとはバイト代が振り込まれるのを待つばかりだ。

　休日になると、将悟は帝みかど野のグループの本社にやってきた。周囲を公園とイチョウの並木に囲まれた、ガラス細工のように美しい数十階建てのビルだ。

　といっても、鹿か野の子こに会うためではない。

　この本社ビルには帝野グループのオフィスだけでなく、一般の人々も利用できる施設がある。最上階は展望室になっているし、レストランフロアや、新製品ショウルームなども設置されている。

　将悟は本社ビルの玄関ロビーに入ると、まっすぐ一般客用のエレベーターに乗り込み、ショウルームがある階まで上がった。

　エレベーターを降りると、正面にショウルームの入り口があった。中には様々な新商品が展示されている。携帯電話やノートパソコン、デスクやチェアなどの家具類、おもちゃにスポーツ用品……。小型のデパートのような品しな揃ぞろえだ。

　ショッピングコーナーもあり、ショウルームは多数の家族連れやカップルで賑にぎわっている。しかし将しよう悟ごはその横を通りすぎ、廊下の奥へ歩いた。

　突き当たりまで進むと、地味で大きな引き戸がある。案内板には『資料ライブラリー』と書かれていた。帝みかど野のグループ内の一般公開用資料が保管されている施設だ。

　入ってすぐのところに受付があり、受付のおばさんが一人、ちょっと退屈そうに座っている。奥には小さな販売コーナーがあり、書籍を購入できるようだ。

　ライブラリーの中へ進むと、図書館のように書棚が並んでいる。

　窓際の読書スペースでは、テーブルの一つで大学生ふうの男性が厚い書物を広げていた。ほかに利用客の姿はない。

　将悟は書棚を順に見てまわった。帝野グループの社史、社内の総合研究所が発表した資料、そして出版部から出版されている書籍などがある。

　このライブラリーに来たのは、熊くま五ご郎ろうの過去を知る資料を探すためだ。熊五郎の隠し子が生まれたのは、おそらく十数年前。そのころの会社の動きから、何か推測できないかと考えたのだ。

　ひとまず、社史の本を持ってテーブルで広げた。

　帝野グループが巨大な大企業に発展したのはここ十年のことである。それ以前は『帝野商事』という社名で、規模もさほど大きくない企業だった。

　将悟は社史で帝野商事の歴史を注意深く調べた。

　しかし午前中をつぶしても、めぼしいデータは見つからなかった。

　午後になると、会社の人事資料なども調べてみた。けれど公表されているデータばかりなので、目新しい情報は見つからなかった。

「やっぱ、そう簡単に証拠なんて見つからないよな……」

　窓の外の陽ひが暮れかかったころ、机に何冊もの本を置きながら大きく背伸びをした。さっきの大学生ももういない。

　調べ終わった本を戻し、ほかに資料はないかと、書棚にならぶ背表紙を見まわした。

　すると、ある一冊の背表紙に目が止まった。

『帝野商事とともに・帝野虎とら之の助すけ自伝』という本だ。

　熊五郎の父である虎之助が書いたものらしい。

「じいちゃんの自伝か……」

　手に取ると、薄めの単行本だった。出版社は自費出版で有名な会社である。

　十数年前なら虎之助も存命だ。熊五郎の過去が何かわかるかもしれない。

　将悟は興味を持ち、デスクに戻って自伝本を読み始めた。

　内容は、若き日の虎とら之の助すけが帝みかど野の商事を設立してから、息子の熊くま五ご郎ろうに会社を継がせ、隠居するまでの歴史である。

　彼がいかに苦労しながら会社を成長させたかが、実に大仰な文章で書かれている。苦労自慢を読まされているみたいだ。浪花節が聞こえてきそうである。

　それでも、当時の写真も多く掲載され、資料としてはそれなりに価値がありそうだ。

　最初のほうのページには、虎之助と、妻である帝野辰たつ子この結婚式の白黒写真も掲載されていた。

「これがばあちゃんの顔なんだ……」

　将しよう悟ごが産まれるはるか以前に帝野家を去った祖母。顔を見るのは初めてだ。

　虎之助は辰子と離婚後、男手一つで熊五郎を育てたそうだ。熊五郎が子供のころから、彼を後継者にと考えていたらしい。

　そして熊五郎と鹿か野の子こが結婚し、三年ほどして、待望の長男である将悟が生まれた。

　自伝の中で、家族に関して書かれているのはその程度だった。

　将悟の妹のことなど、一文字も出てこない。人に読ませる自伝なのだから、仮に知っていても書くはずがない。

　それともう一つ、興味深いことが書かれていた。

　時期は将悟が生まれるよりも前だ。虎之助は若き熊五郎を連れて、鷺さぎの宮みやという名家の当主が開いたパーティーに参加したという。

　鷺宮家は政界にも進出している一族で、一般にも名前が知られている。まだ小さな会社であった帝野商事は、そんな鷺宮家に何かと世話になっていた。

　パーティーでは由緒正しき家系の当主たちと歓談したらしく、自慢げに書いている。

　そして何名かの名前に交ざって『国くに立たち』の名字があったのだ。

　――国立……凜りん香かさんの家？

　もっとも、単に話をしたというだけで、特に疑わしき点は書かれていない。

　読み終わると、もう陽ひが暮れかかっていた。もうすぐ閉館時間だ。

　あとで参照するかもしれないと思い、社史のページのコピーを何枚か取った。

　虎之助の自伝本は販売コーナーで売っているのを見つけ、一冊買った。鹿野子に言えばもらえそうだけど、熊五郎の過去を調べていると知られたくはない。

　ライブラリーを出ると、将悟は帝野グループのビルをあとにした。



　外に出て携帯電話を確認すると、心こ乃の枝えからの着信が二回あった。昼過ぎと夕方だ。ライブラリーではマナーモードにしていたから、気づかなかったらしい。

「心乃枝……」

　心乃枝は、将悟の妹であることを隠しているのか？

　一瞬、疑念が頭を過よぎる。

　――いや、心こ乃の枝えは俺おれの恋人だ。

　自分に言い聞かせ、彼女の番号にかけ直した。

　数回呼び出し音が鳴り、心乃枝が出る。

「もしもし……将しよう悟ごさんですか？」

「う、うん。ごめん、着信あったのに気づかなくて……」

「いいんですよ。大した用事じゃありませんから。何をしてるかなぁって、聞いてみたかっただけです」

「調べものしてて、一日外に出てたんだ」

「忙しいんですね。ごめんなさい、ジャマしちゃったみたいで……」

「全然大丈夫。ジャマじゃないから！」

　電話口の向こうで、心乃枝は「ふふっ」と笑う。

「心乃枝はどうしてた？」

「スピーチの原稿を考えてたんですけど、なかなかまとまらなくて……。一日中、机の前でした。休みなのにもったいないですよね」

「『家族』なんて難しいテーマだもんな」

「もしよかったら、今度原稿を見てもらえますか？」

「もちろん。俺でよければ読ませてもらうよ」

「ありがとうございます。それじゃ、また学校で」

「うん。またな……」

　電話を切ろうとして、将悟は急に胸に寂しさがこみ上げるのを感じた。

　もっと、心乃枝の声を聞いていたい。このまま電話を切りたくない。

「あ、待って、心乃枝！　その……今度、どこか遊びに行こうぜ」

「でも将悟さん、忙しいんじゃ……」

「まぁ、いろいろと……。行き先は心乃枝に任せるよ。好きなところに行こう」

「は……はい！　それじゃわたし、素敵なデートコースを探しておきますね！」

　嬉うれしそうにはしゃぐ声に、将悟はホッと安あん堵どの息をついた。

　――やっぱり俺は、この声を聞きたいんだ……。

　心乃枝の明るい声を、聞きたいんだ……。

　だからもっと、曇りのない明るい二人でいるためにも、真実を知りたかった。



　　　　§



　ある日の放課後、将悟は駅前で雅みやびと待ち合わせた。

　一度家に帰って着替え、約束の駅前広場に行くと、タートルネックのセーターを着た雅みやびが待っていた。

「将しよう悟ごってば遅～い！　せっかくのデートが台無しでしょ！」

「悪い、支度に手間取って……。って、デートじゃないぞ」

「何よ。乙女心がわかんないわねぇ。二人で出かけるときは、デートじゃなくてもデートっていうの！」

「あーはいはい。デートな、デート。帰りにハンバーガーくらいおごってやるから」

「そんだけ？」

　思いっきり不満たらたらな顔の雅である。

　二人は電車に乗り込んだ。行き先は、雅の父・神かん凪なぎ一かず馬まの会社の最寄り駅だ。

　もちろん目的はデートじゃない。一馬の過去を調べるためだ。

　熊くま五ご郎ろうと一馬は、過去に接触している。一馬の過去から、熊五郎の隠し子に関する何かの情報が得られないかと考えたのだ。

　しかし一馬を追及しても、口の堅い彼は何も教えてくれなさそうだ。

「あのね、あたし考えたの。お父さんって昼間はほとんど会社でしょ。だから同じ会社に勤めている人なら、お父さんのこと詳しいかもしれない」

　電車に揺られながら、雅はそう話した。

「一馬さん、俺おれの父さんから定期的にお金を受け取っていたんだよな。そんな大金をもらってたなら、何か変化があるかも」

　熊五郎が養子の話を断られたあとも渡し続けた大金。それが雅の養育費でないのなら、なんのお金なのか。

　何か事実が判明することを期待して、二人は神凪一馬の会社がある町へ向かった。

　冬に差し掛かり、日照時間は日ごとに短くなっている。電車を降りると、もう太陽がビルの谷間に沈みかけていた。

　しかし、退社時間にはまだ早い。

　将悟と雅は駅前のハンバーガーショップで時間をつぶし、六時前になると駅の改札口近くに陣取った。帰宅する社員が通りかかるはずだ。

「十年前の様子を知ってそうな人、いるのかな」

　駅構内の柱の陰に立ちながら、将悟は聞いた。

「お父さんの会社、社員は十人くらいしかいないけど、結構長く勤めてる人もいるの。あたしの顔見知りの人もね」

　そうして三十分ほど待ち続けたとき、改札口に向かって歩く女性を見て雅が叫んだ。

「来たわ！」

　地味なハーフコートを着て銀縁のメガネをかけた、四十歳前くらいの人だ。背が高くやせ気味で、髪を後ろで縛り、大ざっぱそうな顔をしている。

　雅みやびはすぐさま飛び出し、彼女に向かって声をかけた。

「津つ田ださーん！　こんばんはー」

　津田さんと呼ばれた女性は振り返り、意外そうな顔で立ち止まった。

「あら雅ちゃん、お久しぶりねー」



　津田さんは、神かん凪なぎ社長の会社で十五年以上事務の仕事をしているそうだ。雅のことは、まだ幼児のころから知っているという。

　三人でファミレスに入り、雅と津田さんはしばらく世間話をしていた。将しよう悟ごのことは、彼氏と思ったみたいだ。事情を説明するのも大変なので、そういうことにしておいた。

「それで、聞きたいことがあるんですけど……」

　世間話も落ち着いたころ、雅は本題を切り出した。

「あたしのお父さんのことなんです。今から十年くらい前、何か変わった様子とかありませんでした？」

「十年前？」

　津田さんはコーヒーを飲みながら、思い出すように天井を見上げた。

「そうねぇ……。あのころは経営が大変で、いつ潰つぶれるかヒヤヒヤしてたなぁ。明日は失業するんじゃないかって怯おびえっぱなしだったわよ」

「そ、そうなんですか？」

「今でこそ昔話で済むんだけどね。――だからまぁ、変わったっていっても、毎日が激動だったからなぁ……」

「あの……」

　と、将悟は口を挟んだ。

「例えば、こんなことありませんか？　突然、神凪社長の羽振りがよくなったとか」

「羽振り、ねぇ。社長、昔から質素な人だから」

　コーヒーを飲み終えた津田さんは、タバコに火をつけて煙をくゆらせた。

　しばらく思い出すように黙り……「あ」と、声を上げた。

「そういえば、あのころ変わった人が入社したのよね」

「変わった人？」

「わたしと同じくらいの年齢だから、当時二十代の後半かしら。すごくきれいで上品で、どこかいい家のお嬢さんみたいな人。正直、ウチの会社には場違いなほどね。――ただその人、体が弱いらしくて病気がちで、本人は努力してるんだけど、お世辞にも仕事のスキルが高いとは言えなかったのね。会社が潰れかかってるのに、なぜそんな人を雇うのかみんな不思議がって、社長の愛人じゃないかって噂うわさしてた」

　津つ田ださんはハッと気づいて、口に手を当てた。

「あ、こんなの雅みやびちゃんに話すことじゃないわよね」

　雅は大きく首を横に振った。

「いいんです、もっと詳しく教えてください！　なんで愛人って思ったんですか？」

「というのも、彼女の給料の出所を調べてみたら、どうも社長のポケットマネーらしいのよ。どこにそんなお金があったのか不思議だけど」

　その瞬間、何かがつながった気がした。熊くま五ご郎ろうから神かん凪なぎ社長に渡された大金。そして、謎なぞの女性に支払われたポケットマネー……。

　熊五郎は神凪一かず馬まを通じて女性を支援していた……という推測もできそうだ。

　つまり彼女は、一馬ではなく、熊五郎の愛人……？　将しよう悟ごはさらに聞いた。

「ほかに、その人のことで何かありませんか？」

「彼女には娘が一人いたらしいわ。今は養子に出して、離れて暮らしてるって言ってたかな。結局その人は、三年くらい勤めて辞めてっちゃった。どこかに引っ越したみたいで、社長、連絡が途絶えたって困ってたわ」

「その人の名前はわかりませんか!?　娘さんの名前も！」

　すると、突然津田さんはタバコを灰皿に押しつけ、いぶかしげに将悟を見た。

「さっきから帝みかど野のくんも雅ちゃんも、何を知りたがってるの？」

「それは……」

　将悟はたじろぎ、後ずさるようにソファに深々と腰掛けた。

「あたしの……あたしの出生に関かかわってるんです！」

　代わりに雅が身を乗り出した。

「お父さん、あたしに何かを隠してる！　どうしても知りたいんです！」

　津田さんはじっと雅を見て……優しくほほ笑んだ。

「雅ちゃん、もしかして自分がその愛人の娘じゃないかって思ってる？」

「え……？　えっと……」

「そうか、なるほど。雅ちゃんのお母さん、いなくなっちゃったもんね」

　微妙に誤解したまま、津田さんは一人で納得したようにうなずいた。

　雅の母は、彼女が子供のころに離婚し家を出ている。雅はテーブルに視線を落としていた。母のことを思い出しているのかもしれない。

「……その愛人が、雅の母親って可能性があるんですか？」

　聞いてみると、津田さんは首を横に振った。

「ううん、逆。雅ちゃんはご両親の子と思うわ。出生に疑問でもあるの？」

「……えぇ、まぁ。俺おれたち、一馬さんの過去が知りたいんです。愛人らしき人について、何か知っていたら教えていただけると助かります」

　あえて誤解を解かないまま、将しよう悟ごは話を先に進めた。

　津つ田ださんは心配そうに雅みやびを見て、それから視線を天井に向けた。

「なら、少し思い出してみるわね。サ……ナントカさんって言った気がするけど……。サワタリ……じゃないし、サドガシマ……でもないし……」

　津田さんはもう一本タバコをくわえ、長いこと天井を見上げていた。

「そうそう。サギノミヤさんって言ってたわ！」

「え……」

　思わず将悟は声を上げた。

　サギノミヤ……。確か、虎とら之の助すけの自伝に登場した名前だ。将悟が生まれる前、虎之助は鷺さぎの宮みや家のパーティーで国くに立たち家の当主と歓談したとか。

「帝みかど野のくん、お知り合い？」

「ではないんですけど……。下の名前はわかりませんか？」

　津田さんはタバコを灰皿に押しつけ、頭をポリポリとかいた。

「名前までは思い出せないなぁ」

「娘さんの名前はわかりますか？」

「うーん、さすがにそこまでは……」

「そうですか……」

　将悟は落胆した声を出した。

「あ、だけど、雇用の書類を調べれば、下の名前ならわかるかも」

「本当ですか!?　お願いしてもいいですか!?」

「言っておくけど、昔の書類だから捨てられてるかもよ」

「いえ、こっちこそ無理を言ってすみません」

「雅ちゃんの不安解消になるなら、このくらい。何かあったら連絡するわ」

　そうして、津田さんに連絡先の電話番号を教え、その日の話は終わった。

　津田さんは最後に将悟に向かって「いい彼氏になってね」と言ってくれた。期待を裏切っているようで、少し心苦しかった。

　彼女に礼を言って別れると、将悟と雅は帰りの電車に乗った。

　電車の座席で雅は、ずっと沈ちん鬱うつにうつむいていた。

「熊くま五ご郎ろうさんのお金が養育費じゃなくて、サギノミヤさんって人のためなら、やっぱあたし、将悟の妹じゃないんだよね……」

　将悟は何も言えなかった。

「ね、将悟……」

　隣に座りながら、雅はそっと将悟の手を握る。迷子にならないよう、必死で親の手をつかむ子供みたいだ。

「将しよう悟ごの妹じゃなかったら……あたし、将悟のなんなのかな……」

　やはり、何も答えられない。そっと手を握り返すしかできない。

　熊くま五ご郎ろうの過去を知ったとき、雅みやびは、そして将悟は……幸せになれるんだろうか？

　真実を知ることで、誰だれも傷つかず、誰も疑わなくなれるんだろうか？

　不安だった。

　それでももう、何も知らない幸せな時間には戻れない。



　サギノミヤさんは、熊五郎の不倫相手なのか？

　家に帰った将悟は、虎とら之の助すけの自伝を読み返しながら考えていた。

　もちろん、自伝に登場する鷺さぎの宮みや家と津つ田ださんの話のサギノミヤさんは、全く無関係かもしれない。だけど津田さんは言っていた。『どこかいい家のお嬢さん』と。

　自伝によれば、虎之助は鷺宮家のパーティーで国くに立たち家の当主と歓談したという。

　思い立ち、将悟は凜りん香かに電話をかけた。

　呼び出し音が十回鳴っても出ない。留守かと切りかけたとき、ようやく凜香が出た。

『もしもし、帝みかど野のセンパイですか？』

「夜にごめん。忙しかった？」

『お風ふ呂ろに入ってたもので……。今バスタオル一枚ですから、あまり長話をすると風邪を引いてしまいそうですけど』

「そ、そうなの？」

『写真に撮って、メールでお見せしましょうか？』

「見せなくていいって！」

　なぜか電話の向こうに、ムッとする気配を感じた。

「あとでかけ直すよ」

『い、いえ！　せっかくですから、このままお話ししましょう……』

　何がせっかくなのか、よくわからないれど、話を続けることにした。

「実は鷺宮さんという家のことなんだけど、国立さん、何か知らないかな」

　すると凜香は、ちょっとガッカリした口調になった。

『そんなことですの……。夜に電話をくださるから、少々期待しましたのに……』

「え、期待って……？」

『なんでもありませんわっ！　それより用件を詳しく言ってください』

　将悟は凜香に、熊五郎の過去を調べていること、虎之助の自伝に鷺宮家と国立家の名が出てきたことを説明した。

『鷺宮さんですか？　わたしはお名前程度しか存じ上げませんが……父なら詳しいかもしれません。聞いてみましょうか？』

「お願いしていいかな。特に、今四十歳前後の女性がいないか知りたいんだ。いれば、その人のことを出来るだけ詳しく」

『いいですわよ。センパイの頼みですもの』

「ありがとう！　恩に着るよ」

『また一つ、帝みかど野のセンパイに貸しを作ってしまいましたわ。どうしましょう』

　凜りん香かは、急にシレッとした声を出した。

「ど、どうしましょうって……。なら今度、何かおごろうか？」

『では、一流ホテルのディナーをお願いできますかしら。夜景の美しいところを希望しますわね。もちろん宿泊はロイヤルルームで』

「あ、あの……く、国くに立たちさん？　宿泊って……」

『あら？　バスタオルが落ちてしまいました』

「早く着替えたほうがいいって。風邪引くよ。長話になったし、そろそろ切ろうか」

『写真、送りましょうか？』

「お、送らなくていいから！」

　急いで礼を言い、将しよう悟ごは電話を切った。

　しばらくして、凜香からメールが届いた。画像ファイルが添付されている。

　メールには『帝野センパイのせいでバスタオルが落ちました』と書かれていた。

　――これは……！　国立さん、バスタオルが落ちた写真を送ってきたのか!?

　携帯を持つ将悟の手が震えた。

　――だ、ダメだ……。開いちゃダメだ……。国立さんの裸を見るなんて……！

　で、でも……国立さんのほうから送って来たんだし……。

　むしろ見ないのは失礼な……。いやでも、そんなことは……。

　画像を開くか開かないか悩んだ。

　頭を抱え、悩んで悩んで悩み抜いた。

　――そうだ、考えてみろ。国立さんが自分の裸なんか送るはずない。これはきっと、重要なファイルに違いない。確認しなければならない！　当然だ！

　ピッとボタンを押して、画像を開いた。

　そこには、舌を出してアカンベーをする凜香の顔のアップが映っていた。



「ひどいぜ国立さん。三十分も悩んだのに……」

　商店街のカフェで、将悟は泣きたい気分でうなだれている。

「センパイ、なんの画像だと思ったんですの？」

　向かいに座る凜香が白い目を向けながら、ストローでアイスティーを一口飲んだ。

　凜香に電話をした翌日の放課後。彼女から依頼の報告をすると言われ、二人で来たのだ。ホテルのディナーをおごるお金はないので、カフェのケーキセットで手を打ってもらうことにした。



    

  
    
      



    

  
    
      

「鷺さぎの宮みやさんのことがわかったって本当？」

「あのあと、父に電話をして聞いたのです。父は鷺宮家の方々と多少の面識があるようで、相当厳格なお家柄だと言っておりました」

「厳格ってのは、一般にも有名だよな。子供はすごく厳しい教育をされるとか」

　凜りん香かは顔を寄せて声をひそめた。

「それで……ここからは内密にお願いできますか？　帝みかど野のセンパイの血筋に関かかわることだから、特別にお話しするのです」

　将しよう悟ごも顔を寄せ、密談するような雰囲気でうなずいた。

「鷺宮家の先代当主には何名かの子がおりますが、そのうちの一人に、妙な話があるのです。ちょうど、現在だと四十歳くらいの女性ですわね」

「妙な話？」

「十七、八年ほど前に、失しつ踪そうされたのだとか。どこかの男性と駆け落ちしたらしく、鷺宮家では表おもて沙ざ汰たにならないよう、秘密裏に方々を探しまわったそうです。それで父も、何か知らないか聞かれたそうですわ。何も心当たりがなかったそうですけど」

「その女性は、その後どうなったの？」

「その後のことは、父も知らないそうです。父はわたしに『悪い男に捕まるな』と教訓のつもりでこの話をしたようですけど」

　十七、八年ほど前。ちょうど将しよう悟ごが産まれる前後のころだ。

「その人の名前は、わかるかな？」

「『マユキ』さんとおっしゃるそうです。漢字まではわかりませんでした。あまり詳しく聞くと、勘ぐられますので……」

　凜りん香かが聞いてくれた情報は、そこまでだった。

　将悟は目を閉じ、頭の中を整理してみた。

　十七、八年前に失しつ踪そうしたマユキさん。十年ほど前まで、熊くま五ご郎ろうの別荘で隠れるように住んでいた女性。その後三年間ほど、神かん凪なぎ一かず馬まの会社に雇われていたサギノミヤさん……。

　時期的には一致する。そして全すべてに、熊五郎との関係が確認できる。

　一つ一つは断片的な情報だ。それらは別人かもしれない。

　しかし将悟は『サギノミヤ　マユキ』という女性と熊五郎の間に、何かのつながりがある気がしてならなかった。

　雇われていたサギノミヤさんには、娘がいたらしい。

　その子の名前は、なんだろう……。

「帝みかど野のセンパイ」

　凜香に呼ばれ、将悟は目を開けた。

「鶴つる眞まセンパイとは、仲よくしてますか？」

　突然聞かれ、将悟の頭から一瞬、サギノミヤさんのことも消し飛んでしまった。

「えっ!?　ど、どうして？」

「いえなんとなく。お付き合いしているはずですのに、帝野センパイは今ひとつ幸せそうじゃありませんので……」

「そうかな」

「そうですわ。今日もですけど、調べものばかり、考えごとばかりして。お父さまの血縁を調べるのも大切だとは思いますが、目の前の恋人ももっと大切にしませんと」

　凜香には、心こ乃の枝えが妹かもしれないという疑惑は伝えていなかった。

　しかし凜香の言うことも確かだ。過去を追いかけてばかりで現在を見失っては、元も子もない。

「わたしとの縁談を断ってまでお付き合いしたのですよ。幸せになってもらわなければ、わたしの立つ瀬がありませんわ」

「う、うん……そうだね。実は今度の休みにデートの約束をしてるんだ」

「それはよかったですわ。ただし……」

　突然凜香は、目を鋭くして睨にらんだ。

「くれぐれも、高校生らしい健全なお付き合いを心がけるように。いいですわね」

「わ、わかってるよ……」

　というか『バスタオルが落ちました』とか言い出す凜りん香かのどこが健全なのか、実に疑問に思う将しよう悟ごである。
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　その後も将悟は町の図書館に通って、帝みかど野の商事や鷺さぎの宮みや家のことを調べ続けた。けれど公的な資料からは、隠された真実など見えてこない。

　やがて休日になり、心こ乃の枝えとのデートの日がやって来た。

　晴れた空にうっすらと雲が出て、少し肌寒い十一月の朝だ。

　将悟は早めに起きて身支度を調え、朝九時に待ち合わせの駅前に向かった。

　心乃枝と合流すると、二人は電車に乗って都心へと向かった。電車に乗っている間中、彼女はずっとニコニコしっぱなしだ。今日のデートがよっぽど楽しみだったらしい。

「今日はオススメのデートコースを決めたんですよ。将悟さんも楽しんでくれるといいんですけど……」

「お、おぅ。心乃枝はどんなデートが好きなのか、楽しみにしてるよ」

　雑踏で賑にぎわう繁華街の駅に降り立ち、将悟は心乃枝を見た。

　――もし、心乃枝が妹だったら……。それを隠して、俺おれと恋人になろうとしてたら……。

　そんな疑念を感じると、つい会話もぎこちなくなって、気持ちも重くなってしまう。

　彼女にデートコースの設定を任せたのは失敗かもしれない。

　心乃枝は将悟を誘惑するようなデートを設定してるかもしれない。

　もちろん、心乃枝が妹じゃないなら大歓迎だ。妹じゃなければ、誘惑だろうと魅惑だろうと大歓迎である。どんとこいである。

　だけど、もし妹なら……。妹に誘惑されるのだとしたら……。

「念のため聞きたいんだけど、どんなデートコースなのかな？」

「それはお楽しみですっ。でも、割と普通のデートになっちゃったかも……」

　普通のデートと聞いて、ひとまず安心した。

　おいしいケーキ店に入ったり、ショッピングを楽しんだり。そんな健全で普通のデートなら何も問題ない。相手が妹でもできることだ。

　駅の構内から出ると大通りが横たわって、雑然とした騒音とともに人や車が大量に行き来している。

「いいか、心乃枝。俺たちは健全な高校生だ。今日は高校生らしく、健全なデートをお願いするぜ。くれぐれも健全に、な」

「えぇ。もちろん高校生らしいデートですよ？」

　よっしゃ、と心の中でガッツポーズをした。今日は純粋にデートを楽しめそうだ。

「それで最初のデートコースはどこ？」

　聞くと、心こ乃の枝えは自信たっぷりな様子で笑った。

「将しよう悟ごさんと、淫いん蕩とうなビデオを見るんです！」

「……はい？　こ、心乃枝さん、何を見るって……？」

「だから、淫蕩なビデオですよ」

　心乃枝は唇をとがらせた。

「こないだ、宝ほう生しようさんと見てたじゃないですか。ずるいです、ほかの女の子とばっかり。わたしとも見てください」

「見てくださいって……」

　思わず将悟は、二人でビデオを見ている場面を想像した。

　どこか雑居ビルのいかがわしい店に入って、狭いソファに心乃枝と並んで座り、テレビに映ったいやらしいビデオを見ている……。

『し、将悟さん……。人間って、こんなに淫みだらになれるんですね……』

『何を言ってんだ。心乃枝の体が一番淫らだぜ』

『もうガマンできません……。お願い、わたしをもっと淫らにしてください……』

「うあああああっ!?」

　突然頭を抱え、将悟は絶叫した。通りかかった人々がビクッとしながら振り返る。

「し、将悟さん？　突然どうしたんですか？」

「いやそれ、全然健全じゃないからっ！　ほ、ほかのデートにしようぜ、な!?」

「ダメですっ。今日はわたしに任せるって言ったじゃないですか！　もう時間がないから、早く行きましょう」

「ひいいいいっ!?」

　心乃枝は将悟の腕を取り、無理やり引っ張るように歩き出した。



「って、淫蕩なビデオってこれかよ……」

　将悟は気の抜けた思いで大きな看板を見上げた。

　心乃枝に連れてこられたのは、シネコンのビルの前だ。壁面に上映されている映画の看板が並んでいる。目の前にあるのは、恋愛物の外国映画だ。『愛と背徳に溺おぼれて』というタイトルだった。

「はい！　雑誌に記事が載ってて『カップルで見ると盛り上がる』って書かれていたんです。その……ちょっと官能的な場面もあって、ドキドキだそうです」

「ドキドキって」

「将しよう悟ごさんも宝ほう生しようさんも、こういう映画が好きなら言ってくれればいいのに」

　不安がって損したと、ガクッと肩を落とした。

「あの……ガッカリでしたか？」

「ガッカリじゃないって！」

　なんで叫ぶのかと、心こ乃の枝えは目をパチクリさせている。

　ともかく二人でビルに入った。チケット売り場でチケットを買い、映画館の座席に並んで座る。館内は七割ほど埋まっていた。ほとんどがカップルだ。

　やがて館内が暗くなり、上映が始まった。

　映画は、どこかヨーロッパの田舎町を舞台にしたものだった。仕事を求めて町に来た青年と、小さな家に住むうら若き未亡人が出会い、恋に落ちる。特に突飛な設定もなくストーリーの進行もゆるやかで、有り体に言えばごく普通の恋愛映画だ。

　将悟には少し退屈だった。青年と未亡人が引き離されそうになる悲劇の場面でも、出そうになるあくびを噛かみしめるのに必死だ。

　すると、座席のひじ掛けに置いた手に、心乃枝の手が触れた。

　将悟の手の上に手を重ね、切なく、甘えるように指と指を絡ませてくる。

「心乃枝……？」

　彼女の横顔を見ると、もう片手を口に当て、目を潤うるませてスクリーンを見つめている。



    

  
    
      



    

  
    
      

　スクリーンの中で、青年が未亡人を抱きしめた。

　心こ乃の枝えは自分が抱きしめられたようにピクッと体を震わせ、握った手に力を込めた。

　その後も彼女は、映画の場面に反応して笑ったり、嬉うれしそうな顔をしたり、ときには泣きそうな顔になった。

　――入りこんでるなぁ。

　将しよう悟ごはいつの間にか心乃枝の横顔を見つめ続けていた。映画より心乃枝の顔を見ているほうがよほど面白い。

　そして映画も後半に入り……だんだん内容の雲行きが怪しくなってきた。

　やたらと官能的なシーンが増えたのだ。青年と未亡人はことあるごとに抱き合い、キスをして、お互いの体を求め出した。

　――うわ、なんだこりゃ……。

　家の中で、外で、森で、海岸で、ひたすら体を絡ませる男女の描写が続く。

　あくまで恋愛映画だから映像そのものは過激じゃないけど、セリフといい役者の表情といいシチュエーションといい、やたらとエロティックな雰囲気を醸し出していた。

　――今度は吊つり橋ばしでかよ。何が『揺れるほど愛を感じるわ』だ……。

　将悟はちょっと呆あきれながら、延々と続く官能シーンにツッコミを入れ続けた。

　未亡人が官能の絶叫を上げた瞬間、興奮したように心乃枝がギュッと手を握りしめた。

　――い、痛いでっ!?

　手のひらが汗ばみ、震え、指が折れそうなほど強く握りしめている。心乃枝には刺激が強すぎるようだ。こんな映画、直視できるんだろうか。

「大丈夫か。無理に見なくていいんだぞ」

　小声でささやきながら心乃枝のほうを見た。

　……心乃枝は目を見開いて、真まっ赤かな顔で汗をかきながら食い入るようにスクリーンを凝視していた。

　映画が終わって、二人は少し疲れた表情でロビーに出た。

「思ったより過激な映画でしたね……。まだ胸がドキドキしてます……」

「いろいろすごい内容だったよな。心乃枝、こういう映画が好きなの？」

　心乃枝はぶんぶんと首を横に振った。

「違いますっ！　こんな内容だなんて知らなくて……。わたし、後半は恥ずかしくて全然見られませんでした」

「いやいやいや、思いっきり夢中だったじゃないですか」

「夢中じゃありませんっ！」

　本当のことを言ったのに、なぜか怒る心乃枝である。



　シネコン内のレストランで昼食を済ませると、二人はビルの外に出た。

　昼過ぎで、デートの時間はまだ長い。

「さて、今度はどこに行く？」

　心こ乃の枝えは恥じらう顔で、モジモジと両手を握った。

「今度は……ちょっと思い切っちゃいました。……二人きりになれる場所なんです」

「ふ、二人っきり!?」

「しかも、二人っきりで思いっきり声を上げて……気持ちよくなれるんです……」

「こ、声って、気持ちよくって……」

「だって……人に聞かれたら恥ずかしいじゃないですか……」

　将しよう悟ごは冷や汗をかいた。今度こそ心乃枝は、彼を誘惑するつもりかもしれない。

　思わず、二人っきりで声を上げている場面を想像した。

『あっ、ああああっ、し、将悟さん、そんなトコ、声が出ちゃいますようっ！』

『心乃枝の声、かわいいぜ。もっと大声上げて聞かせてくれよ』

『いやぁああんっっ!!　き、気持ちいいですうぅっ!!』

「うわあああああああああっ!?」

　思わず絶叫した将悟を、心乃枝はビクつきながら見つめた。

「ど、どうしたんですか!?　まだ声を出すのは早いですよ！」

「いくらなんでも不健全すぎる！　そういうことは大人になってからだ！　俺おれたちには十年早いだろっ!!」

「そんなに不健全かなぁ……。今どき普通だと思いますけど……」

　心乃枝は納得いかない顔をした。

　恐ろしい……。今どきの女子高生が恐ろしい……。

「あ、わかった。将悟さん、そういうトコ初めてなんですね。わたしもあまり行ったことないけど、二人でなら大丈夫です。恐こわくありませんよ」

　心乃枝はにっこり笑いながら、恐れおののいている将悟の手を取ってずるずると引っ張っていくのだった。



「って、声を出すってこういうことかよ……」

　二人っきりで個室に入り、将悟はソファに座ってガクッと肩を落とした。

　部屋の正面に心乃枝が立って、テレビモニターの横でマイクを握っている。一昔前に流行った恋愛ソングを気持ちよさそうに熱唱していた。

「どうですか？　カラオケって、昔、友だちに連れてってもらっただけだから、来てみたかったんです。このお店、防音も完備してるから、どんな大きな声で歌っても外に聞こえないんですって。ほかの人に歌が聞こえたら恥ずかしいですし……」

　将しよう悟ごは全身から力が抜けたように、ソファにもたれかかった。

「あの、カラオケじゃないほうがよかったですか？」

「いや！　カラオケでよかった！」

「そ、そうですか？　喜んでもらえて嬉うれしいです」

　気を取り直し、将悟はリモコンのパネルに表示された楽曲リストを見た。

　すると心こ乃の枝えが、将悟の手元のリモコンをのぞき込む。

「ね、二人でなら恐こわくないでしょう？　こういうお店が初めてなら、わたしがたくさん教えてあげますからね」

　一度友だちに連れてってもらっただけのくせに、やたら教えたがりな心乃枝である。

「ジュースを頼むときは、あそこの電話で注文するんですよ」

　しかも店員に説明されたことを自信満々に教えている。

「歌える曲がなかったら、デュエットしてあげますからね」

　そのうえ妙に上から目線だ。

　――見てろ心乃枝。俺おれの熱唱を聴いてビビるなよ……。

　歌えそうな曲はないかと楽曲リストを見ていくと、覚えのある曲名が目に入った。

『改造戦士・戦いと宿命のテーマ』

「こっ、これはっ!!　グランベリオンのテーマソングじゃないか!!」

　さらにリストを見ていくと、エンディングテーマに挿入歌、幻のペリンちゃんバージョンまで網羅されている。

「な……なんてマニアックな。最近のカラオケは恐ろしいぜ……」

　迷わずテーマソングを選択し送信した。

　しばらくして、スピーカーからイントロが流れ出した。重厚なドラムがリズムを刻む、戦いに向かう戦士へ捧ささぐ熱きメロディだ。たちまち脳裏に、子供時代に見た特撮の場面がよみがえる。

『愛よ輝け、人を捨て去りしこのボディに～♪』

　将悟は熱唱した。哀かなしき宿命を負った正義のヒーローになりきって腹の底から声を張り上げた。正義を求め悪を憎み、愛と希望をマイクに叩たたきつけた。彼は怒り、悲しみ、戦い、そして勝利した。ラストには、グランベリオンの変身ポーズをバッチリ決めた。完かん璧ぺきだ。完璧すぎる。彼は今、正義のヒーローと一心同体となったのだ！

「いや～、つい熱くなっちまった。どうだった、心乃……」

　見ると、心乃枝はソファの一番奥に後退して薄笑いを浮かべている。

「あ……あはは……」

　思いっきりドン引きした顔で、パチパチと力なく拍手をしていた。



　カラオケ店で一時間ほど過ごしたあとは、地下街のカフェでおやつ代わりの軽食を食べた。駅前に戻ると、午後三時を過ぎていた。空はいつの間にか薄雲に覆われている。

「もうすぐ夕方か。時間が過ぎるのも早いな」

　なんだかんだで、心こ乃の枝えとのデートを楽しんでいた。

　一緒に過ごす時間は楽しい。こんな時間を、疑念のためにかき消したくはない。

　――思い切って聞くべきなのか……？

　心乃枝は昔、熊くま五ご郎ろうの別荘で暮らしていたことがあるのか。

　そして、将しよう悟ごの妹なのか……。

　悩んでいると、心乃枝が少し言いにくそうに目を伏せた。

「次のデートですけど、あの、その……わたしの部屋に……来てください……」

「へ、部屋!?　どうして……」

「言ったじゃないですか。わたしがデートコース決めていいって。だから最後は……わたしの部屋なんです」

「なんで、心乃枝の部屋なんだ？」

　すると心乃枝は、ほんのり顔を赤らめた。

「その……見てほしいものがあるんです……。誰だれにも見せたことがなくて……見られるの、ほんとは恥ずかしいんですけど……」

「み、見られると恥ずかしいもの……？」

「でも、将悟さんになら、見られちゃってもいいかなぁって」

　将悟は動揺した。

　――なんだ……？　心乃枝はいったい、何を見せたがってるんだ。

　そんなに恥ずかしくて、誰にも見せたことないものなのか!?

　思わず将悟は、心乃枝の恥ずかしいものを見ている場面を想像した。

『将悟さん……わたしのここ、そんなに見つめちゃイヤです……』

　いやいやいやいや。将悟はあわてて妄想を打ち消した。

「えっと、見せたいものって、何かな？」

「スピーチの原稿なんです！　書いてみたけど、まだ誰にも見てもらってないから、恥ずかしいんですけど……。思い切って、将悟さんに講評してもらえないかなって思って」

「……やっぱり。どうせそんなことだろうと」

「そんなことって？」

「なな、なんでもないよ。でも、部屋はマズくないか？　ほら、俺おれたち健全なデートをしてるんだし……」

「ですから、式典の原稿を見てもらうだけですよ？」

　むむ……と将悟は迷った。

　危険だ、危険な香りがする。部屋で心こ乃の枝えと二人っきりだなんて。

　でも、スピーチの練習なら手伝ってあげたいし……。

「遅くなっちゃいますから、早く行きましょう」

　結局、またしても引きずられるように歩き出す将しよう悟ごだった。



　　　　§



　二人は再び電車に乗って自分たちの住む町に戻った。

　午前中は晴れていた空も、今は灰色の雲に覆われている。降り出さないうちにと、駆け足で女子寮へ向かった。

　寮は、学園が民間のマンション全体を借りている建物だ。オートロックの玄関ロビーや、煉れん瓦が造りの高級感ある建物など、卒業後も住み続けたいという生徒が大勢いるほどである。

「俺おれなんて母さんが安アパートしか借りてくれなかったから、うらやましいよ」

　清潔感のある広い玄関ロビーを見まわしながら、将悟はぶつくさ文句を言った。

「わたし、将悟さんのお部屋、好きですよ。一緒に住みたいくらい」

「は、はは……。一緒に、ね……」

　つい、乾いた笑いが漏れる将悟である。

「にしても、女子寮に入っていいのかな……」

　エレベーターで心乃枝の部屋のある階に向かいながら、将悟は少し不安になった。

　一応、校則じゃ禁止されていた気がする。凜りん香かに見つかったら怒られそうだ。

「あまり派手なことすると怒られますけど……昼間、勉強を見てもらうくらいなら」

「俺が部屋に入るのを見られたら、いろいろ誤解されないか？」

　すると心乃枝は、ぽ、と顔を赤くしてうつむいた。

「誤解も何も、わ、わたしたちのこと……もう学校中に知られてます……」

「そ、そうか……。文化祭であんなに派手に告白したもんな……」

「将悟さんのせいですよ。責任持って恋人でいてください！」

「は、はい……」

　エレベーターを降りると廊下を歩き、二人は心乃枝の部屋の前に来た。

　心乃枝がバッグから鍵かぎを出して開けている間、誰だれかに見られるんじゃないかと、つい左右を見まわしてしまう。

「あまり掃除できていませんけど……どうぞ」

　幸い誰も見られないうちに扉が開き、彼女の部屋に招き入れられた。

　心乃枝の部屋に入るのは初めてだ。玄関には彼女の学生靴がちょこんと行儀よく並べられ、動物のキャラクターが描かれた玄関マットが敷かれている。

　玄関から入って手前側にキッチンや浴室があり、奥に六畳ほどのリビングがある。ごく平凡な間取りだ。

　しかし設備やインテリアは立派で、壁には柔らかな明かりを投げかける丸いランプがあり、システムキッチンに乾燥機、エアコンから大型液晶テレビまで完備されている。どれも寮に備え付けのものらしい。

　リビングにはカーペットが敷かれ、木製の書棚や勉強机には、小型のぬいぐるみや鉢植えが飾られている。シングルベッドにはフカフカの羽毛布団ぶとんがかけられていた。

「掃除できてないって、結構きれいじゃないか」

「あ、あんまり見ないでくださいね」

　将しよう悟ごが室内を眺めていると、ベッドの上に目が止まった。

　布団の上に、赤い水玉模様のパジャマが脱ぎ捨てられている。

　その上には、真っ白なパンツまで……。

　――こっ、これは……。心こ乃の枝えのパジャマとパンツ……！

　見ちゃいかん、見ちゃいかんと思いつつ、将悟は目が釘くぎ付づけになった。

「何か、変わったものでもありました？」

　心乃枝は将悟の視線を追って……

「きゃああああああっ!?」

　突然悲鳴を上げながら、ガバッと覆い被さるようにベッドにしがみついた。

「こここ、こ、これは、ち、違うんですっ！」

　真まっ赤かな顔であわてふためき、むんずとパジャマをつかんで布団の下に押し込んだ。

「い、いつもはちゃんと畳むんですけど、その、今朝は何着ようか考えてたら時間がなくなっちゃって、それでつい」

「……パンツ、床に落ちたぞ」

「いやああああああああっ!?」

　心乃枝はパンツを鷲わしづかみにして布団の下に放り込んだ。

「せ、せせ、せっかくのデートだし、下着も新しいの履こうって、あ、でも、違うんです、決して勝負下着とかそういうわけじゃなくて、ちょっと期待しただけっていうか、その、万が一に備えて…………ひぅ……」

　一人で勝手にしゃべって、勝手に自滅する心乃枝である。



「将悟さん、イジワルです」

　カーペットの上に座り、心乃枝はぷぅっと膨れている。

「パジャマが置きっぱなしでも気づかないのが優しさじゃないですか」

「そんなムチャな……」

「勝負下着なんて穿はいてませんからね！」

「わかったってば」

　心こ乃の枝えの出してくれたテーブルを囲み、将しよう悟ごと心乃枝は紅茶で一息入れていた。

「それより、スピーチの原稿を見てほしいって言ってたけど」

「あ、はい。持ってきますね」

　心乃枝は立ち上がり、勉強机の引き出しから原稿用紙の束を取り出し、テーブルに置いた。将悟が手に取ってみると、式典のスピーチで話す内容が書かれている。

「こういうの初めてだから、うまく思いが伝わる文章になっているか心配で……。それで、一度読んでもらって意見を聞きたかったんです」

　将悟は一枚目から原稿を読んでいった。

　テーマは『家族』。血のつながらない養親に育てられた心乃枝の、小学生から現在にいたるまでのエピソードや思い出、褒められたことや叱しかられたことが書き綴つづられている。

　そして今の家族の中で生きている喜びが書かれ、最後は育ての両親への感謝で締めくくられていた。

「どうでしたか？　遠慮しないで、率直に言ってください」

　読み終わるのを待っていた心乃枝は、緊張ぎみに聞いた。

「普通の親子なんだなぁって思ったよ。どこにでもいそうな家族っていうのかな。読んでて、親子のケンカとか両親への感謝の言葉とか、俺おれにもよく共感できたんだ」

「普通ですか……。これじゃ期待に応えられるスピーチにならないかなぁ……」

　心乃枝は少しガッカリと目を伏せた。

「いや。そこがよかったんだ。普通だからこそ、心乃枝は今の両親に家族として大切に育てられたんだなって気がする」

　すると心乃枝は、少し意外そうに将悟を見返した。

「普通なのがいいんですか？」

「うん。特別扱いされてないってこと。心乃枝の両親って、本当に心乃枝を実の子供として扱ってくれてるんだなってのが伝わってくるよ」

「そうか……。わたし、普段は養子なんて意識してませんから……」

　心乃枝のスピーチ原稿を読んで、将悟は考えた。

　彼女は養親に、本当の子のように育てられてきた。だから心乃枝は、今まで幸せに生きてきたのだ。

　なのに将悟は、心乃枝が妹であるかばかり気にしていた。

　もちろんそれは重要なことだけど……大切に、今の親の元で育てられた心乃枝の人生を、否定するような気がする。

「原稿、読んでくれてありがとうございます。ちょっと自信がつきました」

「いや、大したアドバイスもできてないけど」

「これから小こ都と里り先生や、ほかの皆さんにも読んでいただいて、意見を聞きますから」

　心こ乃の枝えは再び立ち上がり、原稿用紙を机に戻す。

「心乃枝……。今日は、ごめん」

　唐突に謝られて、心乃枝はきょとんとした顔で振り返った。

「デートなのに、ずっと心乃枝のことを疑っていて……。こんなんじゃ楽しくないよな」

「大丈夫ですよ。……わかってましたから。だから、わたしが妹だって思われてても楽しめるデートコースにしたんです。健全な、ね」

「そうだったんだ……」

「このあとは、商店街のレストランでディナーです。――レストランって言っても、ファミレスですけど」

　そう言って心乃枝は笑った。楽しそうだけど、どこか悲しそうに見えた。

　二人が無言になると、雨粒が窓ガラスを叩たたく音がする。いつの間にか降り出していたらしい。かなりの本降りだ。

「どうしよう……。これじゃディナーに行けませんね……」

　将しよう悟ごと心乃枝は座ったまま雨音を聞き続けた。音のカーテンに包まれて、二人だけの空間に閉じ込められたようだ。

「しばらく……このままだな」

「ですね。急な雨だから、すぐやみますよ」

　また、二人は静かに雨音を聞きながら座り続けた。

　座っている足を組み替えているうち距離は縮まり、気がつくと肩が触れそうなほど寄り添っている。

　引き寄せられるように顔と顔が近づき、目を閉じ、唇が触れ合いそうになって……

　突然、甘い空気を裂くように携帯電話の着信音が鳴り響いた。

　二人は夢から覚まされたように目を開き、着信音の鳴る将悟のポケットを見る。

「誰だれだろ、こんなときに……」

　ぶつくさ文句を言うと、心乃枝がおかしそうに笑った。

「ふふ、怒られちゃったのかも」

　将悟はポケットから携帯電話を取り出した。心乃枝は気をつかって書棚のそばに歩き、鼻歌を歌いながら雑誌のページをめくっている。

　携帯の画面を見ると、見知らぬ電話番号が表示されている。登録してない相手からだ。

「――もしもし」

　将悟が電話に出ると、しばらく間があって相手の声がした。

『あ、もしもし帝みかど野のくん？　わたしよ。津つ田だです』

　神かん凪なぎ一かず馬まの会社に勤めている津つ田ださんからだ。

「津田さん！　お久しぶりです。こないだはお世話になりました」

『サギノミヤさんのことよ。雅みやびちゃんに話そうと思ったけど、将しよう悟ごくんのほうが仲よさそうだし。伝えておくから、彼女に説明して元気づけてあげて』

「何かわかったんですか!?」

『今日休日出勤だったから、こっそり会社の書類を見てみたの。そうしたら昔の履歴書があったのよ。娘の名前はわからないけど、サギノミヤさんの本名と顔は調べられたわ』

「ほ、ほんとに……？」

　将悟は体中が緊張した。

『名前は、サギノミヤ　マユキさんよ』

「サギノミヤ　マユキ……」

　その瞬間、失しつ踪そうした鷺さぎの宮みや家の娘と、雅の父の会社にいた女性が結びついた。両者は同じ名前なのだ。

『履歴書の写真を撮ったから確認して。顔写真を見ればわかるけど、雅ちゃんと全然似てない。愛人の子なんかじゃないわよ。安心するよう言ってね』

「そ、そうですか……。わざわざありがとうございます」

　電話を切るとすぐにメールが届いた。添付画像を開くと、広げた履歴書が写っている。

　拡大すると学歴と職歴の欄が表示された。サギノミヤさんの大学卒業後の経歴は空白だ。神凪一馬の会社に入るまで数年以上の期間がある。

　その空白期間はちょうど、熊くま五ご郎ろうの別荘で謎なぞの母と娘が暮らしていた時期と重なる。

　将悟は画面をスクロールさせて、名前の欄を見た。

　彼女の名前を漢字で書くと『鷺宮真ま由ゆ希き』。

　続けて彼女の顔写真を表示して……将悟は息が止まりそうになった。

　似ていた。一目見て、よく似ていた。

　手が震え、携帯電話を取り落とした。ボフッとカーペットの上で携帯が跳ねる。

　拾うのも忘れ、将悟はおそるおそる正面を見た。

　そこに、彼女が立っていた。

　顔写真の女性と、そっくりなほどよく似た少女が。

「どうして……その名前を……」

　青ざめ、怯おびえた目で見つめながら、心こ乃の枝えはつぶやいた。

「わたしのこと……調べてたんですか……？」

「そ、そうじゃないんだ。俺おれは父さんの、帝みかど野の熊五郎の過去を知りたくて……。鷺宮さんというのは、心乃枝の……」

「……わたしの、産みの母親です」

　彼女を疑いたくない。

　けれど……聞かずにはいられなかった。

「心こ乃の枝えは幼いころ、父さんの別荘で鷺さぎの宮みやさんと暮らしていたのか……？」

　心乃枝はうつむき、黙り込んでいた。将しよう悟ごも何も言えなかった。

　やがて彼女の口から、懺ざん悔げのような声が漏れた。

「わたしは……幼いころ、あの別荘で暮らしていました」

「どうして、あの場所に？」

「真ま由ゆ希きさんの実家の鷺宮家は、とても厳格な家風なんだそうです。真由希さんが父親のわからない子を身ごもったとき、彼女のお父さんだった鷺宮家の当主は、絶対に産んではいけないと激怒したそうです。反発した真由希さんは、家を出てわたしを産んだんです」

　初めて知る心乃枝の過去を、将悟は何も言えず聞き続けた。

「当主は真由希さんを連れ戻してわたしを捨てさせようとしました。それを知った熊くま五ご郎ろうさんは、真由希さんを助けてかくまうために、海の近くの田舎町に別荘を買って、わたしたちを住まわせたんです」

　隠し子、という言葉が将悟の頭に浮かんだ。文字通り心乃枝は、世の中から隠れて人里離れた海の近くの別荘に隠れ住んでいたのだ。

「でも真由希さんは、突然わたしの前からいなくなりました。わたしが今の両親に預けられたのは、小学校に入る少し前なんです……」

「そんなこと……初耳だ……」

「……このことは誰だれにも話してはいけないって、パパから固く言われていました。熊五郎さんが真由希さんをかくまっていた事実は鷺宮家を怒らせる内容で、世間に知られれば、帝みかど野の家にも迷惑になることだって」

　二人の間に重い沈黙が流れていた。

　父・熊五郎の過去を追いかけた先に待っていたのは、将悟の恋人だったのだ。

「お願いです、将悟さん……」

　心乃枝の声が冷たく凍りついていた。

　感情はなく、心を閉ざしたように無機質だった。

「一人にしてください……」



　駅構内のカフェで将悟との電話を終えると、津つ田ださんは携帯電話をポケットにしまった。

「これで調べものは終わり。勝手に履歴書を見たなんて、社長にバレなきゃいいけど」

　コーヒーを飲み終わってタバコを灰皿に押しつけると、ハンドバッグとコートを持って席を立った。空のコーヒーカップを乗せたトレイを返却口に置き、出口へと向かう。

　津田さんが立ち去ったあと、彼女が座っていたすぐ後ろの座席に、黒いスーツを着た男がいた。彼はタッチペンを持ってタブレット端末を操作している。そのタッチペンには、高感度のマイクロホンが仕込まれていた。

　男はミカドノモバイルブランドの携帯を取り出すと、どこかへ電話をかけた。



　同時刻、都心の地下街で、移動中だった瀬せ利りは柱の陰に立ち止まって電話を受けていた。相手は、津つ田だという女性を尾行していた部下だ。

「サギノミヤ　マユキ……ですか？」

　神かん凪なぎ一かず馬まの会社に、昔勤めていたという女性の名。将しよう悟ごはなぜ彼女を追っているのか。

　ふと瀬利は思い当たった。以前、政財界の裏を流れる膨大な情報の中で見た記憶がある。

　十七、八年前、鷺さぎの宮みや家の娘が失しつ踪そうした噂うわさ……。

　鷺宮家は政界にも進出する名家だけに、スキャンダル情報のガードも固い。失踪騒ぎもほとんど知られていない。

　――なるほど。そういうことですか……。熊くま五ご郎ろうさまのお相手はもしかして……。

　頭の中で、直感的に結びついた。

「調査の必要がありそうですね。鷺宮真ま由ゆ希きの写真を至急入手願います。できれば十数年前のものを。それと彼女の経歴と居場所も調べてください」

　もしも鷺宮真由希が隠し子の母親なら……早急に捜し出し、彼女の手元から抹消しなければならない。

　熊五郎の隠し子を示す、あらゆる証拠を。

　瀬利は電話を切ると、ハイヒールの足音を響かせ、休日の雑踏に消えていった。



　雨粒が道路を叩たたいている。外の空気はますます冷たくなって、雨が肌を切り裂くようだ。

　住宅街の道を、将悟は傘も差さずに歩いていた。

「一人になりたい」と言った心こ乃の枝えに、かける言葉を見つけられなかった。彼は何も言えないまま心乃枝の部屋を出て、女子寮の建物を出て、一人、帰り道を歩いていた。

「心乃枝……」

　彼女は幼いころ、熊五郎の別荘で産みの母親と暮らしていた。

　――どうして父さんの別荘で……？　心乃枝が、父さんの娘だから……？

　だとしたら、心乃枝は……俺おれの妹になる……。

　これから心乃枝にどんな顔をすればいいんだ。

　確かに彼女が妹かもしれないという疑惑はあった。けれど実際に過去を知ったとき、その事実は今までにないほど重く、将悟の心にのしかかっていた。

　大通りまで出て、将悟は横断歩道の赤信号で立ち止まった。

　歩いていないと力が抜けそうで、うなだれながら両手をひざについた。

「俺おれは……心こ乃の枝えの恋人なんだ……」

　今、将しよう悟ごの心を覆っているのは、心乃枝を失う恐ろしさだった。

　何も知らないほうが、よかったのかもしれない。

　十年前のビデオテープなんか見つからなければよかった。神かん凪なぎ一かず馬まの過去など調べなければよかった。

　そもそも、隠し子である妹の存在など、最初から知らなければよかった。

　そうすれば将悟は、心乃枝を妹であるなどと考えもせず、恋人としていられたのに。

「心乃枝……。俺は心乃枝が好きなんだ……」

　つぶやく声は、激しい雨音の中に弱々しくかき消されていく。

　全身に雨が降り注ぎ、顔や体を滝のような水流が流れ落ちていた。

　ふいに将悟の頭上に影が差し、叩たたきつける雨が途絶えた。

「わたしも……将悟さんが好きです……」

　振り返ると、すぐ後ろに心乃枝が立って、赤い傘を差し掛けていた。

　手を伸ばして傘を差し出し、彼女の体が雨に打たれている。ふわっと柔らかい髪がたちまち重くしなだれ、泣き腫はらしたのか、目は真まっ赤かに充血していた。

「ごめんなさい……。こんなデートになっちゃって……」

　心乃枝は将悟の手に傘を押しつけると、くるりと背を向けて雨の中に駆け出した。

　その手をつかんで引き寄せた。考える間もなかった。去ろうとする彼女を見て、体が勝手に動き出していた。

　驚いて目を見開く心乃枝を、両腕で抱きしめた。

　持っていた傘が手から落ちて、逆さまに転がる。

　雨に打たれながら、将悟は冷たい心乃枝の体をいつまでも抱きしめていた。
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　シャワーを浴びて服を着替え、脱衣所を出ると、窓の外の雨脚は弱まっていた。それでも空はまだ雲に覆われていて、明かりもつけていない室内は薄暗い。

　将悟はリビングに戻り、電灯をつけた。

　ベッドの脇わきに心乃枝が座っている。先にシャワーを浴びてもらったから、雨に打たれた肌も温まったはずだ。服は、将悟の部屋着のトレーナーとズボンだ。サイズが一まわり違うからダブダブで、襟元の間から鎖骨が見えていた。

　あのあと二人は雨の中を歩いて、将悟の部屋にやって来た。理由があったわけじゃない。二人とも離れようとしなくて、自然と足がこの部屋に向いたのだった。

　将悟は心乃枝の正面に座り、うつむいている彼女を見つめた。

　鷺さぎの宮みや家から望まれず生まれた心こ乃の枝え。そんな過去を話したがらない気持ちも、わかる気がする。

　しばらくして、心乃枝は顔を上げて口を開いた。

「将しよう悟ごさん、鷺宮真ま由ゆ希きさんの居場所は調べられたんですか？」

「雅みやびのお父さんの会社に勤めていたことは判明したよ。でもそのあとは行方不明なんだ」

「神かん凪なぎさんの……？」

　心乃枝は意外そうな声を出した。

「知らなかったとか？」

「全然……。わたしが養子になってからは、真由希さんには会ったこともないんです」

　しばらく黙り込み、心乃枝は顔を上げてまっすぐ将悟を見た。

「あの、こんなこと言っても信じてもらえないと思いますけど……わたしの父親は誰だれか、わからないんです」

「わからない……？」

「鷺宮真由希さんは、本当の母親だと思うんです。戸籍謄本にも実母として名前が書かれていますから。でも、実の父親の名前は書かれてないんです」

「名前がないのは、認知されてないってことだよな……」

　通常、生まれた子供の母親が誰かは、出産の事実があるから明確だ。出産した病院などで出生届が作成されて役所に届けられるため、母親が不明になることは滅多にない。

　そしてその母親が結婚していれば、夫が娘の父親となる。

　しかし母親が未婚だった場合、父親は不明だ。そこで父親は「自分が子供の父だ」と名乗り出る必要がある。そうすることで彼は子供の実父として戸籍に記載され、法律上でも実の父親として認められるのだ。これを『認知』と言う。

「子供のころ別荘で隠れて暮らしていたわたしは、熊くま五ご郎ろうさんと将悟さんが遊びに来てくれるのが楽しみでした。真由希さんはわたしに『もうすぐ帝みかど野の家の娘になるのよ』って言ってたんです。あのころは、熊五郎さんは本当の父親で、将悟さんは本当のお兄ちゃんで、いつかわたしを家族として迎えに来てくれるんだって、信じていました」

「だけど父さんは心乃枝を迎えに行かず、鶴つる眞ま誠せい二じさんの養子になったんだな」

「あるとき、今のパパに『熊五郎さんは本当の父親なの？』って聞いたんです。そうしたら『心乃枝の実の父親は、誰かわからないんだ』って」

「どういうことだろ？」

「熊五郎さんは真由希さんの窮状を知って助け、父親のいないわたしを育てるため、養子として引き取ろうとしていたそうなんです」

　養子と聞いたとき、将悟はあの十年前のビデオテープの場面を思い出した。

　あの中で鶴眞誠二は言っていた。『あんな間違いさえ起きなければ、心乃枝ちゃんと将悟くんは本当に、兄妹きようだいでいられたのに』と。

「まさか『兄妹でいられた』ってのは、義理の兄妹って意味だったのか!?」

「たぶん……」

「しかし間違いってなんだ。どうして父さんは、心こ乃の枝えを養子にしなかったのかな」

「理由はわかりませんけど、熊くま五ご郎ろうさんの父親の虎とら之の助すけさんに猛反対されたそうです」

　将しよう悟ごは頭の中で、聞いた話を整理してみた。

　熊五郎は、鷺さぎの宮みや家に追われていた真ま由ゆ希きを助けて別荘に隠れさせた。そして父親が不明な心乃枝の養親になろうとしていた。しかし虎之助の猛反対で断念し、代わりに鶴つる眞ま夫妻が養親となった……。

「実はわたしも中学生のころまでは、ひそかに熊五郎さんが本当の父親じゃないかって疑ってたんです。それで熊五郎さんが亡くなる前、病院にお見舞いに行ったんですよ。

　会うのも子供のころ以来で、忘れられてないか心配だったんですけど、わたしのことを覚えててくれました。病院ではいろんなお話をしました。将悟さんの近況を教えてもらったりとか。熊五郎さん、本当に将悟さんを大切にしてるんだなぁって感じました」

　心乃枝は将悟の顔を見ながら「ふふふっ」と笑ってみせる。

「……それで世間話をしてるうち、熊五郎さん、ぽろっと言ったんです」

　少しの間黙り、心乃枝は残念そうに表情を曇らせた。

「寂しそうな顔で『私は本当に、心乃枝ちゃんの父親になりたかった』って。熊五郎さんは昔のわたしと将悟さんを見て、兄妹として育てたかったそうです」

　話し終わると、心乃枝も将悟も沈黙した。

　心乃枝が熊五郎の養子になってたら、彼女は義理の兄妹だった……。

　将悟は目の前の恋人の顔を見た。付き合っている彼女が妹だったかもしれないと考えると、少し複雑な気分になる。

「でも俺おれたちが兄妹として育てられることは、なかった……」

　心乃枝はそっと顔を寄せ、将悟の胸にもたれかかった。

「子供のころ、わたしが夢見ていた家族は、なくなってしまったんです。熊五郎さんは実の父親でなくて、将悟さんは記憶を失ってしまいました。そして唯一の肉親だった真由希さんは……わたしの前から消えて、会いに来てもくれなくなりました。ずっとわたしに、隠れて暮らしなさいって言ってたのに、自分が隠れてしまったみたいに……」

　心乃枝は悲しそうに言った。幼い彼女が母親に去られたとき、本当の家族で暮らすことへの憧れは消されてしまったのかもしれない。

　彼女の頭をなでると、柔らかいふわっとした髪が、今は湿って重たかった。

「でも今は大切にしてくれる両親がいて、そして、好きな人がいます……」

　心乃枝は将悟の首筋に腕をまわし、寄り添うように抱きついた。

「俺おれは、心こ乃の枝えの恋人でいたい……」

　将しよう悟ごも彼女の背中を抱き、二人は身を寄せ合ったまま床に横倒しになった。

　彼女の背をなで、湿った髪を指に絡めた。

　心乃枝は真まっ赤かになって、恥ずかしそうに顔を彼の胸に埋うずめた。

　将悟は長い時間、彼女を抱きしめていた。



　翌朝、将悟が目を覚ましてカーテンを開けると、空はよく晴れていた。澄んだ空気の、いかにも寒そうな冬の空だ。

　ベランダには、部屋着のトレーナーとズボンが干してある。昨日、心乃枝が着ていたものだ。「恥ずかしいから絶対に洗濯してください！」と念を押されたのだ。

　昨日、二人で抱き合ったあと……何もなかった。

　あのあとは、いつものようにおしゃべりをして過ごした。キスすらしなかった。

　雨がやんで心乃枝の服が乾くと、彼女は寮へと帰っていったのだ。

　心乃枝の過去を聞いたせいか、彼女が本当に義理の妹のように思えてしまった。それでも彼女のぬくもりを感じられて、幸せな時間だった。

　――義理の妹か……。心乃枝は異母兄妹きようだいとは違うってことか？

　疑問は残る。昨日の話では、熊くま五ご郎ろうは心乃枝の養父になろうとしていただけだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　しかし心こ乃の枝えの実の父親は不明のままだ。その正体が熊くま五ご郎ろうだという可能性が、完全に否定されたわけじゃない。

　となれば、彼女が妹なのか判定する方法は、ＤＮＡ鑑定。

「ハッキリさせないとダメだよな……」

　重い気分で朝食を食べて制服に着替えると、家を出た。

　扉を閉めて鍵かぎをかけたとき、郵便受けに折り畳んだ紙切れが挟まれているのに気がついた。Ａ４用紙を半分に折ったサイズで、妙に目立っている。

　チラシかと思いながら手に取り、広げてみた。

「なんだ、これ……？」

　見たとたん、将しよう悟ごは背に悪寒が走るのを感じた。

　紙に、雑誌の切り抜きの文字が並んでいる。

　――脅迫状……。

　まさにテレビドラマで見るような脅迫状だ。実際に見ると、大小の切り抜き文字が並ぶ文章は、異様な不快感をともなっていた。

　脅迫状には、こう書かれていた。

『イもウト　ヲ　サガせバ　ナかマ　に　キがイ　を　クわエル』



    

  
    
      


３章　妹と仲間たち





「なるほど、明らかに将悟くんの妹捜しを妨害するつもりだね」

　学校での昼休み、将悟から脅迫状を見せられた衣い楠くすは眉まゆをひそめた。

「誰だれがこんなことを……。俺おれが父さんの過去を調べてたこと、知ってるのか？」

　将悟が拳こぶしを握ると、衣楠は口笛を吹きながら脅迫状を折って紙飛行機を作り始めた。

「って衣楠!?　何してんだよっ!?」

「こんな典型的な脅迫状を送るとは、実に愉快な犯人だ」

　呆あきれたような声で、紙飛行機をひょいと飛ばす。

　紙飛行機はふわふわと風に乗って飛び、屋上のフェンスに当たって落ちた。

「犯人は瀬せ利りだろうね。近ごろの将悟くんの妹捜しを察知して、動きを封じようとしてるんだろう。――見たまえ」

　衣楠はあごで、眼下の町並みの一角を指した。

　学校の塀のそばに、黒いスーツを着た男が立っている。木こ立だちに寄りかかり、スマートフォンをいじっていた。

「彼らは瀬せ利りの部下だよ。将しよう悟ごくんを監視してるんだ」

「くそ……。瀬利さん、何が目的なんだ……」

「彼女は黒幕の命令で動いてるだけさ。ボクは黒幕を追っていたのだが……」

「捕まえる前に、帝みかど野のグループを追い出されたのか……」

　衣い楠くすは無言でうつむいた。少し悔しそうな顔をしている。

　将悟は元気づけるように、彼女の肩に手を置いた。

「すまない、将悟くん。気をつかわせて」

「いいんだって。今度、母さんに文句を言ってやるよ。衣楠を組織に戻せって」

　すると衣楠は顔を上げた。

　妙に真剣な目で将悟を見つめている。

「……実は、黒幕の正体は見当がついたんだ」

「誰だれなんだ？　やはり帝野グループの中にいるのか？」

「最近、ようやく理解した。瀬利が鹿か野の子こ氏を裏切ったのも、ボクや将悟くんと敵対していたのも、全すべてボクたちを欺くための演技ではないか、とね」

「演技？　なんでそんな演技を？」

「敵であれば、妹捜しに関して将悟くんを妨害しても不自然じゃないだろ？　黒幕の正体を隠すために、わざと裏切り者の顔をしていたんだ」

「え……」と、将悟は一瞬言葉が出なくなった。

　わざと裏切り者の顔をした……。つまり実際は、裏切っていないってことだ。

「そ、それじゃあ、瀬利さんの黒幕って……」

「帝野鹿野子。将悟くんの母親だ」

「母さんが……どうして……」

「キミの妹を隠すためさ」

　言われてみれば、合点がいく。

　母は必死に妹の存在を否定していた。

　将悟の妹などいない、熊くま五ご郎ろうの隠し子などいないと繰り返し主張していた。

　つまり鹿野子は、将悟に妹を見つけられたら困るのだ。

「そうか……。俺おれが妹を見つけるのを妨害し、先に見つけ出そうと画策してたのか。そのための手先が瀬利さんってことだな」

「それが真相ではないかな」

　母にまで裏切られた気分で、将悟はガクリとうなだれた。

「しかし母さんが黒幕なら、脅迫状なんてただの脅しで、実際には危害なんか加えないんじゃないか？　さすがにそこまでしないだろ」

「だといいが……。脅迫状は瀬せ利りの単独行動だろう。彼女は忠誠心は高いけど少々危険な人物だ。任務遂行のためには、鹿か野の子こ氏の意向を無視した、過激な行動も取りかねない」

　将しよう悟ごは歯ぎしりした。これじゃ身動きが取れない。

　熊くま五ご郎ろうの過去を調べることも、ＤＮＡ鑑定することも危険がともなう。

　隠れてやろうにも、どこで監視されてるかわからない……。

「なんで母さんは、そこまで俺おれと妹を出会わせたくないんだ」

「ボクにも理解しがたいさ」

　衣い楠くすは肩をすくめながら首を横に振った。

　鹿野子はそんなに、熊五郎の隠し子が許せないんだろうか？

　それとも隠し子には、知られては困るような秘密が隠されているんだろうか？

「……そもそも俺の妹って、本当にいるのかな？」

　ふと、将悟はそんな疑問を抱いた。

「本当は隠し子なんていなくてさ、父さんが真ま由ゆ希きさんや心こ乃の枝えを助けたことが、隠し子だと誤解されたとか」

　ふむ……と衣楠はあごに手を当てて考え込んだ。

「ボクは熊五郎氏の過去を調べていたのだが、最近、かつて帝みかど野の商事に勤めていた人物に接触することができたんだ。ちょっとした事実を聞けたよ」

「何かわかったのか？」

「彼によれば、熊五郎氏の隠し子の噂うわさは、十年以上も前から存在していたらしいね。何度もマスコミの標的にされている。――実はその噂の出所が、少々奇妙らしいんだ」

「奇妙って？」

「十年以上も前、当時の社長だった虎とら之の助すけ氏に、差出人不明の手紙が届いたそうだ。その手紙は、熊五郎氏には将悟くんより年下の娘がいると密告する内容だったんだよ」

「密告？」

「娘の素性は書かれていなかったが、差出人は熊五郎氏の人柄に詳しい人物で、妙な信しん憑ぴよう性せいが感じられたらしい。さらに証拠として、幼子を愛おしそうに抱く熊五郎氏の写真のコピーを同封していた。幼子の顔は不鮮明だったそうだけどね」

「誰だれが、なんでそんなこと……」

「密告者は不明だそうだ。おそらく社内で熊五郎氏に近かった人物が、次期社長と目されていた彼の失脚やイメージダウンを狙ねらったのだと推測されている」

「出世を妬んだのか」

「その一件以来、熊五郎氏は隠し子の噂に悩まされることになったのさ」

　もちろんその密告は、デタラメかもしれない。

　しかし『将悟より年下の娘』だなんて、半端に具体的なところが不気味だ。

「密告した犯人が捕まれば、手紙が事実か問い詰められそうだけど……」

「十年以上も昔の出来事だし、手紙ももう存在していない。今から捜し出すのは、さすがに無理だ」

「そうか……」

　だが、将しよう悟ごは思った。その密告がなければ、鹿か野の子こも、ほかの誰だれも、熊くま五ご郎ろうの隠し子の存在など考えなかったかもしれない。

　将悟や鹿野子は、何も知らないほうが幸せだったのかもしれない……。

「鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きが誰と子作りしたのか。それは本人が一番よく知っているだろうね」

　衣い楠くすは腕を組みながら真顔で言う。

「でも、真由希さんは行方が知れないんだよな」

「ならボクが、彼女の足取りを追ってみようか？」

　衣楠は自分の出番とばかり、得意そうな表情で将悟を見た。

「追えそうなのか？」

「鷺宮真由希という女性は、体が弱かったそうだ。なら行き先の選択肢はそう多くない。病院か、それとも人を頼ったか……。鷺宮家の娘という身元も判明しているなら、足取りを追うのは不可能じゃないさ」

「さすが衣楠だな。頼りになるぜ……」

「問題は、瀬せ利りも彼女を追っている可能性があることだ。先を越されなければいいが」

　衣楠は横目で、黒いスーツの男を見下ろした。
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「……最後に、わたしを立派に育ててくれた両親に、いつまでも変わらない感謝の気持ちを伝えます。――パパ、ママ、今までありがとう。これからも、ずっと、よろしくお願いします」

　心こ乃の枝えがスピーチを終えてペコリとお辞儀をすると、将悟はパチパチと拍手した。

「おぉ、いいスピーチじゃないか」

　隣では、愛ま菜なが満面の笑顔で盛大な拍手を送っている。

「上じよう手ずだったよ～、心乃枝ちゃん」

　放課後、将悟たちは防音の効いた音楽室で、創立記念式典のスピーチの練習に付き合っていた。

　心乃枝が書いたスピーチの原稿は、デートの日に読ませてもらったものから変更が加えられ、より理解しやすく、感動的なものになっている。生徒会メンバーや小こ都と里り先生の意見を取り入れて、少しずつ修正したらしい。

「少し、つっかえちゃって……。どうでしたか？」

「すごく聞きやすかったぞ。失敗なんて全然気づかなかったよ」

「今は天てん導どう会長と将しよう悟ごさんしか聞く人がいないですけど……本番だったら緊張して、声が出なくなりそうです……」

　実際の式典は、ホールで何百人という観客を前に一人で話すのだ。

　その間、言い間違えたりトチッたりしてもマイクで大音量で流され、しかも誰だれもサポートしてくれない。孤独な戦いだ。

「大勢の人の前って思うから緊張するんじゃないかな。特定の人に話すつもりでいるとか。――心こ乃の枝えの両親は、式典には来ないの？」

「はい……。パパとママへの感謝だから、聞いてほしかったんですけど……パパは仕事が忙しくて、ママも外せない用事があって……」

　心乃枝の父である鶴つる眞ま誠せい二じは共明日カンパニーの重役だ。近年急成長を遂げている企業の役職ともなれば、何かと忙しいのだろう。

　せっかくの両親への言葉なのに、彼らがいないのは寂しい。

「残念だな。でも式典の様子は録画されるから、帰って見せてあげなよ」

「そうですね。ビデオレターのつもりで話してみます」

　聞いていた愛ま菜なが、心乃枝を安心させるかのように笑顔を見せた。

「大丈夫だよ、心乃枝ちゃん。愛菜もついてるから、全然心配ないよ～」

「天導会長も式典に出るんですか？」

「愛菜はね～、なんと、生徒を代表して式典の総合司会をやるんだよ！」

　どうだと言わんばかりの顔でＶサインを出す。

「えっ」と、将悟は思わず声を上げた。

　創立記念式典はマジメで厳粛な行事らしい。大丈夫なんだろうか。

「なぁに～？　将悟くん、愛菜が司会でそんなに期待してるの～？」

「頼むから、式典のＢＧＭにユーロビートとかやめてくれよ……」

「当たり前だよ！　凜りん香かちゃんも同じこと言ったけど、愛菜がそんなことすると思う？」

　愛菜は両手を肘ひじに当て、むすっと怒った顔で睨にらんだ。

「天導会長だから思うんだって……。司会なんて、緊張しないか？」

「平気平気！　本番の前には手のひらに『人』って字を書いてゴクゴク飲み込むから、全然緊張しないって！」

「それ、思いっきり緊張してるような……」

　いろいろツッコミたい気分の将悟である。

「じゃ、今日の練習はこれまで～」

　愛菜の声で、三人は音楽室の後片付けに入った。

　将しよう悟ごと心こ乃の枝えは窓の戸締まりをして、愛ま菜なは出した椅い子すを元に戻す。

「将悟さん。練習に付き合ってくれて、ありがとうございます」

　カーテンを閉めると、心乃枝はかしこまった顔でお辞儀をする。

「お礼なんかいいって。俺おれ、聞いてただけだし」

「でも、時間を取らせちゃって……」

「気にすることないよ。ほら、恋人なんだし……」

　愛菜に聞かれたら恥ずかしいから、つい小声になった。

　心乃枝はほおを染めながら、小さくうなずいた。

「はい……」

　そんな彼女の手を、そっと握りしめる。

　頼るように、心乃枝の手が握り返した。

「心乃枝ちゃん、将悟くん、早く出ないと鍵かぎを閉めちゃうよ～」

　愛菜の声で、二人はあわてて手を離した。

　別に隠すことじゃないのに、やっぱり人前だと照れてしまう。

「い、今行くよ」

　教室を出ようと入り口のほうに足を向けたとき、将悟は気がついた。

　扉のところで、雅みやびが顔を覗のぞかせていたのだ。

　愛菜も今気づいたらしく、雅に向かって話しかけた。

「あれ、雅ちゃん。音楽室に用事？　鍵、開けといたほうがいいかな」

「ううん……。将悟に話があって、捜してただけ」

「俺に？」

　雅は元気なくうつむき加減で、何か言いたそうに黙っている。

　将悟は足早に彼女の前に歩いた。

　話があるなんて言ってたのに、雅はなかなか話し出さない。

　見つめたまま、しばらく待った。心乃枝と愛菜も黙って見守っている。

　やがて雅は顔を上げ、言った。

「あたし決めたの。お父さんとＤＮＡ鑑定しようって」

「……いいのか？」

「やっぱりこういうこと、ハッキリしなきゃダメだって思うし。また……みんなを混乱させちゃうから……」

　将悟は雅の両肩にそっと手を置いた。

「どんな結果が出ても、俺は今までどおり、雅と仲よくやっていきたい。雅の父親が誰だれであろうと、気にしないさ」

「そうだよね……。お父さんが誰だって、関係ないよね……。将悟にとって、あたし、ただのお友だちだもん……」

「そんなことない！　雅みやびは、俺おれの大切な……」

　言葉をさえぎるように、雅は潤うるんだ目で将しよう悟ごを睨にらみつけた。

「じゃあ……あたしが将悟の妹じゃなかったら……付き合ってよ……」

「付き合うって……」

「大切だって言うんなら……恋人に、なってよ……」

「だ、だから俺はもう、心こ乃の枝えと……」

「津つ田ださんがね、心配して電話してくれたの。サギノミヤさんのこと聞いたわ。履歴書も見た。熊くま五ご郎ろうさんの愛人だった人ってさ、鶴つる眞まさんにそっくりだよね……。あたし、全然知らなかった」

　雅は自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

　けれど目が笑っていない。

　そしてチラリと、将悟の後ろに立つ心乃枝を見た。

「将悟の妹って、鶴眞さんじゃないの……？」

「待ってくれ、雅。心乃枝は確かに鷺さぎの宮みやさんの娘だ。だけど父親が誰だれかは不明なんだ」

「じゃあ、妹じゃないって証拠はあるの？」

　将悟は答えられなかった。

　心乃枝の父親が不明である以上、それが熊五郎だという可能性は否定できないのだ。

　雅は両手の拳こぶしを震わせ、のどの奥から振り絞るような声を出した。

「ねぇ、どうなの!?」

「わ、わたしは将悟さんの妹じゃありません！」

　将悟の後ろで、心乃枝が青ざめた顔で叫んだ。

　雅は心乃枝を睨むと、将悟を押しのけて彼女の前に立った。

　二人の間に、たちまち刺とげ々とげしい空気が満ちる。

「あたし、将悟の恋人にしてもらうんだから。ジャマしないで」

「将悟さんは、わたしの恋人ですっ！」

「へー。でも妹だったら、恋人になれないよねぇ」

　そう叫ぶ彼女の口調は、自分自身をあざ笑うかのようだ。それはまさに、妹だと信じたために将悟の恋人を諦あきらめた、雅自身の姿なのだ。

「ひ～ん、雅ちゃんも心乃枝ちゃんも、ケンカはダメ～っ！」

　愛ま菜ながオロオロと二人の顔を交互に見ながら叫ぶ。

「雅！　まずは落ち着こうぜ、な！」

「将悟は黙ってて！」

　雅は聞く耳も持たず叫び、心乃枝に向かって口を開いた。

「あたしたちのこと騙だましてたの!?」

「騙してません！　神かん凪なぎさんこそ、将しよう悟ごさんを横取りする気ですか!?」

「何が横取りよっ！　ずっと自分が妹だってこと黙ってたくせに!!」

　雅みやびの右手が大きく弧を描き、パン！　と平手打ちの音が響いた。

　一瞬ののち静まり返り、将悟の愛ま菜なも、息を呑のんで二人を見つめる。

　心こ乃の枝えは叩たたかれたほおを押さえ、怒りか悲しみか、まぶたを震わせながら雅を見返した。

「黙ってたのは神凪さんじゃないですかっ！」

　今度は心乃枝が右腕を伸ばし、雅のほおを打った。

「将悟さんと結婚したいからって、隠してたのは誰だれですかっ!!」

　続けざま、左手で反対側のほおを打つ。

　両方のほおを赤く腫はらしながら、雅は目に涙を浮かべた。

「う……っ。あたしの……あたしの気持ちなんか知らないでしょっ!!」

　泣き叫ぶ声を上げ、心乃枝の胸ぐらをつかんで引き寄せ、強烈なビンタを食らわせる。

　張り詰めた音が空気を震わせた。

「なんですかっ！　言いたいことがあれは言えばいいじゃないですかっ!!」

　心乃枝は雅の胸ぐらをつかみ返し、ぐいっと横転して床に押しつけ、彼女のほおを引っぱたいた。

　もはや泥沼だった。雅が上になって引っぱたき、心乃枝が上になって引っぱたき、二人はつかみ合ったまま何度も横転した。

「お、おいっ！　二人ともいいかげんに……」

　将悟が強引に引き離そうと手を伸ばしかけたとき、愛菜がその腕をつかんだ。

「今は、このままにしておこう」

「でも、いいかげん止やめさせないと……」

「心乃枝ちゃんも雅ちゃんも、言いたいことが溜たまってるみたい。だからね、今はみんな吐き出しちゃったほうが、いいと思うの」

「いいのかよ？　天てん導どう会長、ケンカなんて嫌いなのに」

「うん。みんな仲よくしてほしい。でもね……相手に言いたいことをガマンしてニコニコしてるのなんて、本当の仲よしじゃない。叫びたいときは、ああやってケンカするのも、必要なのかも……」

　愛菜は見守るような目で、相変わらずつかみ合う心乃枝と雅を見つめた。

　将悟も愛菜の横に立って見るしかない。

　愛菜の横顔を見ると、少し、唇が震えている。二人のケンカを痛々しくて見ていられないのだろう。

　それでも愛菜は、黙って行方を見守っていた。

　長いこと取っ組み合い、二人は疲れたのか、背中合わせに座り込んで息切れしている。

　髪は乱れ、制服はシワになり、ほおは真まっ赤かに腫はれている。

「鶴つる眞まさん……あたしが将しよう悟ごの妹だって言い出したとき……せせら笑ってたんでしょ……。あたしが妹なわけ……ないって……」

　雅みやびは切れ切れな息を吐きながら言葉を投げつけた。

「笑ってなんか……。わたしは熊くま五ご郎ろうさんが……神かん凪なぎさんの父親だって聞いて……意外だったけど、うらやましかったんです……」

　心こ乃の枝えも大きく胸を上下させながら言い返している。

「何が、うらやましいよ……。あたしから全部奪ってるくせに……」

「わたしが、何を奪ったんですか……」

　雅は体をひねり、疲れて眼力も失せた目で心乃枝を睨にらみつけた。

「あたしの兄も……好きな人も……みんな、持ってったじゃない……」

「持ってってなんかいません！」

「嘘うそ！　全部独り占めして……何も残してくれなくて……」

　雅は床に両手をついて、ガックリと頭を垂れた。

「そんなの、言いがかりです……」

　言いかけて、心乃枝は口をつぐんだ。

　うなだれた雅の目から、突然、大粒の涙が落ちたのだ。

「うっ……う……」

　床を掻かきむしるように両手の爪つめを立て、嗚お咽えつを漏らした。

「雅！」

　思わず駆け寄ろうとする将悟を、愛ま菜なは腕を伸ばして制した。

　愛菜はなおも見守っていようとばかりに、首を横に振る。

　何も言えなくなって、将悟はまた雅を見つめた。

　彼女は泣いていた。涙がぽたぽた落ちて、鼻をすすり上げている。

「みんな……みんな、いなくなっちゃう……」

　その口から、押し殺すような声が漏れた。

「お母さんも……お父さんも……そして将悟まで……みんな……みんな好きになった人、あたしの前からいなくなっちゃう……」

　雅は震えていた。

　丸めた背中は不安そうで孤独そうで、今にも押し潰つぶれてしまいそうだ。

　顔を上げ、咆ほう哮こうするように叫んだ。

「みんな……みんな……いなくなっちゃうよおおおおぉっ!!」

　雅の叫びは、嗚咽とともに空むなしく響いて消えていった。
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　雅みやびが大泣きしたことで、ひとまず二人のケンカは収束した。

　しかし心こ乃の枝えも雅もほおが腫はれ、あちこちに擦すり傷を作っている。愛ま菜なが二人を保健室へ連れて行ってくれることになった。

　騒ぎを聞きつけたのか、いつの間にか音楽室前の廊下には、野次馬の生徒や教師たちが集まっていた。

「何？　なんの騒ぎ？」

「修羅場だってよ」

　ヒソヒソ噂うわさ話ばなしをしながら、将しよう悟ごたちを眺めている。

「ほら雅ちゃん、もう泣かないでね～」

　将悟は、愛菜に支えられて廊下を歩く雅の背中を見つめながら、愕がく然ぜんとした思いで立ち尽くしていた。

　――雅、そこまで寂しく思い詰めてたのか……。

　みんないなくなっちゃう。

　そう叫ぶ彼女の声が、耳について離れない。

　立ち尽くしていると、突然背中を棒のようなもので突っつかれた。

「痛っ」

　振り返ると、芽め依いが立って将悟を見ていた。

　いつものコスプレ魔女っ娘こ服で、星のついたステッキで将悟の背中をツンツンしている。

「どうしたんだ。騒がしいから来てみたら修羅場とは、どうせ二ふた股またかけて二人とも振られたんだろ。このダメ男が」

「……そんなんじゃないですよ」

　冗談を言っても沈ちん鬱うつな顔の将悟を見て、芽依はくいっとメガネを直した。

　それから二人は、中庭のベンチにやって来た。並んで座りながら、将悟は芽依に心乃枝と雅のケンカについて説明した。

「実は雅に告白されたんです。妹じゃなかったら、付き合ってって」

「それがケンカのきっかけか」

「……はい」

「それで、神かん凪なぎと付き合うのか？」

「だって俺おれは、心乃枝の恋人です！」

「鶴つる眞まは帝みかど野のの恋人だ。では、神凪はお前のなんなんだ？　妹でもなく、恋人でもなかったら、なんなのだ？」

「それはもちろん大切な……」

　言いかけて、将しよう悟ごは口をつぐんだ。

　大切な……友だち？　親友？

　言葉が見つからないことに愕がく然ぜんとした。

　あんなに大切な妹だと思っていた雅みやびが、ただそれだけの関係になってしまうのか？

「あそこまで寂しがってたなんて、気づいてやれませんでした……」

「……神かん凪なぎは子供のころ、母親に去られているからな。帝みかど野のが兄でない可能性を知って、家族を失うような気持ちになってるんだ」

「そうか、それで『みんないなくなる』なんて言ってたんだ……」

　雅が妹でなければ、それは将悟にとっても家族を失うことだ。

　でも将悟には、心こ乃の枝えがいる。恋人がいてくれる。

　だけど雅には、誰だれも残らない……。

「俺おれ、本当の兄でいてやりたいのに……」

「ＤＮＡ鑑定の結果がどうなるか知らんが、血のつながりなど、望んでもどうにもならん。帝野のせいじゃないさ」

　芽め依いは慰めてくれるけど、将悟の心は晴れない。

「それに、血のつながりが全すべてか？　わたしも養子で、父とも亡くなった母とも血のつながりはないが、家族と思ってるぞ」

「そういえば、嵯さ峨が良らセンパイも実の親がわからないんですよね」

　すると芽依は空を見上げ、ステッキを空に向けて円を描くように振りまわした。

　やがてステッキを止め、午後の冬空の一点を指す。

「わたしの実の両親は、この先にある、おおいぬ座はシリウスの第五惑星イプシロンからやって来たのだ」

「……はい？」

「その星は科学と魔法が発達していてな、父親は科学者、母親は魔女っ娘こだった」

「人妻なのに魔女っ娘ですか？」

「……細かいことを気にするやつだな。――魔女だったのだ。二人は新婚旅行で地球に降り立った。しばらくして母は妊娠し、わたしを産んだ。地球の大気には、イプシロン星人の劣情をもよおす成分が含まれていたのだな」

「メルヘンチックな話なのに、微妙に下品な気が」

　芽依はステッキでポカッと将悟の頭を叩たたいた。

「いいから黙って聞け！　わたしを産んだものの、地球で生まれたわたしはイプシロン星の大気になじめない体だったのだ。両親は泣く泣くわたしを捨てて、故郷へと帰ったのだぞ。わかったか！」

　茶々を入れられたせいか、後半はちょっと投げやりに話す芽め依いである。

「じゃ嵯さ峨が良らセンパイ、宇宙人なんですか？」

　思わず芽依の顔を見つめた。

　いつも学校でコスプレをしていたり、高校生なのに『いもうとカフェ』を経営していたり、そのくせ実は数学の才能の持ち主だったり……。言われてみれば、地球人より宇宙人と言われたほうが納得できる気がしなくもない。

「なんだ、その『丸いメガネっ娘こってグレイ宇宙人に似てる』とか思ってそうな顔は」

「いやメガネは思ってませんから。グレイって」

「まぁ、とにかくだ。楽しいだろ？　こんなふうに実の親を空想するのも」

「楽しい……のですか？」

「実の親が不明だというのは、不安にもなるさ。この体が誰だれによって作られたのか、謎なぞなんだからな。そういうとき、わたしは昔からこうして、実の両親がどんな人間か空想して遊んだのだ」

「へぇ……。センパイらしい空想じゃないですか」

「もっとマジメな空想もあるぞ。わたしの先祖は三百年前、イギリスはオックスフォード大学の……」

「そ、それはまた今度、ゆっくり聞きます」



    

  
    
      



    

  
    
      

　大河空想ドラマを聞かされそうな予感がして、そっと手で制した。

「でもそうやって考えても、事実は謎なぞのままなんですよね」

「必要なのは、ストーリーだ。不明な親という空白を埋めるストーリーだ。空白のままは不安でしかたない。そこであれこれ推測して、その空想で空白を満たすのだ。――これも一つの真実だ。心を満たす、必要な真実なのだ」

　それは『嘘うそでもいい』なんて意味ではない。

　むしろ本当のことを知りたい、本当の自分を確かめたい。だからこそ、たとえ空想であっても謎の答えを探さずにいられないのだろう。

「いいか、帝みかど野の。まだ神かん凪なぎが妹ではないと決まったわけじゃないぞ。しっかり兄として面倒を見てやれ」

「……そう、ですよね。雅みやびのＤＮＡ鑑定結果も出てないんだし」

　うなずくと、芽め依いはピョンとベンチから立ち上がった。

「さて、わたしはカフェに出ないとな」

　ステッキを振り振りしながら歩き出す。

　芽依が見えなくなると、将しよう悟ごもベンチから立ち上がった。

　そろそろ雅たちの治療も終わったころだ。保健室に向かって歩き出した。
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　保健室に行くと、雅はベッドの端に座って足をブラブラさせていた。

　傷の治療はとっくに終わって、心こ乃の枝えと愛ま菜なは一足先に帰ったらしい。保健の先生も用事で席を外していた。

「雅、一人で残ってたのか？」

　聞くと、雅は不機嫌そうにそっぽを向いた。

「こんな顔で歩けるわけないじゃん。言っとくけど将悟が来るのなんて待ってないから」

　……実にわかりやすいへそ曲がりである。

　雅は腫はれた両側のほおに湿しつ布ぷを貼はっていた。泣いたあとで、目も赤い。

　まだ泣き止やんだばかりなのか、ぐすっと鼻をすすり上げた。

　将悟はベッドに腰を下ろし、雅の隣に腰掛けた。

「大丈夫か、そのほっぺ」

「鶴つる眞まさん、遠慮なしにポンポン叩たたくのよ。あたしのほっぺは太鼓じゃないっつーの。優等生でおしとやか～な顔して、ものすっごい往復ビンタするんだから！　あれ、絶対に毎日練習してるに決まってるわ」

　雅は泣き顔をごまかすようにぷりぷり怒ってる。

「腫はれ、そんなにひどいのかよ？」

「見てよ、これ」

　雅みやびは将しよう悟ごのほうを向いて、両手で左右の湿しつ布ぷをペロッと剥はがした。

　見事なまでにぷっくり赤く膨れて、おたふくみたいになっている。

「う……」

　将悟は、つい吹き出しそうになるのをこらえて口に手を当てた。

　雅はカアアッと顔中を真まっ赤かにして、バシッと叩たたくように湿布を貼はり直す。

「今笑ったでしょ!?　笑おうとしたでしょ!?」

「わわ、笑ってない！　笑ってないぜ、全然！」

「将悟のバカッ！　今度おたふく風邪引いたら、絶対にうつしてやるから！」

「おたふく風邪、まだなのか？」

「小学生のときにやったけど」

「……二回は引かないんじゃ」

「将悟に屈辱を味わわせるためなら、おたふくくらい何度でも引いてやるもんっ」

　ムチャクチャなことを言い出す雅である。

「心こ乃の枝えとは、仲直りできた？」

「……さっきまで鶴つる眞まさんと話してたの。いろいろ聞いたわ。真ま由ゆ希きさんのこととか、お父さんが不明だって話とか。話してたら、鶴眞さんの気持ち、少しわかった気がする。あたしもお母さん、いなくなっちゃったから」

　雅はしんみりとうつむいた。

「でも話を聞いてると、鶴眞さんのほうが大変そうだよね……。なのにあんな悪口言って、あたし、人のこと困らせてばかり……」

　将悟は気弱な彼女の頭をそっとなでた。

「どっちが大変なんてないさ。雅の悲しみは、雅だけのものだ」

「子供のころ、恐こわかったの。お母さんがいなくなって、今度はお父さんがいなくなっちゃうんじゃないかって……」

　そのとき半開きの口から「あ……」と何かに気づいたような声が漏れた。

「だから熊くま五ご郎ろうさんのこと、本当のお父さんかもって思ったのかな……。本当の父親は別のところにいるって信じたくて……」

　ははは……と雅は乾いた笑いを浮かべた。

「バカだよね……。心の底でお父さんに不信感持ってて、それで、熊五郎さんが父親だなんて……。ずっと、それを信じてたなんて……」

　雅は、悲しさと笑いと後悔が入り交じったような、複雑な顔をした。

　確か十年くらい前は、神かん凪なぎ一かず馬まの会社は経営難で、いつ倒産してもおかしくない状況だったらしい。雅みやびの父は毎日会社のことで精せい一いつ杯ぱいだったはずだ。娘の面倒を充分見られないときも多かったに違いない。

　雅はそんな状況を心の底で感じ、見捨てられる不安に駆られていたのかもしれない。

「バカじゃないさ」

　将しよう悟ごは首を横に振った。

「……それは真実なんだよ。嵯さ峨が良らセンパイが言ってた。センパイはいろんな実の親を空想するんだ。でもそれは嘘うそじゃない。不安を埋めるために必要なストーリーなんだって」

「必要、だったの？」

「そうさ。帝みかど野の熊くま五ご郎ろうは、幼い雅の心を支えるために必要な父親なんだよ」

　雅はちょっと考えて、ニコッと小さく笑った。

「そういうのも、楽しいかも。じゃあ将悟も、あたしの初恋を支える将兄ぃだったのね」

「え、俺おれもなのか？」

「片思いの相手じゃ寂しいだけだけど、兄妹きようだいならいつか会えるかもって思えるでしょ」

「なるほど、そりゃそうだな。ていうか、実際に再会したもんな」

　将悟と雅はクスッと笑いあった。

　こんなふうに話すと楽しくて、二人の間には実際に強い物語があるんじゃないかと思えそうだ。

「――お父さんとＤＮＡ鑑定、するのか？」

　聞くと、雅はうなずいた。

「空想も楽しいけど、ずっとその中にいられないし」

「でも鑑定結果が出るまではさ、俺たち、兄妹って可能性は残ってるだろ？」

「えっ？　そう……なのかな」

「だから今のうちに、もっと兄妹らしいことしないか？」

「兄妹……らしいこと？」

「この兄に頼みたいことがあったら、なんでも言ってくれよ」

　ＤＮＡ鑑定の結果がどうなるかわからない。

　でもせめて、今は雅の兄でいたかった。

　突然の提案に、雅は目をパチクリさせながら将悟を見つめた。

「ほんと～に、なんでもいいの？」

「兄として、できることなら」

　雅は腕を組み、う～ん……と考えた。

「そうだ、それじゃ、あそこ連れてってよ！」

「あそこって？」

「帝野グループのビル！　やっぱ社長の息子の妹としては、一度行っておかなきゃね～」



　そうして学校を出た二人は、帝みかど野のグループ本社ビルの展望室へとやって来た。

　展望室は三百六十度、景色が見渡せるようになっている。平日の夕暮れ時で、仕事を終えたサラリーマンのカップルが多くいた。

「あたしたち、カップルに見えるかな、兄妹きようだいに見えるかな～」

　将しよう悟ごの腕を取って歩きながら、雅みやびはウキウキとはしゃいでいた。

「ま、まぁ他人から見れば、カップルに見えるだろうな」

「じゃあさ、展望室チューしようか。全世界に見せつけてやるの！」

「だから、俺おれたち兄妹なんだってば」

「ちぇっ、ケチ」

「ていうか、恋人同士だって展望室チューなんてしたくないぞ……」

　展望窓の外に広がる景色を、暮れかけた西日の強い光が街を覆っていた。立ち並ぶビルの窓が陽ひ射ざしを反射して強くきらめいている。

「見て！　あたしの家、こっちのほうかな」

「方角は合ってるけど、さすがに小さくて見えないよな」

「すごいね……。熊くま五ご郎ろうさんって、こんなビルを建てたんだもん……」

　景色を見まわしながら、雅はしみじみと言った。

　実の父親ではなく、世界的企業の社長。

　雅の口調は、熊五郎はもう、どこか遠くにいる他人と感じているようだった。

「将悟も、この会社の社長になるんだね……。こんな高い窓から、世界を見るんだ」

　雅は手すりにもたれながら、人に聞こえないような小声でつぶやいた。

「将悟、一人で遠くに行っちゃうのかな……」

「俺は……ずっと、みんなと一緒にいたいさ。学校で知り合った仲間たちと。心こ乃の枝えと。そして雅と、な」

「うん……。あたしもみんなや将悟と、ずっと一緒にいたいな」

　長いこと二人で景色を見つめていた。

　展望室を出ると、将悟と雅はエレベーターに乗ってショウルームに来た。

　スマートフォンの新機種の展示を見ると、雅はたちまち夢中になって、機種変更しようかなんて本気で悩み出した。

「ねぇ将悟～。電話しなくても遅刻の連絡をしてくれる携帯ってないの？」

「ないって。遅刻しなきゃいいだろ。それか自分で連絡しろ」

「それが面倒くさいから聞いてるんじゃん！」

「ったく、消費者の要求とはここまで身勝手なのか？」

　結局三十分も悩んで、やっと雅はスマートフォンの展示から離れてくれたのだった。

　ショウルームを出ると、雅みやびは廊下の先を指さした。

「向こうは何があるの？」

「この奥はライブラリーがある。ビジネス用の資料なんかを閲覧できるところだよ」

「行ってみようよ」

「お堅い本ばかりだし、あまり面白くないぞ。マンガなんて置いてないし」

「あたしマンガ以外も読むし！」

　そこまで言ってないのに、なぜかムキになって怒る雅である。

　別にお金がかかるわけでもないし、ライブラリーに案内することにした。

「父さんの過去を調べたときも、ここに来たんだぞ」

　ライブラリーの扉を開けて中に入ると、前回と変わることのない、静かな図書室だった。近くの書棚で一人の男性が本を探している。細々と利用者がいるらしい。

　受付を通りすぎ、奥にある販売コーナーに立ち寄った。小さな書棚に帝みかど野のグループ出版部の書籍が並んでいて、その中に帝野虎とら之の助すけの自伝本もあった。

「これこれ。じいちゃんの自伝で鷺さぎの宮みやさんの名前を知ったんだよ」

　将しよう悟ごは自伝本を手に取って中をパラパラとめくった。

「へぇ……。お父さんも自伝で、あたしが誰だれの子か書いといてくれればよかったのにな」

「一かず馬まさんは、まだ自伝を書く歳としじゃないような」

　雅は自伝本を受け取って、立ち読みし始めた。

　ほかに面白そうな本はないかと、販売コーナーの書棚を見まわしてみる。けれどどれもビジネスや経済関連の書籍ばかりだ。

「ま、こんなところさ。別に面白くないだろ？」

　言いながら雅のほうを見ると、彼女は黙ったまま、真剣な顔で虎之助の自伝本を読んでいた。いや、ページを繰っていない。中の写真を見つめているらしい。

「……雅？　何か珍しいもの見つけた？」

　雅は開いていた本を見せた。虎之助と辰たつ子この結婚式の写真が掲載されたページだ。

「この人、誰……？」

「俺おれのじいちゃんと、ばあちゃんだよ。その男が虎之助じいちゃんだな」

「おばあちゃん、辰子さんって言うんだね」

「俺が産まれるずっと前に離婚してるそうだけど。……気になるのか？」

　雅は首を横に振って、パタンと本を閉じた。

「あたし、この本買うね」

「マジで!?　何が気に入ったんだ？　読みたいなら、俺が持ってるから貸すけど」

「い、いいの。――すみませーん、これ一冊くださーい」

　奥にいる受付のおばさんのところへ本を持って行った。

　――マンガ以外も読むって、ムキになってアピールしてるのか？

　ちょっとばかり不安になる将しよう悟ごである。

　そのほかライブラリーで見るものもなく、すぐに閉館時間になった。



　本社ビルを出ると、外はすっかり陽ひが暮れて暗かった。

　ビルの周囲を囲む公園を歩きながら、将悟は聞いた。

「今日はどうだった？」

「将悟に連れて来てもらったにしちゃ、楽しかった」

「雅みやびが来たいって言ったんじゃないか。……それじゃ今度は、もっと楽しいところへ遊びに行こうぜ」

「……そうだね。あたしたちが兄妹きようだいじゃなくなっても、また、どこか連れてって」

　将悟は、そんな雅のおでこをコツンと押した。

「俺おれたちは、兄妹だ」

「あっ、そうだっけ」

　雅はテヘッと舌を出す。

　このまま、いつか雅との距離も離れていくのかもしれない。

　だけど兄妹であった日々は、決して嘘うそじゃない。嘘にしたくない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……いつでも、好きなところへ連れてくさ」

　将しよう悟ごは優しい兄のように、そう答えるのだった。
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　数日後、ある地方都市の郊外にあるマンションに、一人の女性が訪れていた。理知的な細いメガネに女性用スーツ。歩くと、ハイヒールのかかとがマンションの廊下に響く。

　瀬せ利り吏り沙さは、マンションの六階にある一室にまっすぐ足を向けていた。

　目的の部屋の前に立つと、インターホンを押す。しばらく待つと、スピーカーから住人の声が聞こえた。女性の声だ。

『どちらさまでしょう？』

「先ほどお電話を差し上げました、帝みかど野のグループの瀬利と申します」

　やがて室内に人の足音が聞こえた。ドアチェーンをかけたまま、扉が細く開けられる。

　扉の隙すき間まから、住人が顔を覗のぞかせた。

　写真で見たよりも、いくぶん老けている。目め尻じりにシワがより、肌の張りも衰えている。

　それでも長い黒髪は美しく、四十前後の年齢よりはだいぶ若く見えた。

「鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きさまですね」

「……なんのご用ですか？」

　声は若いけれど、年相応に落ち着いている。

「ご存じかと思いますが、一年半ほど前に、弊社の帝野熊くま五ご郎ろうが死去いたしました。ところがその後、弁護士の指摘で財産の分与に問題があることが判明し、調査の必要が生じているのです。お忙しいところ申し訳ありませんが、ご協力いただけますでしょうか」

　瀬利は適当な嘘うそを並べ立てた。相手が信じようが信じまいがどうでもいい。話の口実が作れればそれでいい。

「わたしには、なんの関係もありません。お引き取り願えますか」

　真由希は警戒を露わにして言う。

「鶴つる眞ま心こ乃の枝え」

　瀬利が言ったとたん、真由希の眉まゆがピクリとつり上がった。

「……という名前に、覚えはないでしょうか？」

「さ……さぁ……」

　真由希は少し辛つらそうな表情で顔を伏せた。

「お隠しにならないで。わたくしは心乃枝さまの母親を捜してここに来たのです。わたくしは帝野熊五郎のご遺族に、誠実でありたいのです」

「わたしは……遺族などではありません……」

「心こ乃の枝えさまの父親は、彼ではないのですか？」

「確かに昔、わたしは熊くま五ご郎ろうさんと知り合いでしたが、そのような関係とは違います」

　真ま由ゆ希きは首を横に振り、強く否定した。

「そうでしたか……。やはり、おかしな話だとは思ったのです」

　瀬せ利りは心底から反省したような顔をした。

「申し訳ございません。こちらの調査ミスのようです」

　そして瀬利は、今さら気がついたような演技で真由希を見た。

「――そういえば鷺さぎの宮みやさまは、心乃枝さまによく似ていらっしゃいますね」

　ピク、と真由希は背を強こわばらせた。

「そうですか……？　娘には会っていないので、わかりません」

「お会いにならないのですか？」

「会わないと決めたのです」

　しかし瀬利は、ますます優しく、相手を思いやるような顔になった。

「鷺宮さま。わたくしどもは、心乃枝さまの現在の居場所を把握しています。――せっかくの機会です。娘さんにお会いになりたくありませんか？　とても美しい女性に成長されておいでですよ」

「ですから、会わないと……」

「一目、遠くから見るだけでも」

「…………」

　彼女は娘のことを否定しきれないのだ。

　真由希は何も言えなくなって、苦しそうに唇を噛かみしめていた。



　次の休日になると、雅みやびは実家に帰った。

　目的は父である神かん凪なぎ一かず馬まとＤＮＡ鑑定をするためのサンプル採取だ。採取といっても、父が取り寄せた鑑定キットの綿棒で、ほおの内側をこすって渡すだけである。

「心配ないよ。雅は、お父さんの子供だからね」

　と、父は笑顔で言っていた。雅の気持ちも知らないで……。

　綿棒を渡すと、雅はすぐに二階にある自分の部屋に戻った。普段は学校の寮で暮らしているけれど、実家にもちょくちょく戻るから、いつでも寝られるようになっている。

　部屋に入って鍵かぎをかけると、リビングの押し入れから持ち出した古いアルバムを開いた。雅が子供だったころの……いや、それよりも昔の写真が貼はられている。

　前へ前へとページをめくり、どんどん昔の写真へさかのぼっていく。

　その中に、ようやく見つけた。写真の日付は、もう二十年くらい前だ。

　場所は木造の一軒家の庭。父方の祖父母が住む家だ。

　父の実家には毎年お盆とお正月に帰っているけど、今とあまり変わらない。

　写真には、二十年前の祖父と祖母が写っている。

　雅みやびは祖母の顔に注目した。二十年前といっても、五、六十歳のはず。

　アルバムを開いたまま、鞄から一冊の本を取り出した。帝みかど野の虎とら之の助すけの自伝本だ。

　その最初のほうのページを開き、アルバムの写真と見比べる。

「似てる……かな……」

　年齢が離れているから、いまいち判断できない。

　だけど雅には、虎之助の結婚式で隣に写った花嫁と、アルバムの祖母の顔がよく似ているように見えてしょうがない。

　虎之助の妻は、熊くま五ご郎ろうを産んだあと離婚したという。たぶん、まだ若かったころだ。

　なら彼女は、どこかで誰だれかと再婚したかもしれない。

　再婚して、新しい家庭を持って、息子が、孫が生まれたかもしれない。

　それはまだ、単なる推測だ。でも……。

「辰たつ子こ……おばあちゃん……」

　雅は祖母の名前をつぶやいた。



    

  
    
      


４章　たとえわたしが妹であっても





　十一月も中盤を過ぎ、冬はますます深まりつつある。

　雲一つない澄み渡った青空が広がり、冷たい空気に柔らかな陽ひの射さす朝だ。

　祝日の今日は、深み流りゆう院いん学園の創立記念式典の開催日。心こ乃の枝えがスピーチを発表する日だ。

　将しよう悟ごが登校すると、学校はいつもと違ったおごそかな雰囲気に包まれていた。

　正門の前の道路には黒塗りのリムジンが何台も停車している。その一台から、正装のスーツを着た初老の男性と、パーティードレスで着飾った女性が下りてきた。

　将悟もテレビで見たことがある顔だ。閣僚の経験もある政治家である。夫人と腕を組みながら、記念式典の看板が掲げられた正門へと歩いていった。

　創立記念式典には学園理事会の理事たちや在校生の保護者、政財界から招かれた来賓、そして学園の卒業生まで、多彩な人々が出席する。

　普段は自由な校風の深流院学園も、今日ばかりは厳粛な一日となるのだ。

　正門を入るとすぐ、白いテーブルクロスのかかった長机が置かれていた。受付になっていて、五人の生徒が応対に当たっている。

　その中に生徒会の滋し賀がさんもいた。受付名簿を開いて、出席者をチェックしているらしい。

「滋賀さん、おはよう」

「は、はひっ！　おはようござひます!!」

　挨あい拶さつをすると、滋賀さんは突然ピシッと両手をまっすぐ伸ばして起立し、腰を九十度の角度で曲げてお辞儀をする。

　……ゴチッ、と思いっきりおでこをテーブルにぶつけた。

「はひっ!!」

「滋賀さん、大丈夫!?」

「ぴぃっ！　痛ひですぅ……」

　涙目になり、おでこをさすりながら将しよう悟ごの顔を見た。

「み、帝みかど野のセンパひだったんですね……」

「なんでそんなカチコチに？」

「朝から偉ひ人ばかりで、緊張しっぱなしです……」

　周囲を見ると、何十人ものフォーマルウェアに身を包んだ財界人が立って、互いに挨拶を交わしている。企業家のパーティー会場に迷い込んだかのようだ。

「さっきも有名な政治家がいたしなぁ。慣れないと大変だよな」

　参加者たちを見ていると、財界人の中に異質な姿の少女がいた。

　三角帽子とマントのコスプレ姿。……それだけでわかる芽め依いだ。

　隣にはメイド服姿の樫かしの木き来くる実みも立って『りりかる☆しすたぁず』の看板を持っている。

「いもうとの萌もえ萌もえスピーチを聞きたい皆さまは、ぜひ『りりかる☆しすたぁず』へ来るのだぞ～」

　カフェの宣伝をしているらしい。

「嵯さ峨が良らセンパイ、相変わらず商魂がたくましいっていうか」

　政財界の顧客まで得るつもりかと、感心するような呆あきれるような気分の将悟である。

　滋賀さんに受付を済ませてもらうと、将悟はグラウンドを横切り、式典の会場となる特別記念館へと向かった。

　特別記念館は校舎から少し離れた場所にある三階建ての建物だ。校内で開かれる様々なイベントに使われる施設で、ダンスパーティーやコンサート、ときには著名人を招いての講演会なども開かれる。

「将悟」

　ステンドグラスの目立つ古風な建物に近づいたとき、突然呼ばれて振り返った。

　記念館の前庭を、着物姿の鹿か野の子こが歩いてくる。

「母さんも来てたのか」

「あなたが学ぶ学園の記念すべき行事ですからね」

　将しよう悟ごは母と並んで特別記念館の入り口へ向かって歩いた。

「最近、熊くま五ご郎ろうの過去を調べているそうですね？」

　歩きながら、鹿か野の子こが小声で聞いた。

「……調べたさ。瀬せ利りさんにジャマされたけどな」

　将悟は正直に答えた。瀬利の黒幕が鹿野子なら、どうせ筒抜けだ。

「どうして父さんの過去を調べてほしくないんだ？」

　すると鹿野子は足を止めた。

「瀬利に、わたしと熊五郎の馴なれ初そめを聞かされたようですね」

「え……？　まぁ……」

　突然の問いかけに戸惑った。

　馴れ初めとは間違いなく、両親が政略結婚による夫婦であることだ。

「それを聞いて、どのように思いましたか？」

「どのようにって……。そりゃ、いい気分はしないよ。なんか俺おれ、望まれないで生まれたのかって気がしちまう。感傷だって思うけどさ」

「わかるでしょう？　たとえ親のことだろうと、知らないほうがよい場合もあるのです」

　鹿野子は再び歩き出した。

　――知らないほうが幸せ、か。

　確かに政略結婚したなんて言われるより、嘘うそでも、お互いに愛しあって結婚したと言われたほうが気分いい。

　少し前に歩いたところで、鹿野子は振り向いた。

「将悟。あなたは待望の息子でしたよ。あなたが生まれてくれたおかげで、わたしたちは夫婦の愛を感じたのですから」

　そんな母の言葉は真実なのか、それとも優しい嘘なのか、将悟にはわからなかった。

　素直に両親の愛を信じていられた子供時代には、もう、戻れない。



　特別記念館の中は平床式の可動座席が設置され、立派なホールとなっていた。ステンドグラスから陽ひ射ざしが差し込み、大きなシャンデリアをきらめかせている。

　数百席以上の座席は満員だ。将悟は中ほどの、在校生が集まっている座席に心こ乃の枝えと並んで座った。

　やがて吹奏楽部による校歌の演奏とともに、荘厳な空気の中、深み流りゆう院いん学園創立九十周年式典が開幕した。校長先生が登壇すると、取材の新聞記者たちがパシャパシャとフラッシュを焚たく。彼らを押しのけるようにして、新聞部の新あら谷や部長が張りきって壇上にカメラを向けていた。

　スピーカーから、記念館のアナウンスルームにいる愛ま菜なの声が聞こえる。

『深み流りゆう院いん学園校長より、開式の辞を申し上げます』

　いつもの彼女とは違う、落ち着いた口調だった。特に緊張している様子もなく、しっかりと司会進行を勤めている。

「天てん導どう会長、堂々としてるよな」

　将しよう悟ごは小声で、隣の心こ乃の枝えに話しかけた。

「開式直前まで、緊張のあまり右手と右足を一緒に出して歩いてたんですよ。わたしも国くに立たちさんもずっと心配してましたけど、本番に強いタイプなのかも」

　それから将悟は、観覧席をキョロキョロと見まわした。

「雅みやびは来てないのかな」

「どうでしょう。朝から見ていませんけど……」

　式典への在校生の参加は任意だから、休んでいるのかもしれない。

　心乃枝は残念そうに顔を伏せた。

「わたしのスピーチなんか聞きたくないですよね……」

「気にするなって。雅のことだし、サボってるだけだよ」

　午前中は理事や来賓による祝辞が続いた。中には創立者の孫だという人も来て、祝いの言葉を述べた。それから祝電の紹介へと続く。どれも似たような挨あい拶さつが続き、つい、あくびを噛かみしめてしまう。サボりたくなるのも無理はない。

　式典の午前の部はつつがなく進行し、昼休みを挟んで午後になった。

　いよいよ、心乃枝のスピーチの番が近づいてきたのだ。



「はぅ……。緊張してきました……」

　記念館の控え室で、心乃枝は両手を胸に当て、落ち着かなさそうに行き来している。

「ええと、手のひらに『人』って書いて飲み込むんでしたっけ？　人、人、人……」

　手のひらに何度も『人』と書いてはあーんと口を開けて飲み込んでいる。ハタから見てるとアヤしい動きにしか見えない。

　控え室のスピーカーから、前の登壇者のスピーチが流れている。話しているのは放送部の生徒で、自主製作番組の裏話を語る内容だった。話し上じよう手ずで、ときどき観覧席のほうから笑い声が響いている。

「うぅ、あんなに上手にしゃべれません……」

「比べたらダメだって。いいか、心乃枝の目的は上手に話すことじゃない。育ててくれたお父さんとお母さんに、感謝を伝えることだろ？」

「そ、そうですよね」

　心こ乃の枝えは気持ちを一新するようにうなずいた。

　テーブルに置いてあったスピーチ原稿を手に取り、見つめる。

　スピーチのテーマは『家族』。

「パパとママに話しかけるつもりじゃないと」

「心乃枝の両親って、本当にいい人たちなんだろうな。スピーチの練習を聞くたびにそう感じてたよ」

「そんな、大したことないですよ。今日だって仕事で来てくれないし……」

　心乃枝は照れた顔で両手を振った。

「……嫌な人たちなのか？」

「そうじゃなくって、どこにでもいる、普通の人たちです。――将しよう悟ごさんも言ったじゃないですか。普通だからこそいいんだって」

「……そうだと思う。だからその想いを、伝えてきなよ。肩かた肘ひじ張はることない。素直に感謝の言葉を語れば、充分気持ちは伝わるさ」

「はい！　がんばりますね。わたし、ずっと今の両親と一緒にいたいですから」

　心乃枝は自信が出たようにうなずいた。

　それから将悟の顔を見て、ニコッと笑う。

「もちろん、将悟さんとも」

　将悟は心乃枝を見つめ、心乃枝も将悟を見返し、そして軽いキスを交わした。

「ふふっ。キスするの、久しぶりですね」

「俺おれたち、しばらくキスもしてなかったっけ……」

「スピーチの練習で忙しかったですから。……最近、あんまり恋人っぽくできてませんでしたよね」

　心乃枝は少し申し訳なさそうに目を伏せた。

「今日の式典が終わったら、二人で祝賀会をしようか」

「ふ、二人で……ですか？」

「うん。その、思いっきり、お祝いしたいんだ」

　心乃枝は顔をほんのり赤く染めて、小さくうなずいた。

　再び二人の唇が近づいたとき、控え室の扉がノックされ、あわてて顔を離す。

「ど、どうぞ」

　扉が開き、凜りん香かが入って来た。

「鶴つる眞まセンパイ、準備はどうですか？」

「は、はい。緊張してますけど、なんとか」

「スピーチ、がんばってください。――これ、天てん導どう会長からの差し入れですわ」

　凜香はせんべいの袋を差し出した。

「『人』せんべい……ですか？」

　一枚取り出して見ると、丸いせんべいに『人』という文字の焼き印がある。

「『これを食べると緊張しなくなるよ～』と言っておりました。このおかげで、天てん導どう会長も緊張せず司会進行ができるのだとか」

「はぁ……」

　ちょっと微妙そうな顔で、せんべいを一枚パリッと食べる心こ乃の枝えだった。

　そのときホールから割れんばかりの拍手が響いてきた。前の登壇者のスピーチが終わったのだ。

「い、いよいよ、わたしの番ですね……」

　心乃枝は一気に緊張した顔になった。

「大丈夫。お父さんとお母さんの顔だけ思い浮かべればいいんだ」

「はい。パパとママに、気持ちを伝えてきます！」

　そうして心乃枝は控え室から出て、舞台袖そでに待機した。隣に凜りん香かが立って、登場のタイミングを計っている。

　将しよう悟ごは舞台袖の奥から、心乃枝の後ろ姿を見守った。

　小窓から観覧席を覗のぞくと、数百人以上の人が並んで座っている。しかも席の半分以上はスーツやドレスで着飾った招待客だ。生徒の保護者、学園の理事、政界や財界の人々。

　――こりゃ、緊張するなってほうが無理だよな……。

　鹿か野の子こもどこかにいるはずだけど、人が多くて見つからない。

　在校生たちが集まっている辺りを見まわすと、雅みやびの顔を見つけた。

　――雅、来てくれたんだ。

『次は、二年Ａクラス、鶴つる眞ま心乃枝さんによるスピーチです。鶴眞さんはクラス委員として活躍しており……』

　ホールに、司会進行の愛ま菜なの声が響いた。

　凜香の合図を受けて、心乃枝はゆっくりと歩き出した。観覧席から押し寄せる波のような拍手が響き、壇上に現れた彼女を包み込む。

　演台の前に立つと、心乃枝は原稿の紙を置き、マイクに向かって口を開いた。

『は、初めまして。に、二年Ａクラス、鶴眞心乃枝です。本日は、わたしの家族について語らせていただきます』

　拍手がやみ、ホールの中が静まり返る。皆が注目し、心乃枝の言葉に耳を傾けていた。

　そうして、心乃枝のスピーチは始まった。
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『父は、昔から会社の仕事が忙しく、休みの日もなかなか遊んでもらえませんでした。小学生のころ、わたしはそんな父に反発し……』

　最初のうちこそ緊張気味だったものの、次第に心こ乃の枝えの言葉はスムーズに流れ出した。ホールのスピーカーを通じて響く言葉は聞きやすく、理解しやすい。

　何より、言葉に感情がこもっていた。

　子供のころ、褒められたときや叱しかられたとき、育ての父や母にどんな感情を抱いたかがよく伝わってくる。会ったことのない彼女の両親がどんな人物なのか、想像できそうだ。

「鶴つる眞まセンパイ、順調ですわね」

　凜りん香かが将しよう悟ごのそばに来て、壇上の心乃枝を見つめながらささやいた。

「緊張してたから心配だったけど、必要なかったよな」

　スピーチは順調に続き、全体の半分ほどが終わった。ちょうど小学校時代のエピソードを語り終えたところだ。

　心乃枝はスピーチを止め、演台のコップから水を一口飲む。

　ホールの観覧席を軽く見まわした。スピーチにも慣れたのか、最初は固かった表情に余裕が見えている。彼女は続きを読み上げようとした。

　そのとき、異変は起きた。

「…………！」

　心乃枝は突然、観覧席の一点を見つめて絶句した。

　目を見開き、半開きの口が震えている。

「どうしたんだ、心乃枝？」

「様子がおかしいですわ」

　将悟と凜香は、突然の変化に戸惑いながら心乃枝を見つめた。

　次の瞬間、心乃枝はくずおれるように身を屈め、演台の後ろに隠れてしまう。

　身を縮こまらせ、怯おびえるように震えていた。顔色が青ざめている。

　静かにスピーチに耳を傾けていた観覧席の人々が、心配そうにざわめき出した。

「鶴眞センパイ！」

　凜香が壇上に駆け出した。

　将悟もあとを追って舞台袖そでから駆け出る。

　そのとき、観覧席の隅で大きく動く気配がした。さっき、心乃枝が一心に見つめていた辺りだ。将悟は思わず足を止め、その場所を見た。

　一人の女性が立ち上がって駆け出していた。

　白いカーディガンを羽織って、年齢は三、四十歳くらいに思える。長い髪とほっそりした美しい顔立ちは、遠くからでもよく見えた。

　何百人もの人々が座る中、彼女は一人、逃げ出すようにホールの扉から去っていく。

「なんで……ここに……」

　将しよう悟ごは彼女の消えたあとも目を離せず立ち尽くした。

　間違いない。十年の年齢を経た現在も、あの履歴書の写真の印象そのままだ。

　鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希き――心こ乃の枝えの産みの母が、今、そこにいた。

「鶴つる眞まセンパイ、気分が悪いのですか？」

　凜りん香かの声に、将悟は我に返った。

　ぐったりと座り込む心乃枝の周囲に、式典運営の生徒や教師が集まっている。

　心乃枝は青ざめ、呆ぼう然ぜんとした表情で震えていた。

「どうして真由希さんが……」

　心乃枝は動揺していた。突然の産みの母の登場に、心をかき乱されていた。

　将悟は支えるように彼女の両肩を持った。

「心乃枝、しっかり！　真由希さんはもう帰った！」

　しかし、心乃枝の体の震えは止まらない。

　様子を見ていた男性教諭が、心乃枝に声をかけた。

「鶴眞、無理はするな。体調が悪いなら、スピーチを中止して保健室で休みなさい」

　心乃枝は教諭に向かって首を横に振った。

「平気……です……。ちょっと、驚いただけですから……」

　心乃枝は胸に手を当て、動どう悸きを沈めるように大きく深呼吸した。

「どうしたのかね!?」

　前方の列に座っていた男性が声を上げた。状況がわからないせいか、少し苛いら立だっている。

「何が起きたのですか？　説明してください！」

　触発されたように、男性の周囲からも次々に声が上がる。

「お、お待ちください。すぐに再開いたしますので……」

　凜香が観覧席に向かって言った。

「再開できるのかね!?」

「せっかくいいお話でしたのに、残念だわ」

　しかし観覧席の人々は口々に不安や不満の声を上げている。ホールの中は、スピーチの感動をかき消すように騒然となる一方だ。

『あの、皆さん！』

　突然、ホールにアナウンスの声が響いた。

『鶴眞さんは、今日のためにずっとスピーチを練習してきたんです。育ててくれたお父さんとお母さんに感謝を伝えたいって。これからも本当の家族でいたいって。今日のスピーチには、鶴眞さんの大事な想いがこもってるんです！　だから、少しだけ、待ってあげてください！』

　観覧席のざわめきは徐々に小さくなり、皆が黙って壇上を見守った。

　ときおり、心こ乃の枝えを励ますような声援が飛んでいる。

　心乃枝は演台に手をつき、よじ登るように立ち上がった。

「パパとママに……感謝を……言わなきゃ……」

　再び観覧席に向き直ると、心乃枝はスピーチを続行しようと口を開いた。

「わ……わたし……は……」

　しかし、声はかすれていた。

　叫ぶほどに大きく口を開けているのに、出てくる声は干ひからびたように弱々しい。

　心乃枝は焦り、声を張り上げようとする。しかしすればするほど、彼女の口からは乾いた空気が漏れるばかりだ。

「心乃枝、お父さんとお母さんに伝えるんだ。他人のことなんか、考えなくていい」

　将しよう悟ごはそっと彼女を励ました。

「わかって……ます……。わかって……るんです……。でも……パパもママも……来てないのに……」

　今日、心乃枝の父と母が式典に来てくれていれば、心乃枝の声を届けられたのに。

　彼女が思いを伝えるべき相手を、見失わずに済んだのに。

　――心乃枝の両親に伝える方法はないのか……。

　遠くにいる二人に声だけでも届ける方法はないのか……。

　将悟は考え……思いついた。

「心乃枝、電話を貸してくれるか!?　電話で両親に言葉を伝えよう！」

　心乃枝の携帯電話を受け取ると、アドレス帳を開いた。

　捜した通話先は『鶴つる眞ま誠せい二じ』。心乃枝の育ての父だ。

　将悟は自分の携帯を取り出し、彼の電話番号にかけた。しばらく呼び出し音が鳴り、相手が出る。

『はい、鶴眞ですが』

　知らない番号からのせいか、少し慎重そうな声がする。

「もしもし、帝みかど野の将悟といいます。心乃枝さんのクラスメイトです」

『帝野……？』

　しばらく考えるような間があり、ハッと気づく気配が聞こえた。

『熊くま五ご郎ろうくんの息子さんかな!?　これはこれは、娘がいつもお世話に……』

　だが、のんびり世間話をしているヒマはない。

　相手の言葉をさえぎり、将悟は言った。

「お仕事中、すみません。今、心乃枝がスピーチの途中でして、彼女の言葉を聞いてほしいんです！」



　特別記念館を出て、鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きは学校の敷地外へ出ようと裏門へ駆けていた。

　――なんで、会ってしまったの……。

　胸に後悔の念が広がっていた。

　会いに来るべきじゃなかった。会ってはいけなかった。

　だけど、成長した娘の姿を見たかった。

　だから瀬せ利りに誘われて、来てしまったのだ。

　こっそり心こ乃の枝えのスピーチを見るつもりだった。とっくに自分の顔など忘れられていると思ったし、気づかれないと考えたのだ。

　しかし、心乃枝は真由希の顔を見たとたん、明らかに動揺した。

　十年以上も会っていない母の顔を、覚えていた。そして母を見た心乃枝の顔に広がったのは、喜びでも嬉うれしさでもなく、戸惑いと恐れだった……。

　――会っては、いけなかったのよ……。

　実の娘と一緒にいられなかった自分に、会う資格などなかったのだ。

　後悔を引きずりながら、真由希は学校の裏門に向かって駆けた。このまま自宅に帰ってしまいたかった。

「どこへ行くの」



    

  
    
      



    

  
    
      

　突然背後から呼び止められ、真ま由ゆ希きは振り返った。

　深み流りゆう院いん学園の制服を着た女の子が立っている。真由希を追ってきたらしい。

　ぴょこんとかわいい小さなツインテールの髪形。小柄な体で地面を踏みしめながら、腕を組んで真由希を睨にらんでいる。

「鶴つる眞まさんのお母さんでしょ」

　女の子の言葉に、真由希は戸惑った。

　なんでこの子が知ってるのだろう。

「わたしはもう帰るのよ」

　ごまかすように、真由希は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべた。

「……やっぱり逃げるんだ。あたしのお母さんと同じ」

「あなたの、お母さん……？」

「自分の子供から、逃げないでよっ!!」

　女の子は叫んだ。その言葉は、彼女自身の母親に向けた叫びのように聞こえた。

　――この子も、母親と離れて暮らしているのかしら……。

　真由希は、怒りと悲しみの交じった目を向ける少女を見つめ返した。



　演台に二つの携帯電話が乗せられている。一つは将しよう悟ごの、もう一つは心こ乃の枝えのものだ。

　電話はそれぞれ、心乃枝の両親と通じていた。ハンズフリーモードになっているから、心乃枝のスピーチが直接両親に聞こえる。

　将悟たちは再び舞台の袖そでに戻り、心乃枝を見守った。凜りん香かだけが残って、今もふらつきがちな彼女の体を支えている。

　心乃枝はスピーチを再開させた。

『ち……中学生になって……わたしは…………毎日……』

　しかし、元の調子は戻らなかった。

　声は途切れ、息が切れて苦しそうだ。

　観覧席の人々は辛抱強く耳を傾けているけれど、言葉を聞き取れず、困惑の表情を浮かべる。感情移入できないスピーチに集中力も持たず、退屈そうなため息やヒソヒソ声があちこちから聞こえてきた。

『うっ……』

　語ることを諦あきらめたように心乃枝は演台に顔を伏せ、のどの奥から嗚お咽えつを漏らした。皮肉にもその音がマイクを通じて、ホール中に大きく響く。

「鶴眞センパイ……」

　凜香は、震える心乃枝の背中に手を添えた。

　それから運営委員の生徒たちに顔を向け、首を横に振る。

　もう心こ乃の枝えは話せない、というように。

「そんな……」

　将しよう悟ごは悔しかった。

　心乃枝の想いが、こんな簡単に砕けてしまうことが。

　両親に伝えるべき言葉が、かき消されてしまうことが。

　しかし無理にスピーチを続けさせても、彼女は傷つくだけだ。

　凜りん香かは演台のマイクに顔を近づけた。

『皆さま、大変申し訳ありません。急きゆう遽きよ、鶴つる眞まさんが体調を崩されたため……』

　そのときだ。ホールのスピーカーから聞き慣れない声が響いた。

『心乃枝……。聞こえますか？』

　物静かで、優しく気品のある女性の声だった。

『わたしは真ま由ゆ希きです。覚えていますか？　あなたの母です。あなたを産んだ母親です』

　将悟は舞台袖そでから観覧席の脇わきへ駆け出て、アナウンスルームを見上げた。

　そこに、マイクを前にして立つ真由希の姿が見えた。隣には戸惑った顔の愛ま菜ながいて、そして真由希のすぐ後ろには……雅みやびが立っている。

　壇上を見ると、心乃枝も唖あ然ぜんとした顔でアナウンスルームを見上げていた。

『育ててあげられなかったこと、どんなに謝っても謝りきれません。でも心乃枝は、とても立派に成長していて、本当に、胸がいっぱいになりました。すごく、嬉うれしかった。あなたを産んだこと、間違ってなかった。何度も悩んで、苦しくて、後悔したけど、今日、立派に立っているあなたを見て、全すべてが報われました』

　話しているうち、真由希の声に少し嗚お咽えつが交じり、言葉が途切れた。

『心乃枝。どうか、わたしのような親に捕らわれることなく、これからも、胸を張って生きてください。育ててくださった鶴眞さんご夫妻へ、あなたの言葉を伝えてください』

　将悟は聞きながら、懺ざん悔げのようだと思った。

　いや、そのとおりだ。真由希はまさしく、心乃枝に対する懺悔をしているのだ。

『何を……言ってるんですか……』

　次の瞬間、心乃枝の声がホールに響いた。

『今さら会いに来て、わたしのこと奪いに来たんですか!?　わたしのママは、あなたじゃありません！　わたしの両親は、今の両親です！』

『奪うなんてしないわ。わたしは心乃枝の顔が、元気な顔が見たかっただけ……』

『嘘うそ！　今まで会いにも来なかったくせに!!　親だなんて言わないで！』

　激高する声に、ホールは水を打ったように静まり返っていた。

　皆が期待したスピーチは、親子の愛情の物語だったはずだ。血のつながらない父母と娘が手を取り合い、ともに生きる物語を求めていたはずだ。

　しかし今、目の前で繰り広げられているのは、悲痛に懺ざん悔げをする母と、そんな母に怒声を浴びせる娘の姿だった……。

　母と娘はそれ以上何も言わなかった。

　心こ乃の枝えは演台に両手をついて頭を垂れている。マイクを通じて、すすり泣きの声が響く。凜りん香かが心乃枝を慰めるように肩を抱いていた。

　もはや、将しよう悟ごにも何もできなかった。

　アナウンスルームを見上げると、真ま由ゆ希きがマイクの前でうなだれている。

　ホール中が重苦しく沈黙していた。

　心乃枝のスピーチは、最悪の形で終了した。
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　逃げるように式典会場から走り去った心乃枝は、教室の自分の席でひざを抱えていた。

　ひざ頭にまぶたを押しつけ、悲しみに堪たえ忍んでいる。

　教室には将悟と心乃枝のほか、誰だれもいない。凜香が気を利かせて、職員室から鍵かぎを借りてきてくれたのだ。

　将悟はすぐ隣に座り、ただじっと彼女を見守っていた。

「ごめんなさい……。これじゃ祝賀会、開けませんね……」

　心乃枝は顔を上げ、泣き笑いの表情を浮かべる。

「心乃枝の気持ちは、お父さんとお母さんに伝わったさ。真由希さんより今の両親が大切だって、しっかり言ったじゃないか」

「でも、あんなみっともないスピーチになっちゃって……。式典を台無しにして……」

　ぐすっと鼻をすすり上げる。

「わたし、真由希さんを憎んでるわけじゃないんです。ずっと、どこで何をしてるのか知らなかっただけで……。なのに、今日突然顔を見たら、わたしのこと取り返しに来たような気がして、パパとママから奪う気じゃないかって……。今の生活を壊すんじゃないかって、恐こわくなって……」

　心乃枝はまた、ひざにまぶたを押しつける。

　そんな彼女の背に、将悟は静かに手を添えた。

「大丈夫だよ。そんなことしないって、真由希さんも言ってた」

　気弱に背を丸める彼女を見ながら、将悟は思った。

　――心乃枝を守ってあげたい。

　今を生きている彼女の、ささやかな幸せを守りたい。

　将悟は心乃枝の手を取り、いつくしむように握りしめた。

「俺おれ……心こ乃の枝えを幸せにしたいんだ……」

　細い指先の肌は、少し冷たい。その肌を温めてあげたい。

　いつまでも二人で、こうしていたかった。

「わたしは……今が、幸せです……」

　心乃枝はそっと、将しよう悟ごの手を握り返した。



　記念館の庭の片隅にあるベンチに、雅みやびは真ま由ゆ希きと並んで腰掛けていた。

　真由希はすっかり落ち込んだ様子で肩を落としている。

「わたし、心乃枝を怒らせただけね……」

　実の娘に怒鳴られて、ショックを受けているみたいだ。

「ごめんなさい。心乃枝を勇気づけたいなんて、無理なことを言い出したから……。何も言えない心乃枝を見ていられなくて……」

「ううん。最初に真由希さんを呼び止めたの、あたしだから」

　雅は少し気まずそうに慰める。

「でも鶴つる眞まさんの反応、わかる気がする。あたしも、いきなりお母さんが戻ってきたら同じように怒鳴っちゃうかもしれない……」

　真由希は顔を上げ、雅を見つめた。

「神かん凪なぎさんのお母さんは、どうしていなくなったの？」

「子供のころ、離婚したの。あたしのお母さんは『子供に人生を縛られたくない』って考えの人。自由人気質っていうのかな。あたしのことは心配してたけど、自分の人生が一番大切なんだって」

「そう……。わたしとは正反対ね。わたしは、親と子は一緒にいるべきという考えよ」

　そう言いながら、真由希は悲しそうにため息をついた。

「なのに心乃枝を育ててあげられなかった。体が弱くて、自分一人が生きるので精せい一いつ杯ぱいだった。偉そうなことを言って何もできなくて、人として失格よ……」

　雅の目には、真由希がとても小さく見えた。

　悲しくて、情けなくて、弱々しかった。

　実の娘とまともに向かい合えない母。

　娘を励まそうとして、逆に怒鳴り返された母。

「でも……真由希さん、逃げないでいてくれた。あたしが追いかけたとき、立ち止まってくれたよ」

「神凪さんが必死で、逃げられない気がしたの」

「あのまま逃げられてたら、あたし、幻滅してたかもしれない。親っていうのに」

　真由希は褒められた子供みたいに、少し嬉うれしそうな顔をした。

　そうして二人で、小さく笑いあったとき、近づく人影があった。

「鷺さぎの宮みやさま。ここにいらっしゃったのですか」

　相手の顔を見上げて、雅みやびはハッと息を呑のんだ。

　将しよう悟ごの裏切り者の女性が歩いてくる。

　瀬せ利りは雅を一いち瞥べつしただけで、関心もなさそうに真ま由ゆ希きと向かい合った。

「目立つことをされては困ります。お忍びという約束なのですから」

「す、すみません」

　真由希は謝りながら立ち上がり、雅にそっと手を振りながら、瀬利について歩き去った。



　真由希は瀬利に連れられて、深み流りゆう院いん学園の近くにある喫茶店に入った。

　一番奥の席に座ると、瀬利はウェイトレスにレモンティーを二人分注文した。

「いかがでしたか？　十年ぶりに見る心こ乃の枝えさまのお姿は」

「あんなに健やかに成長してくれて、何も言うことありません」

「鷺宮さまに大変よく似て、お美しい娘さんです。喜んでいただけて、ご招待したかいがありました」

　瀬利はテーブルの上に身を乗り出し、顔を寄せた。

「……単刀直入にお聞きします。心乃枝さまの父親は、どなたなのでしょう？」

　真由希は身を強こわばらせ、警戒する目つきで瀬利を見返した。

「それを聞いて、どうするのですか？」

「申し上げたとおり、帝みかど野の熊くま五ご郎ろうの遺産の問題で、行方不明の親族を捜しているのです」

「まだ心乃枝の父親が、熊五郎さんだと思っているのですか？」

「どうなのでしょうか？」

　瀬利は、獲物を捕らえる鷹たかの目でじっと真由希を見つめた。

　ウェイトレスがレモンティーを運んできたので、二人はいったん話を中断した。

　ウェイトレスが去ると、真由希は抵抗を諦あきらめた口調で話し始めた。

「心乃枝の父親は、わたしが旅先で知り合い、行きずりの恋に落ちた青年です。父にそんな人の子を産むことを反対され嘆いていたわたしを知って、見かねた熊五郎さんが助けてくださったのです」

「青年は、今どちらに？　お名前は？」

「彼はすぐに、わたしの元を去ってしまいました。名前など思い出したくもありません。――恥ずかしい話ですから、誰だれにも言えなかったのです。納得していただけましたか？」

「ほう……。名家のお嬢さまが行きずりの相手を身ごもった。しかも相手は行方知れずで名前も言いたくない。――なかなか都合のいいお話ですね」

「嘘うそだとおっしゃるのですか？」

「いえ、とんでもございません。まさしく真実を確認できて、安心しております」

　瀬せ利りはバッグを開け、ぶ厚く膨らんだ封筒を取り出した。

　テーブルの上に置くと、両手で真ま由ゆ希きの前に押し出す。

　端から見える中身は、札束だ。

「……口止め料のつもりですか？」

　すると瀬利は、目を細めて意地悪く笑った。

「いいえ、誤解の謝罪料でございます。部下からの報告によれば、真由希さまの身辺に、父親が誰だれかを示す証拠など何一つ存在しなかったそうですから。仮に父親が熊くま五ご郎ろうさまなら、手紙や写真の一つくらい残しているでしょう」

　聞いて、真由希はホッとした。自宅にある手紙や写真の存在は知られてなさそうだ。

　しかし瀬利の口調に妙な不安を覚えた。……ふと、出かける前に、マンションの前に黒いスーツを着た男が立って、部屋を見上げていたのを思い出す。

　次の瞬間、真由希は気づいて顔を青ざめさせた。

「まさか……自宅に忍び込むために外出させたのね!?　捨てたんでしょ……。わたしの、手紙も、写真も……」

「なんのことでしょう？　父親は、名前も思い出したくない青年ですよね？」

　瀬利はしらばっくれた顔で答えた。

　唇をわなわなと震えさせたまま、真由希は何も言えなかった。

「お金は後ほど口座にお振り込みします。さ、車でお送りいたしましょう」

　瀬利は札束をバッグに戻すと、伝票を持ってレジに向かう。

　真由希は立ち上がり、ふらりと力なく瀬利のあとに付き従った。



　瀬利と真由希が喫茶店で話しているころ、店の外では、近くの路地裏に衣い楠くすが隠れていた。衣楠のすぐ後ろには雅みやびもいて、じっと息をひそめていた。

　衣楠はイヤホンを耳に当て、音声に聞き入っている。

　彼女は真由希の足取りを追って住所を突き止めたものの、やはり瀬利に先を越されてしまっていた。帝みかど野のグループの情報網を駆使する彼女より早く動くことは無理だった。

　だが真由希は、突如創立記念式典に現れた。そこでこっそり監視していたのである。

　イヤホンから真由希たちの会話が聞こえている。式典会場ですれ違ったとき、彼女の鞄に盗聴器を忍ばせておいたものだ。

「ねぇ、何をしゃべってるの？　あたしにも聞かせてよ！」

　雅はイライラした声で衣楠の肩を揺すった。

「しっ。静かにしてくれたまえ」

　衣楠が喫茶店に入った瀬利と真由希を見張っていると、雅がひょこひょこ追っていた。二人を尾行していたらしい。あわてて彼女を引っ張って、この路地裏に隠れさせたのだ。

『まさか……自宅に忍び込むために外出させたのね!?』

　カフェの中で、真ま由ゆ希きが叫んでいる。

　――証拠を捨てた……？　鶴つる眞まくんの父親の証拠か？

　衣い楠くすは瀬せ利りと真由希の会話を聞きながら、もどかしい気分だった。瀬利は心こ乃の枝えの父親の証拠を見つけたのか？　その父親は誰だれなんだ？

　やがて二人は席を立ち、店の外に出た。

　路地裏の角からそっと覗のぞくと、喫茶店の近くの道路に黒塗りの外車が止まっている。店から出た瀬利と真由希が車に向かって歩いていた。

「車では盗聴は無理か……」

　衣楠が舌打ちしたそのときだ。

　路地裏から雅みやびが飛び出し、真由希に向かって駆け出した。

「神かん凪なぎくん!?　やめたまえ、何をするつもりだ!?」

　衣楠の制止も聞かず雅は走り、叫んだ。

「真由希さん！　このままでいいの!?」

　驚いて振り向いた真由希に向かって、叫び続けた。

「鶴眞さんと仲直りしないままで、いいの!?」

「わたしは、仲直りなんてできないわ」

　真由希は悲しそうに笑う。

　瀬利は真由希の腕をつかみ、後部座席のドアを開けて乗り込もうとした。

　同時に助手席の扉が開き、中から黒いスーツを着た大柄な男が現れた。男は雅の行く手を阻むように立ちふさがり、小さな彼女を見下ろす。

「う……」

　たじろぐ雅を捕らえようと、スーツの男が手を伸ばす。

　次の瞬間、衣楠は風のように二人の間に割り込んだ。

「くらえっ！」

　間髪を入れずまわし蹴げりが男の腹に炸さく裂れつした。

　男は目を剥むいてうめきながらよろめき、ドサ、と倒れて車体にもたれかかる。

「早くお乗りに！」

　瀬利は強引に真由希を引っ張ろうとした。

　衣楠は男を飛び越え、地面を蹴り、瀬利を目がけて突進した。

　瀬利は素早く左手を構えた。彼女の手刀が横に大きく弧を描き、空気を切り裂く。

　衣楠は体を横にひねり、手刀をかわす。刃と化した風圧が顔をかすめ、彼女のほおに細く赤い血の筋を作った。しかし怯ひるまず勢いに任せ、瀬利に肘ひじ鉄てつを食らわせる。

　思わず真ま由ゆ希きを離し、瀬せ利りはふらつきながら一歩後退した。

　だがすぐに踏みとどまり、衣い楠くすの腕をつかみ返した。

　そのまま全身を回転させ、ハンマーのように衣楠の体を車のボディに叩たたきつけた。

「うぐっ！」

　衣楠は肩を襲う激痛にうめいた。

「さ、さすがだね、瀬利。やはり只ただ者ものじゃないな……」

　瀬利は無視して、真由希の腕をつかもうと手を伸ばした。

　彼女が背を見せた瞬間、衣楠は飛びかかり瀬利を羽交い締めにする。

「離しなさい！」

　瀬利の体をホールドしたまま、体重をかけて道路に横転した。二人の体がアスファルトに叩きつけられて転がり、それでも瀬利を離さず、仰向けになった彼女を捕らえ続けた。

「離せっ！」

　瀬利は衣楠の脇わき腹ばらを肘ひじで打った。鋭角に曲げられた肘が、二度、三度と連続して鉛のように重く叩きつける。さらに瀬利は後頭部を振り下ろし、衣楠の顔面に叩きつけた。

「ぐ……っ」

　顔を打たれ頭をアスファルトに叩きつけられ、衣楠の頭は岩盤で挟み撃ちにされたような衝撃に見舞われる。衝撃に頭が痺しびれ、視界が霞かすみ、額ひたいの血が目に染みた。

　雅みやびが震えながら醜く横転する二人を見下ろしていた。

「か……神かん凪なぎくん！　何をしている、今だ！」

　衣楠の声に雅は我に返ってうなずいた。

　真由希に駆け寄って腕を取り、瀬利から引き離すように駆け出す。

「早く、こっち！」

　雅は真由希の手を引き、将しよう悟ごと心こ乃の枝えのいる深み流りゆう院いん学園へと走っていく。



　教室で心乃枝の手を握りながら、将悟はそっと見守り続けていた。

「わたしは……今が幸せなんです。大切にしてくれる両親がいて、そして、愛してくれる将悟さんがいる、この今が……」

　心乃枝は手で涙をぬぐいながら言う。

「そうだな。誰だれにも、今を壊させたりしない。二人で守っていこう」

　しかし、静かな二人の空間はあっさりと切り裂かれた。将悟の携帯電話が着信音を鳴らしたのだ。ポケットから電話を出して見ると、雅からだ。

　将悟は心乃枝から少し離れた場所に立って電話に出た。

「もしもし、雅？」

　すると電話の向こうから、荒い息づかいが聞こえてくる。

『将しよう悟ごっ！　鶴つる眞まさん、いる!?』

　慌ただしい口調に戸惑いながら、将悟は今もひざを抱えている心こ乃の枝えのほうを見た。

「今、一緒にいる」

『すぐに連れてきて！　これから真ま由ゆ希きさんと学校に行くところ』

「えっ……。ま、待ってくれ。心乃枝に話してみる」

　将悟は電話口を押さえて心乃枝に向き直った。

「心乃枝、真由希さんが来るらしい……」

　心乃枝はハッと息を止め、それから首を横に振った。

「嫌です……。会いたくない……。今さら話すことなんかありません……」

　心乃枝は心を閉ざすように、ひざの中に顔を伏せた。

　彼女はきっと恐ろしいのだ。産みの母親に会って、今の幸せが壊れてしまうことが。

「真由希さんと話せば、心乃枝の父親を聞き出せるかもしれない」

「今さら、本当の父親なんて知りたくありません……」

　将悟は再び電話の向こうの雅みやびに話しかけた。

「心乃枝は会いたくないって言ってるけど……」

『じゃ、鶴眞さんに代わって！』

　電話の向こうで雅は叫んだ。

『言ってやんのよ！　逃げちゃダメだって！　真由希さんも逃げなかったんだから、鶴眞さんも親に立ち向かわなくちゃって!!』



　特別記念館では創立記念式典が終了し、中から大勢の出席者が出てきた。

　一日出席していた鹿か野の子こも外に出て、冷たい外気を吸った。

　――心乃枝さん、泣いていたわね……。

　今日のスピーチで、突然現れた産みの母親を前に激しく動揺した彼女を思い返す。

　親を知らない悲しみ、親に会えない悲しみ。

　彼女はきっと、そうした中で育ったに違いない。

　――そのような悲しみがあっては、ならないのです。

　昔、鹿野子の両親は娘を政略結婚の駒こまにした。愛してもなかった熊くま五ご郎ろうと結婚させられたとき、信頼していた両親に裏切られた気分になった。

　それでも鹿野子は、熊五郎を愛そうと努力した。

　家族のために。産まれてきた将悟のために。

　父がいて、母がいて、子供がいる。皆が愛と信頼で結ばれている。家族とは、そうでなければならない。

　そんな家族の愛と信頼を壊す隠し子など、存在してはならないのだ。

　なのに……。

　瀬せ利りからの報告によれば、熊くま五ご郎ろうの隠し子は鶴つる眞ま心こ乃の枝えだ。

　よりによって、その隠し子が将しよう悟ごの恋人だとは……。

　最悪だ。最悪の状況だ。なんとしても異母兄妹きようだいである証拠を消させ、二人を引き離さなくてはならない。

　スマートフォンを取り出すと、新しい秘書からのメールが届いている。

　内容は、将悟の海外留学の準備が整いつつあるというものだった。

「早ければ、来月には発たたせられるわね……」

　鹿か野の子こは冷たい声でつぶやいた。
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　将悟は心乃枝を連れて、校舎の屋上に来た。

　冬の日暮れは早い。外に出ると、空はもう赤みがかっている。

　屋上のフェンスからグラウンドを見下ろしている女性がいた。風に揺れる長い髪は、歳としを感じさせないほど美しい。

　将悟たちが近づくと、真ま由ゆ希きは静かに振り返った。目を逸そらしている心乃枝を見つめ、それから将悟の顔を見る。

「帝みかど野のくんね。――初めまして……と言うべきかしら。鷺さぎの宮みや真由希です」

「帝野、将悟です。心乃枝さんのクラスメイトです」

「神かん凪なぎさんに聞いたわ。心乃枝の恋人でいてくれるのね」

　真由希は、初うい々ういしい恋人たちを見るように優しく笑みを浮かべた。

「…………」

　心乃枝は真由希を直視せず、ずっと黙っている。

　きっと真由希なら、真実を知っているはず。

　心乃枝の父親が誰だれなのか。将悟と心乃枝は、兄妹なのか……。

「わからないんです。俺おれたちは真実を知ったほうが幸せなのか、そうでないのか……」

「知らないほうが幸せ。世の中には、そういうこともあるわね」

　それでも、ここで聞かなければ、ずっと二人の間には疑念が付きまとうことになる。

　いつまでも兄妹である可能性を疑い続けなければならない。

　確かに今のままでいれば、今の幸せは壊れない。

　だけどこのまま、二人は前に進めない。

「お願いです、鷺宮さん。教えてください」

　だから将悟は、意を決して彼女に聞いた。

「心こ乃の枝えの父親は……誰だれなんですか？」

　その瞬間、心乃枝は耐えるかのように強く目を閉じた。

　全身を強こわばらせて身構える彼女の気配が伝わる。

　真ま由ゆ希きはしばらく、将しよう悟ごの顔をじっと見つめていた。

「わたしは、心乃枝と将悟くんに、幸せになってほしい。でも心乃枝はわたしの娘。嘘うそはつきたくない。……あ、瀬せ利りさんのように裏がありそうな人は別だけど」

　そう言って真由希は少し笑う。

　真顔に戻り、彼女はまっすぐ心乃枝を見つめた。

「ずっと黙っていて、ごめんなさい。心乃枝の父親は――」

　彼女の口から出たのは、将悟がよく知っている名前だった。

「帝みかど野の熊くま五ご郎ろう。――将悟くんのお父さんよ」



　式典から帰ろうと歩き出したとき、鹿か野の子こは後ろから声をかけられた。

「帝野さん。今お帰りですか？」

　立っていたのは神かん凪なぎ一かず馬まだ。将悟のクラスメイトである神凪雅みやびの父で、気の強そうな娘とは逆に、気弱で誠実そうな顔をしている。彼も式典に出席していたらしい。

「これはこれは、神凪社長。その節は大変ご迷惑をおかけしました」

　鹿野子は深々と頭を下げた。

　以前、瀬利が雅の調査のため、彼を騙だまして近づいたことがある。それを知った鹿野子は、直じき々じきに一馬の家へ謝罪に行った。それで顔見知りになっていたのだ。

「いえいえ、いいのですよ。過ぎたことですから」

　一馬は、何も気にしてなさそうに笑顔で両手を振る。

「実は、帝野さんにお話ししたいことがありまして、ついお声を。……将悟くんのことで、お願いがあるのです。先日、彼が雅と一緒に私の家へ来てくれまして」

「将悟までご迷惑をおかけしたのですね……」

　鹿野子はやれやれとため息をついた。

　そして鹿野子は神凪一馬の話を聞くため、深み流りゆう院いん学園の近くにある喫茶店に入った。

　窓際の席に座り、一馬はメニューブックを広げる。

「うむむ……近ごろのメニューは、横文字ばかりでよくわかりませんな……」

　大マジメな顔でコーヒーや紅茶の銘柄が並んだメニューとにらめっこする彼が妙におかしくて、鹿野子は微笑した。

「酸味の効いた味とまろやかな味では、どちらがお好きですか？」

「どちらかといえば、まろやかなほうが……」

　メニューを指さし、好みの味を聞きながらコーヒーを見繕ってあげる。

　ウェイトレスに注文を出すと、鹿か野の子こは一かず馬まの顔を見た。

「将しよう悟ごが、何をしでかしましたでしょうか？」

　すると一馬は突然テーブルに両手をつき、頭を下げた。

「どうかお願い申します！　将悟くんに、妹さんのことを話していただきたいのです！」

　鹿野子は驚いて腰を浮かした。

「頭を上げてくださいませ！　なぜ神かん凪なぎ社長が、そのようなことを……」

「将悟くんと話したとき、彼は、雅みやびが自分の妹だと誤解していました。私は真実を知らせてあげたかった。ですが、勝手に帝みかど野のさんの家庭の秘密に触れるわけにはいきません」

「そのようなことがあったのですか……。大変申し訳ございません。将悟が勝手なマネをして。よく言い聞かせておきます」

　鹿野子は一馬に負けないくらい、テーブルに深々と頭を下げる。

「これは将悟くんだけの問題ではありません。私にとっても、人ごとではないのです」

「どのような意味でしょう？」

「妹さんの母親は、昔、私の会社に勤めておったのです」

　鹿野子は、その母親の名はすぐにわかった。

　一馬の会社に鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きが勤めていたことは瀬せ利りから報告されている。

「その勤めていた女性とは、鷺宮さんですね？」

「ご存じだったのですか？」

　一馬は少し意外そうに顔を上げた。

「今日の式典で、私は偶然にも鷺宮さんの姿を見つけました。しかし娘さんに悲痛に呼びかける彼女を見て、母と娘が引き離される悲劇に胸が痛む思いがしました。ですから、熊くま五ご郎ろうさんの子供たちに、同じような悲劇を味わわせたくないのです」

「――神凪社長は、心こ乃の枝えさんが将悟の異母兄妹きようだいなどとお考えなのですか？」

　少し問い詰めるような口調で聞く。

　一馬はまっすぐ見返しながら答えた。

「わたしは熊五郎さんから、そのように聞いております」

「確かなのでしょうか？　証拠があるのでしょうか？」

　質問に直接答えず、一馬は代わりに言った。

「昔、私は熊五郎さんに雅を助けられました。ですから私も、彼の子供たちを助けたいのです」



    

  
    
      


５章　妹の真実





「帝みかど野の熊くま五ご郎ろう。――将しよう悟ごくんのお父さんよ」

　真ま由ゆ希きの声は、静かな粉雪のように屋上を舞った。

　聞いて、将悟は何も言えなかった。動くこともできなかった。

　何かの冗談のように聞こえた。「嘘うそよ」と、すぐに笑い出すんじゃないかと思った。

　けれど真由希は笑い出したりせず、じっと将悟と心こ乃の枝えを見守っている。

　ふらり、と心乃枝の体が倒れそうになり、あわてて両手で支えた。

「じ……事実……なんですか……？」

　将悟はかすれる声で聞いた。

「間違いないわ。わたしが今までに愛した人は、熊五郎さんただ一人だもの」

　真由希は屋上の周囲に広がる町並みを見つめた。

「わたしは鷺さぎの宮みや家の娘として生まれ、厳格に育てられたわ。家の所有物みたいに。嫁ぎ先すら、自由に決めることはできなかった。そうしてある日、わたしは鷺宮家のパーティーの末席で熊五郎さんと出会ったのよ。

　そのころ、熊五郎さんは結婚して間もないころだった。わたしは、自由に結婚相手も選べない愚痴を言ったわ。そうしたら熊五郎さんは『僕もだよ』と、自分が政略結婚だったことを告白してくれたんです。わたしたちは何度も会うようになり、お互いの苦悩を共感しあった。そしていつの間にか、愛しあっていたの」

　そう語る真由希の表情は、恋い焦がれる少女のようだった。

「身ごもったわたしは、鷺宮家を出て隠れて出産したの。その子が心乃枝よ」

　言われても、心乃枝は黙ってうつむくばかりだ。

　将悟も、真由希の話がおとぎ話のようにしか感じられなかった。

「父は激怒して、わたしを連れ戻し、心乃枝を施設に預けさせようとした。わたしは心乃枝を親元で育ててあげたかった。そこで熊五郎さんはわたしたちのために、海の近くに別荘を用意して隠れさせてくれたの。わたしと心乃枝が別荘で暮らす間、熊五郎さんは将悟くんを連れて遊びに来てくれたのよ。覚えているかしら」

　その辺りの話は、以前心乃枝が話してくれた内容とほぼ一致している。

　決定的に違うのは、心乃枝の父親が熊五郎だということだ。

「俺おれが聞いた話だと、父さんは心乃枝を養子にするつもりだったって！」

「そう。――別荘に隠れての生活なんて長く続けられない。そこで熊五郎さんは、鷺宮家のほとぼりが冷めるのを待って、心こ乃の枝えを養子として育てようと考えたの」

「実子であることを隠して、ですか？」

「虎とら之の助すけさんも鹿か野の子こさんも、不倫相手の子を育てるなんて認めるはずがない。だから実の父がいない子と思わせて養子にするしか、心乃枝が帝みかど野の家の娘として幸せに生きられる方法はなかった。――それでも熊くま五ご郎ろうさんは、いつかは心乃枝を実の娘として認めてあげたいって言ってたわ」

　そういうことかよ……と、将しよう悟ごは奥歯を噛かみしめた。

　熊五郎が心乃枝を養子にしようとした理由。それは心乃枝が実子であることを隠し、家族を欺くためだったのだ。

「だけど父さんは、心乃枝を養子にしませんでしたよね」

「養子の準備を始めたころ、突然虎之助さんの耳に『熊五郎さんに隠し子がいる』という噂うわさが入ったの。噂は熊五郎さんの会社中に流れ、彼は否定するのに必死になったわ。そんな状況で心乃枝を養子にしたら、真っ先に疑われる。結局、養子のことは断念せざるをえなかったのよ」

「密告の手紙……」

　将悟がつぶやくと、真ま由ゆ希きはうなずいた。

「何者かが、虎之助さんに密告の手紙を出したそうね」

　そのとき将悟は感じた。

　その手紙はまるで、熊五郎と心乃枝を引き裂くために出されたようだ……と。

「そのうち、わたしは体を壊して、入院しなければならなくなった。そこで心乃枝を、熊五郎さんの友人の鶴つる眞ま誠せい二じさんに預けることになったの。だけど彼は当時、独身だった。彼女と同どう棲せいはしてたけどね。それで熊五郎さんは遠慮して、ほかに養親となってくれる人を探しまわったわ。――将悟くんの事故が起きたのは、ちょうどそんな時期ね」

「そうか。そのころ『娘を幸せにしてほしい』って頼んだ相手が、雅みやびのお父さんなのか」
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　喫茶店で、鹿野子と一かず馬まは向かい合って座っていた。

　鹿野子はコーヒーを一口飲み、カップを机に置く。

「つかぬことをお聞きしますが、神かん凪なぎ社長は熊五郎と、どのようなご関係なのですか？」

「熊五郎さんの母親は、帝野辰たつ子こさんですよね。私の母は神凪辰子。同一人物なのです。四十五年以上も昔、帝野虎之助さんと離婚し、別の男性と再婚した辰子の息子が、この私なのですよ」

　一馬は照れくさそうに笑う。

「神かん凪なぎ社長は、熊くま五ご郎ろうの異父兄弟でいらしたのですね。――ずっと以前、熊五郎から辰たつ子こさんの再婚相手の名字を聞いておりましたから、もしやとは考えておりましたが」

「母は昔のことは語りたがりませんし、我々も帝みかど野のグループとつながりがあると思われたら面倒なので、公にすることはなかったのです。こういうことが知られると、金をせびる輩やからが寄ってくるのですよ」

　一かず馬まはソファに座り直し、思い出すような目で話を続けた。

「私と熊五郎さんは、十年ほど前、通っていた病院でたまたま出会ったのです。私は熊五郎さんが異父兄弟だと知っていましたから、彼を見かけて声をかけました」

「そうでしたの……。不思議なご縁があるのですね」

「知り合ってしばらく経ったころ、熊五郎さんは私に、ある相談を持ちかけてきたのです。彼の娘を養子にもらってほしい、と。私は断りました。すでに雅みやびがいて、二人の子を育てる余裕は、当時の私にはなかったのです。なにしろ会社の経営は火の車で、とても二人を幸せにできる自信はありませんでしたから。

　熊五郎さんは必死に何度も頼んできました。ときには手紙で、ときには『養育費なら払う』と札束を持って……。私は次第に、彼と距離を置くようになってしまいました」

　申し訳なさそうに、一馬はため息をついた。



　深み流りゆう院いん学園の屋上で、真ま由ゆ希きは過去を話していた。

「結局心こ乃の枝えの養親は見つからなかった。そのころ心乃枝は、将しよう悟ごくんの事故にショックを受けて、ふさぎ込んでいたそうなの。それで見かねた鶴つる眞まさんご夫妻が、心乃枝のためにご結婚までして、養親になることを決意してくださったのよ」

　真由希の告白の中で、将悟は初めて安あん堵どした気分になれた。

　やはり心乃枝の育ての両親は、最初から彼女のことを思ってくれていたのだ。

「心乃枝が鶴眞さんの娘となったあと、わたしは何度も会いに行こうと考えたわ。でも新しい家庭で大切にされていると聞いて、やっとできた幸せな家庭を壊す気がして、会いに行けなかった」

　真由希は寂しそうに、心乃枝にほほ笑みかけた。



　鹿か野の子こは一馬の話を聞いていた。

　それは彼女も今まで知らなかった、夫の隠された過去だった。

「熊五郎さんとの連絡が途絶えてのち、会社の経営はますます悪化していました。私は正直、このまま借金を抱えれば、雅を養子に出すことになるのではないか……そんな恐怖すら感じていました。そんなとき、久しぶりに熊五郎さんから連絡があったのです。養親が見つかったという報告と、無理を頼んで申し訳なかったという謝罪でした」

「その養親が、鶴つる眞まさんご夫妻なのですね」

「そうです。熊くま五ご郎ろうさんと会うと、彼はどこか悲しそうな顔をしていました。きっと心こ乃の枝えさんを自ら育てられなかったことを悔やんでいたのでしょう」

「自業自得です」

　腹立たしげに言う鹿か野の子こに、一かず馬まは苦笑した。

「私が会社の事情を話すと、熊五郎さんは雅みやびのことを非常に心配してくれました。そこで雅のために、彼女の養育費を援助することを申し出てくれたのです。以来、定期的に多額のお金を用意してくれるようになったのですよ。彼は隠し子の噂うわさに悩まされていましたから、雅が妙な疑惑を向けられないように、受け渡しもこっそりと」

「そのようなことが、あったのですか……」

「きっと自分の娘を育てられなかった罪滅ぼしだったのでしょう。ですがそのときの援助は非常に助かりました。そのお金で、私は雅に、熊五郎さんの母校である深み流りゆう院いん学園への進学を勧めたのです」

「雅さんに伝えてあげるべきですわ。雅さん、熊五郎が父親だと誤解していましたから」

「そうですね。それが一番、恩に報いることかもしれません」

　一馬はうなずいた。

「ですが、理由もなくそんな大金を受け取るわけにはいきません。そこで私は熊五郎さんに、何か力になれないか聞いたのです。熊五郎さんには一つ、悩みがありました。退院した鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希きさんのことです。鷺宮さんはまだ病気がちで、一人で生きていくのは大変でした。熊五郎さんはそのころ帝みかど野の商事の社長に就任していて、簡単に彼女に会える立場ではありませんでした。そこで私が……」

「経営なさってる会社に雇われたのですね」

「はい。経営状況は悪かったものの、彼女の給料は熊五郎さんからの援助資金から出すことができました。そうして鷺宮さんは三年ほど勤め、体調も回復し、辞めていきました。そのころには会社の業績も上向いていましたから、熊五郎さんからの資金も自然と止まったのです」

「その後、熊五郎とお会いになったのですか？」

「帝野商事は帝野グループへと成長し、熊五郎さんは今までになく多忙となり、会うことはなくなりました。私たちの間に、鷺宮真由希さんという秘密を抱えていたことが、心理的に会いづらくさせていたのかもしれません。鷺宮さんの連絡先もわからず、今日まで彼女にも会うこともなかったのです」

　話し終わって息をつき、一馬は冷めたコーヒーを飲んだ。

　鹿野子はコーヒーに口もつけず黙っている。

「私はこの話を胸に秘めたまま、誰だれにも話さず来ました。このまま墓の中まで持って行くつもりでした。今後も、他人に口外することはありません」

　そして一かず馬まは、身を乗り出すようにまっすぐ鹿か野の子こを見つめた。

「帝みかど野のさんにとって、鷺さぎの宮みやさんは許せない相手だとお察しします。私も熊くま五ご郎ろうさんの身勝手が生んだ悲劇だと感じています。――ですがお願いします。子供たちに罪はありません。どうか将しよう悟ごくんと心こ乃の枝えさんに、二人の真実を、お伝えしていただきたいのです！」

　そして再度、深々と頭を下げた。

　鹿野子は返事から逃れるようにコーヒーカップを手に取った。その指先が震えていた。カップを受け皿に置くと、カタカタと音を立てた。

「わたしは……家庭を、家族を守らねばなりません。家族の絆きずなを揺るがすような事実を、伝えてはならないのです……」

「将悟くんはもう大人です。熊五郎さんの過ちを受け止められます。ですから、どうかこのとおり……」

　しかし鹿野子は、拒絶するように大きく首を横に振った。

　ギュッと閉じた目に涙をにじませている。

「将悟には……妹のことを、知られてはならないのです……」

　決壊したように鹿野子は涙を流し、口から嗚お咽えつが漏れた。

「だからわたしは、彼を、海外に……。妹と引き離すため……。う……うぅっ……」

　バッグからハンカチを取り出して目頭に当てる。

　繊細な少女のように泣き出した鹿野子を、一馬は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　やがて見守るように優しく声をかけた。

「帝野さんはきっと、私の想像よりずっと辛つらい思いを抱えていらっしゃるのですね」

　鹿野子はテーブルに突つっ伏ぷして泣き声を上げた。



「一馬さんの会社を辞めたあと、真ま由ゆ希きさんはどうしたんですか？」

「わたしは十年ぶりに実家に戻ったの。鷺宮家では、当主だった父は隠居していたわ。わたしは父との関係を修復し、心乃枝が将来、鷺宮の血を引く娘だと認められるようにしたかった。わたしにできることは、それだけだった。――父は今でも怒っていて、わたしはマンションで一人暮らしをしているけれど……」

　真由希は自らの半生を語り終えた。

　彼女は少し悔しそうだった。顔に後悔の念がにじんでいた。

　それは、自分自身の過去を悔やんでいるように見えた。

　将悟は支えていた心乃枝の体を引き寄せた。

　心乃枝は熊五郎の娘。将悟の異母兄妹きようだい……。

　奪われてしまう気がした。心乃枝が、真実というあらがえない波にさらわれる気がした。

「嘘うそ……です……」

　寄りかかるように将しよう悟ごの肩に顔を寄せ、心こ乃の枝えは震えていた。

「信じません……。今さらそんなこと……信じられません……。全部、嘘です……」

　心乃枝は産みの母の顔を見ようともしない。

「真ま由ゆ希きさん。俺おれたちが兄妹きようだいだと、証明できるものはあるんですか？」

　聞くと、真由希は目を伏せ、静かに首を横に振った。

「何もないわ。全部、捨てられてしまったの。言葉で信じてもらうしか……」

「信じませんっ!!」

　心乃枝は叫び、将悟の胸を押して駆け出した。

「心乃枝っ！」

　階段室に向かって走る心乃枝を追いかける。

「将悟くん」

　数歩走ったところで真由希に引き留められ、将悟は振り返った。

「わたしは、自分の生きてきた道を後悔しています。間違いだったと思っています」

「でも真由希さんは父さんを好きになって、心乃枝に愛情を持っていたんですよね……」

「そのことではないわ。わたしは、熊くま五ご郎ろうさんを愛したことにも、心乃枝を産んだことにも、少しの後悔もありません。後悔してるのは、自分の生き方です」

「生き方？」

「もっと堂々とすればよかった。不倫に走った卑しい女と言われようとも、胸を張っていればよかった。別荘に隠れたりせず、父に正面から反抗すればよかった。隠し子の噂うわさを流されたら、自ら虎とら之の助すけさんや鹿か野の子こさんの前に進み出ればよかった……。そうすれば、心乃枝や将悟くんが、真実に迷うこともなかったのに」

　真由希は将悟の前に歩み寄り、彼を見つめた。

「将悟くん。心乃枝を心の底から愛しているのなら、その想いや悩みを自分たちだけで抱えず、正面からぶつけてほしいのです。鹿野子さんに、鶴つる眞まさんご夫妻に。――今のわたしに言えるのは、ただそれだけです」

　将悟はしばらく、沈黙する真由希を見つめ返した。

　そして再び心乃枝を追って駆け出した。

　階段室の扉から校舎内に入り、階段を駆け下りる。

　心乃枝は踊り場にうずくまって、鼻を赤くしながら涙をポロポロと流していた。

　彼女の傍らに屈んで、そっと肩を抱く。

「大丈夫か……？」

「どうして熊五郎さんは……わたしの親だって、教えてくれなかったんですか……。どうして、わからないだなんて……」

　涙交じりの声を聞きながら、将しよう悟ごはまるで息子の自分が責められている気分になった。

　心こ乃の枝えが将悟の胸に顔を埋うずめると、彼の制服に涙の染みが広がっていく。

　将悟は両腕を彼女の背中にまわし、強く抱きしめた。

　たぶん真ま由ゆ希きは、本当のことを言っている。心乃枝の父は本当に熊くま五ご郎ろうで、そして彼女は、将悟の妹なのだ。

　だからもう、将悟と心乃枝は恋人ではいられない。それは許されない愛になる。

　しかし、二人が兄妹きようだいである証拠は、どこにもない……。

「わたし……、ずっと将悟さんと、一緒にいたいです……」

　心乃枝は哀願するような声を出した。

　心乃枝を守りたかった。彼女の幸せを壊したくなかった。

「俺おれは……心乃枝が好きだ……」

　彼女は将悟の胸の中でひくっとしゃくり上げた。

　心乃枝が顔を上げ、涙に濡ぬれた顔で彼を見つめた。

　その乱れた前髪に手を伸ばし、そっと整え直す。

　そのまま彼女のほおに手を添えて、ゆっくりと引き寄せた。

「俺は心乃枝の……恋人だ……」

　将悟は心乃枝の唇に、キスをした。



　　　　§



　真由希を校舎の屋上に案内したあと、雅みやびは中庭のベンチに座っていた。

　校舎を超えた先にある記念館のほうから、人々のざわめきが聞こえている。創立記念式典も閉会したようだ。

　真由希と心乃枝たちがどんな話をしているかは知らない。きっと父親のことを聞くのだろう。心乃枝の父親が誰だれなのか、雅にはわからない。

　けれど父親が誰だとしても、もう、雅が将悟と心乃枝の間に入る場所はなさそうだった。

　二人の関係がどうであろうと、二人は二人の道を選ぶんだ。

　ぼんやり空を見上げていると、背後からとがったもので肩を突っつかれた。

「あいたっ」

　悲鳴を上げて振り返ると、芽め依いがいる。星のついたステッキでツンツンしていた。

「どうしたのだ？　二ふた股またかけられてポイッと捨てられた女みたいな顔してるぞ～」

「だ、誰がポイッよっ！」

　雅はぷんっと怒ってそっぽを向く。

「……ね、嵯さ峨が良らセンパイ。もうすぐ、お父さんとのＤＮＡ鑑定の結果が出るの」

「結果を聞くのが恐こわいか？」

「ちょっと後悔してる。やっぱり鑑定なんかしないで、自分が将しよう悟ごの妹かもって夢見ていられたほうが、よかったかなって。真実なんて知らないほうが、いいのかなって」

「真実なんてものはな、しょせん過去のものだ。未来に真実などない」

「……どういうこと？」

「未来には、確定した『真実』など存在しないということだ」

　芽め依いの言葉は抽象的だけど、雅みやびにはなんとなく理解できた。

　過去には、変えられない『真実』がある。

　だけど未来には、変えられないものなんてない。

「神かん凪なぎと帝みかど野のがどうなるかなど、誰だれにもわからんさ。あの帝野のことだ。あっという間に鶴つる眞まに振られて、うわあぁ～んと神凪に泣きつくかもしれんからな」

「そ、そんな情けないのヤだもん！」

　雅は口をとがらせて文句を言った。

　でも、これからのことは、これからのこと。いつまでも過去の真実に捕らわれてても、しょうがない。

　たとえ将悟の妹でなくても、新しい関係を築けばいい。それだけだ。

「ところで神凪、今から『りりかる☆しすたぁず』で創立式典記念イベントをやるのだが、遊びに来ないか？　しすたぁずの萌もえ萌もえスピーチも聞けるぞ！」

「創立記念？　なんでセンパイの店で？」

「今日一日、政財界の大物にたっぷり宣伝してやったのだ。金持ちどもがカフェに押し寄せてバンバン金を落とすに決まってるだろ～」

　芽依は口の端を曲げ、ヒヒヒと怪しく笑う。

　というか、金持ちどもが全然来なくて涙目な芽依が見えてしょうがない雅である。

「しょうがないなぁ。じゃ行こうかな。どうせ退屈してたし」

「イベントは一時間後に開始だからな。わたしは準備があるので、カフェで待ってるぞ」

　芽依が去っていくと、雅もベンチから腰を上げた。

　将悟たちがいるであろう屋上を見上げる。

　――さよな……

　心の中で将悟に別れの挨あい拶さつをしようとして……打ち消した。

　そうだ、未来に決められた真実なんかない。

　――あたし、お別れなんてしないから！

　雅はまっすぐ前を向いて、歩き出した。



　それから時間をつぶして、雅は『りりかる☆しすたぁず』へと向かった。

　学校を出て店への道を歩いていると、さっき真ま由ゆ希きたちがいた喫茶店が見えた。瀬せ利りを思い出し、少し嫌な気分になって目を伏せる。

　足早に通りすぎようとして……雅みやびの視界に、思いがけない光景が飛び込んできた。

「お父さん!?」

　あわてて近くに止まっていた車の陰に隠れた。

　ボンネットからそっと顔を出し、店内を見る。

　父の一かず馬まが窓際の席に座っていた。その向かいに座っているのは……。

「なんで鹿か野の子こさん……？」

　意外な組み合わせの二人に、雅は目をパチパチとしばたたいた。

　父と鹿野子は顔見知りのはずだから、式典で顔を合わせれば、話くらいすると思う。ヒマなら、お茶だってするかもしれない。

　だけど喫茶店にいる二人は、普通の顔見知りには見えなかった。

　――鹿野子さん、泣いてる……？

　鹿野子はハンカチを手に、悲しそうな顔で何か話している。一馬は、何度も相づちを打ちながら、優しい顔で聞いている。

　雅の目には、二人がとても親密そうに見えてしかたなかった。



    

  
    
      


６章　兄と妹の選ぶ道





「もしもし？　パパ？　心こ乃の枝えです」

　心乃枝の携帯に着信があり、彼女は電話に出た。相手は鶴つる眞ま誠せい二じらしい。隣で将しよう悟ごは、心乃枝が話す声を聞いていた。

　創立記念式典も終わり、二人は将悟の部屋に来ている。

　約束どおり開いた、二人だけの祝賀会。簡単にジュースで乾杯するだけで、祝賀会というより、最悪に終わったスピーチの反省会みたいな雰囲気だったけど。

「スピーチのときは、いろいろハプニングがあって……。うん……。ううん、大丈夫。落ち込んだりしてませんから」

　あのときの話をしているらしい。心乃枝の両親も電話を通じて聞いていたから、心配して電話をかけたのだろう。

　今では心乃枝も元気が回復し、声に明るさが戻っている。

　しかし電話の向こうの父は、夢にも思ってないはずだ。

　心こ乃の枝えが今、恋人の部屋にいて、そして……お風ふ呂ろ上がりで素肌にバスタオル一枚だけの姿なんて。

「え……将しよう悟ごさん？」

　突然名前を呼ばれて、将悟はギクリとした。

　心乃枝がそっと、彼のほうに目を向ける。

「ううん、そんな。その、クラスメイトです。仲のいいお友だちっていうか……。え、付き合ってる……？　違いますっ。もうパパったら、すぐそんなこと言うんだから」

　電話口に向かって、ぷりぷりと怒っている。

　心乃枝はしばらく父親と話して、電話を切った。ふぅ、とホッとしたように息をついた。

「パパったら、将悟さんのこと『恋人なのか？』なんて聞くんですよ。『今度の土曜日に、彼を連れて家に遊びに来なさい』ですって。強引なんだから」

「俺おれたちのこと、バレてるのかな」

「わたし、何度も将悟さんのこと話してたから……。それに今日、必死になってパパに電話したじゃないですか。あの声でピンと来たみたいです」

　そんなに必死だったのか、と将悟は照れくさくなった。

　スピーチのときは、ただ心乃枝を立ち直らせたかった。そんな必死さの奥に隠れた愛情が、彼女の父にはお見通しだったのだ。

「土曜日、どうします？」

「一度、挨あい拶さつに言ったほうがいいのかな。今日も無理を聞いてくれたし」

　心乃枝は不安そうに顔を伏せた。

「でもわたしたち……本当に恋人じゃないですか」

　もたれかるように、心乃枝は将悟の肩に頭を乗せた。

「親に言えない関係なんですよ……」

「俺たちは兄妹きようだいじゃない。そんな話は信じてない。証拠がないんだ」

「そ、そうですよね。わたしの父親は、不明なままですもん」

　二人は共謀するような口調で確認しあった。

　おそらく鹿か野の子こはもう、熊くま五ご郎ろうの娘が誰だれか気づいている。けれど、あれだけ妹の存在を否定していた母だ。口外することはないだろう。

　仮に話が漏れても、二人が兄妹である証拠は何もない。

　このまま黙っていれば、二人は恋人でいられるのだ。

　そっと彼女の体を押し返すと、心乃枝はクッションを背にして仰向けになった。

　ふわりとバスタオルがはだけ、何一つ身につけていない体が蛍光灯の光に照らされる。

　胸や腰の白くて美しい曲線に、思わず見とれてしまった。

「はぅ……」

　心こ乃の枝えは恥ずかしそうに両腕で胸を隠してひざをキュッと閉じた。

　彼女の唇に顔を寄せると、心乃枝は受け入れるように静かに目を閉じる。

　唇が触れ合いそうになったとき、将しよう悟ごの頭に、心乃枝の養父のことが思い浮かんだ。

　心乃枝を養子として引き取り、今まで育ててくれた父。

　彼は今も、心乃枝の実の父親を知らない。将悟と心乃枝が兄妹きようだいであることを知らない。

「…………？」

　心乃枝が目を開け、動きを止めた将悟を見上げた。

「俺おれ、裏切ってるのかな……」

「誰だれをですか？」

「心乃枝を育ててくれた両親を、さ。今まで大切にしてくれたのに、俺は、そんな両親を裏切ろうとしてるのかな……」

　将悟が顔を離すと、心乃枝は上半身を起こして両手でバスタオルを引き寄せた。

「だからって、わたしたちのこと話せるわけないですよ……」

　そのとおりだ。まともな親なら、兄妹で恋愛してるなんて知らされたら嘆くだろう。全力で止めにかかるだろう。

　残念で悲しい。隠れた恋人なんかじゃなく、娘想いの両親に祝福される恋人になりたい。

「俺たち、プラトニックな恋人でいるべきなのかも……」

　言うと、心乃枝はとっさに意味が理解できない顔をした。

「俺が心乃枝を好きな気持ちは、なくせない。だから隠さない。――その代わり、キス以上のことはしない。純粋に好きな気持ちを伝える、そんな恋人になるべきかもしれない」

「キスすら、しないんですか……？」

「いつか、俺たちが兄妹で深い仲になったと知ったら、心乃枝の両親は悲しむと思う。せっかくの幸せな家族が壊れるかもしれない。――俺は、心乃枝の大切な家族を、壊したくないんだ」

「わたしは……」

　心乃枝は両手を伸ばし、将悟の首筋にまわした。

「わたしは将悟さんと、もっと深い仲になりたいです……」

　彼女の体からバスタオルがずり落ちる。心乃枝は白い素肌を隠しもせず、腕をまわして柔らかな体で抱きついた。

「たくさんキスしたいです。思いっきり抱きしめてほしいです。エ……エッチなことだって……して、ほしいです……」

　将悟は彼女の背を抱きしめた。裸の心乃枝をこのまま愛したかった。自分のものにしたかった。体の奥まで結ばれたかった。

　でも、それは心乃枝の両親を決定的に裏切る行為だ……。

　あるいは、恐こわいのかもしれない。裏切りによって罰を受けることが。

「心こ乃の枝えは、プラトニックだなんて嫌かな……？」

「…………」

　将しよう悟ごの腕の中でしばらく黙り、心乃枝は首を横に振った。

「将悟さんと一緒にいられるなら……」

「……ありがとう」

「ううん、わたしこそ。両親のことを心配してくれて、ありがとうございます……」

　心乃枝は少し寂しそうに、それでも幸せそうに目を閉じた。

　腕に力を込めて、彼女をより強く抱きしめた。

「俺おれはずっと、心乃枝を愛し続ける。心乃枝に代わる人は誰だれもいない。いつまでも一緒に、幸せな今を守っていこう」

　二人きりの部屋で、将悟と心乃枝は静かに抱き合っていた。お互いの体温を感じ、鼓動とともに流れる血の音を聞いていた。

　吐息の音に耳を澄ませているだけで、心の底で深く通じあうのを感じていた。
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　翌日は創立記念式典の振り替え休校で、将悟たちが登校したのは、そのさらに翌日だ。

　雅みやびは昨日、実家の父から熊くま五ご郎ろうの過去について知らされたらしい。

　将悟と雅は屋上で話しながら、お互いが知った真実を伝えあった。

「俺の父さんと一かず馬まさんが異父兄弟だなんて、俺も初めて知ったよ……。俺と雅は、ばあちゃんが同じなのか」

　雅との意外な縁を、将悟は不思議な気分で受け止めた。

「虎とら之の助すけさんの自伝の本に載ってた写真を見て、辰たつ子こおばあちゃんにそっくりだって、ピンと来たの。実家に戻ったときアルバムを見て確認したんだけど、おばあちゃんの若いころの写真がなくて、確信が持てなくて……」

「お父さんから聞かされて、事実だって判明したんだ」

「あたしが熊五郎さんを父親だと信じたことを、『子供は鋭いと思ったよ』なんてヘンな感心してた。熊五郎さん、あたしのこと心配してくれてたって」

「雅からすれば、父さんは伯お父じなんだよな」

　もっとも家系は断絶しているから、親しん戚せき同士と扱われることはないだろうけど。

「はぁ～。あたし、将悟のいとこかぁ～」

　雅は屋上のフェンスに寄りかかって、大きなため息を付いた。

「なんだよ、その微妙そうな顔は」

「だって微妙じゃん。兄妹きようだいってわけでもないし、赤の他人ってわけでもないし。おじいちゃんが別々のいとこなんてさ」

「俺おれはなんか納得したよ。近い間柄だったから、雅みやびが妹だって信じられたのかもな」

「あ、でも」

　雅は思いついたように声を上げた。

「いとこって、結婚できるんだよね」

「はぁ!?」

「だから、け・っ・こ・ん。いとこ同士なら、結婚してもＯＫじゃん」

　雅はシレッとした顔で言い出した。

「ままま、待ってくれ。確かにそうだけど、無理に結婚する必要はなくてだな……」

「もー、何あわててんの。一般論の話だって」

　あわてる将しよう悟ごを、じとーっとした目で見る雅である。

「……今週中にＤＮＡ鑑定の結果が出るんだって。それで今度の土曜日、実家に鑑定書を見に行くの」

「いよいよ、か。これでハッキリしちまうんだな」

　将悟は少ししんみりした気分になった。

　真ま由ゆ希きや一かず馬まが熊くま五ご郎ろうの過去について真相を打ち明けた今となっては、雅が異母兄妹だとは思えない。

　それでも明白な証拠を前にするのは勇気がいる。もう言い訳もごまかしも効かず、将悟と雅は兄妹ではないと決定づけられてしまうのだ。

「将悟は？　これから、鶴つる眞まさんとどうするの？」

「このまま、付き合っていくつもりだよ」

「そうなんだ……」

　雅は少し寂しそうに顔を伏せた。

　黙ったまま、じっと立ち尽くしている。

「……雅？」

　呼びかけると、雅はまた顔を上げて将悟を見つめた。

「――あたしは、将悟が好き」

「……と、突然どうしたんだ」

　予想外の言葉に、将悟は戸惑いながら笑いかける。

　しかし雅は笑いもせず、彼を見据えていた。

「あたし、真剣だよ」

　雅は今も、将悟が好き……。

　なんて答えていいかわからなかった。

　雅みやびのことは嫌いじゃない。けれど将しよう悟ごには、もう決めた道がある。

「すまない……雅」

　やがて、胸の奥から振り絞るように言った。

「俺おれはもう、決めたんだ。心こ乃の枝えと恋人になろうって。だから、雅とは……付き合えない。恋人には、なれないんだ……」

　雅は黙って聞いていた。

　雅から目を逸そらしたかった。彼女の悲しむ顔を見たくなかった。

　それでも将悟は、雅を直視していた。ずっと想い続けていた彼女に、せめても応えたかったから。

「……うん。その言葉を待ってたの」

　しかし雅の口から出たのは、意外なほどさっぱりした声だった。

「待ってた……？」

「あたしのこと、ちゃんと見てほしかったんだ。今まであたしが恋人になれなかった理由は、妹だと思われてたから。でも妹じゃないなら、振られた理由がなくなるでしょ」

　雅はニコッと笑ってみせた。どこか切なそうな笑顔だった。

「だからね、妹とか関係なしに、一人の女として、振ってほしかったの」

　彼女を見て、将悟は急に胸が苦しくなった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　この告白は雅みやびにとって、彼女の恋を終わらせるために必要な言葉だったのだ。

「雅……。俺おれ、こんなことしかできなくて……。ずっと想ってくれてたのに、応えられなくて……兄でいてやることすら、できなくて……」

　苦しくて、目頭がじんわりと熱くなって、必死に涙がこみ上げるのを抑えた。

　何一つ残してやれなかった。

　将しよう悟ごは何も残せないまま、雅の心から去るしかできなかったのだ。

「それなのに一緒にいてくれて……ありがとうな……」

　雅は、そんな将悟をじっと見つめ……

「あ～あ、もぅ。何情けない顔してんのよ」

　やれやれと肩をすくめた。

「あたしはこれからも、思いっきり世話を焼いてやるわよ。でなきゃ、危なっかしくて見てらんないし」

「危なっかしいって？」

「将悟と鶴つる眞まさんよ！　秘密を抱えて付き合うなんて、危ないったらありゃしない。これから先、助けてくれる人だって必要でしょ」

　雅は、自信たっぷりな顔でへへんと胸を張った。

「将悟を好きになる妹の気持ちなんて、世界中であたししか理解できないんだから！」

　そう叫ぶ彼女の表情は、何もかも吹っ切って、新しい道を見つけて歩き出そうとしているようだった。
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　土曜日の空は薄雲に覆われ、本格的な冬の寒さを感じる一日だった。

　夕方、将悟は電車に乗って心こ乃の枝えの実家に向かった。両親に挨あい拶さつし、心乃枝と付き合っていることを報告するためだ。

　心乃枝は昨夜から一足先に実家に戻っている。少しでも父親のご機嫌を取るんだなんて言っていた。雅も今ごろ、実家に戻ってＤＮＡ鑑定の結果を聞いているころだ。

　――心乃枝のご両親って、どんな人たちなのかな。

　電車に揺られながら、緊張してしまう。

　養父である鶴眞誠せい二じとは、子供のころに会っているはずだけど、記憶は失われている。

　深み流りゆう院いん学園で心乃枝と出会ってからは、顔を合わせたことはない。

　――俺たちのこと、認めてくれるといいけど……。

　それが一番の心配ごとだ。二人は兄妹きようだいであることを隠して付き合っている。もちろんそれは、心乃枝の両親にも話せない。

　――プラトニックな関係だって、説明しないとな。

　心こ乃の枝えとはキスもしたし、一緒にお風ふ呂ろに入ってしまったこともあるけど……少なくとも、それ以上のことはない。プラトニックでいようと決意してからは、キスもしていない。

　もちろんそれだけで、兄妹きようだいであることを隠す罪が消えるわけじゃない。

　しかし少しでも、両親に二人の恋を認めてもらいたかった。祝福してほしかった。

　心乃枝を大切に育ててくれた彼らにこそ。



　心乃枝の実家は、都心近くにある高層マンションの一室だ。着いたときには陽ひが落ちて暗くなっていた。

　マンションの正面にあるオートロックのインターホンを鳴らすと、心乃枝が出て、下まで迎えに来てくれた。雪の結晶が模様になった白いセーターを着ていた。

　エレベーターで上がって廊下を歩き、心乃枝は『鶴つる眞ま』と表札の出た部屋の扉を開ける。

「どうぞ、将しよう悟ごさん」

「お、おじゃまします……」

　玄関は小さく仕切られた部屋になっていた。正面に木目調の戸があり、両側の床からライトが照らしている。なかなか趣味のいい、落ち着いた印象だ。

「パパ～、将悟さんが来たわよ～」

　心乃枝が家の中に向かって叫ぶ。

「パパったら、昨日からずっとそわそわ落ち着かないんですよ」

　クスッと心乃枝は笑った。

　やがて足音が聞こえ、戸が開く。

　五十歳前くらいの男性が現れた。トレーナーにジーンズのラフな服装だ。

　将悟の実家で見つけたビデオテープに映っていた姿と、印象はあまり変わらない。ややおなかが出ていて、どことなく子供っぽい雰囲気が漂っている。それでもあの映像から十年経ち、だいぶ貫かん禄ろくを感じさせるようになっていた。

「は、初めまして。帝みかど野の将悟です」

　将悟は直立しながら挨あい拶さつをし、ペコリと頭を下げた。

「君が将悟くんか……。大きくなったねぇ……」

　しみじみと将悟を見つめる。

「初めまして……いや、お久しぶりと言うべきかな。鶴眞誠せい二じです」

　心乃枝の養父は、温かく出迎えてくれた。



　鶴眞夫妻は、この４ＬＤＫの部屋で二人で暮らしているそうだ。

　心乃枝の養母である洋よう子こさんは、夫同様にどこか子供っぽさの残る可愛かわいらしい人だった。今日は将しよう悟ごと心こ乃の枝えのために夕食に魚料理を用意してくれたらしい。

　将悟はダイニングに通され、そこで四人での夕食となった。

　最初のうちは誠せい二じと心乃枝の二人で学校での生活などをしゃべり、ときどき洋よう子こさんが口を挟んでいる。将悟は相づちを打ちながら、彼らの話に耳を傾けていた。

　食事も三分の一ほど進んだころ、誠二が将悟に話しかけた。

「将悟くんにとって熊くま五ご郎ろうくんは、いい父親だったかな？」

　誠二は熊五郎の古くからの友人だ。どこか懐かしそうな声だった。

「はい。仕事が忙しくて一緒に過ごせる時間は短かったけど、いろいろなことを教えてくれました。出張先の国のこととか、世の中にはどんな職業があるのか、とか……。学校で習うより早く、社会の仕組みを覚えられました」

「遊んだりはしなかった？」

「そんなことないですよ。帝みかど野のグループで開発中のおもちゃを持ってきては『モニターして感想を聞かせてくれ』なんて言って、一緒に遊ぶんです。だけど俺おれが夢中になると、だんだん父さんも本気で遊んでくれて、結局モニターにならなかったり」

「それはよかった。僕もこの十年ほどはほとんど熊五郎くんに会えず、君たちのこと、心配してたんだ。世界中を飛びまわって仕事に没頭するあまり、将悟くんを放り出しているんじゃないかとね」

「いえ、放り出されませんでした」

　将悟が笑うと、誠二も嬉うれしそうに笑顔で応えてくれた。

　それから彼は、大学時代の熊五郎のエピソードを教えてくれた。

　飲み会で無理をしてぶっ倒れたとか、気になる女性を探り合ったりとか、二人で徹夜で未来のビジネスについて語り合ったりとか……。それはどこにでもありそうな、若い親友同士の二人の思い出だった。

　そうして、結局心乃枝と付き合ってることに触れないまま、夕食は終わった。

　デザートを食べ終えると、洋子さんは食器を片付けてキッチンへ引っ込む。誠二はもっと話をするため、将悟と心乃枝を客間に案内してくれた。

　誠二がいったん自分の部屋に戻ったので、将悟と心乃枝は一足先に客間のソファに並んで座った。客間は落ち着いた洋室で、二人が座るソファの前には黒くて艶つやの輝くテーブルがある。テーブルの中央にはメタリックな銀の灰皿が置かれていた。

「……いよいよ、ですね」

　恋人の両親に挨あい拶さつなんて初めての経験だ。将悟は緊張に身震いした。

「俺たちのこと、喜んでくれるといいな……」

「大丈夫ですよ。パパ、将悟さんを気に入ってるみたいでした」

「うん。想像より優しい人でホッとしたよ」

　待っている間、将しよう悟ごは客間の中を見まわした。

　開き戸の棚の上に、木製の台座に乗せられた携帯電話が数台飾られている。

「あれはパパが企画した携帯のモックアップですよ」

　将悟は並んだ電話の一台に目を留めた。青い、流線形のデザインが特徴的な電話だ。

　それは高度なボイスチェンジャー機能を搭載した機種で、以前、謎なぞの『妹』の音声を作り出したものである。企画者は鶴つる眞ま誠せい二じだ。

「あの電話に、散々悩まされたんだよな……」

　当時はまさか、自分がその妹と恋人になるとは思ってもいなかった。そんなことは、絶対に回避するべきだと考えていたのに……。

　――人間の気持ちなんて、わからないよなぁ……。

　将悟は、父を待ってそわそわしている心こ乃の枝えの横顔を見た。

　しばらくして客間の扉が開き、誠二が入ってきた。

「待たせてすまないね」

　誠二はＡ４サイズの白い封筒を持っていた。封筒を近くの棚に置いて、ソファに腰掛ける。テーブルを挟んで、将悟たち二人と誠二は向かい合った。

「それで将悟くん。君と心乃枝のことだけど……」

　誠二はすぐ本題に入った。

　将悟は意を決し、テーブルに両手をついた。

「はい。――俺おれたち、付き合っています」

　まっすぐ彼の目を見て言った。すぐ隣で、心乃枝が緊張で体を強こわばらせる気配がした。誠二はやはり気づいていたのか、驚く様子はない。

「いつからかな？」

「俺が告白したのは九月の文化祭のときで、先月に返事をもらって、心乃枝の誕生日のころから正式に付き合ったんです」

「だから心乃枝、僕がお祝いの電話をしても出てくれなかったんだな」

　誠二は拗すねた顔をしてみせる。

「い、いえ、そうじゃないんです！　電話に気づかなくって」

　心乃枝は恥ずかしそうに両手を横に振った。

　そんな二人のやりとりを見て、将悟はだんだん緊張がほぐれてきた。誠二は二人の付き合いを認めてくれそうに思えたのだ。

「すみません、ご挨あい拶さつが遅くなってしまって……」

　将悟が謝ると、誠二は顔を上げて微笑しながら首を横に振った。

「いいんだよ。そんなことは気にしていない」

「あ、でも付き合ってるって言っても、その……手をつないだりとか、その程度なんですけど……」

　本当はキスもしたし裸も見てるけど……そこは隠しておいた。

　今は、プラトニックな関係だと説明することが大切だ。

「はは、そうか。それはよかったよ。娘の父親としては安心だ」

　誠せい二じは笑って答えた。

　そして彼はしばらく黙り、何か考え込んでいた。

　娘の彼氏に何を言うべきか、迷っているのかもしれない。

　将しよう悟ごは再び緊張しながら、恋人の父の言葉を待った。

　やがて誠二は、心こ乃の枝えと将悟を順に見まわして口を開いた。

「もっと早く伝えるべきだったね。――心乃枝。将悟くん。君たちは兄妹きようだいなんだ」

　将悟は誠二の顔を見つめたまま、何も言えなかった。

　隣で心乃枝も、呆ぼう然ぜんと父の顔を見つめている。

　彼は心乃枝の実の父親が誰だれか、知らないはず……だったのに、なぜ……。

「お、俺おれの母さんに、聞かされたんですか？」

　誠二はゆっくり、首を横に振った。

「いや……。ずっと前から知っていたよ。そう、心乃枝が生まれたころからね」

「だって、心乃枝の父親は誰かわからないって……」

「将悟くんと心乃枝は、自分たちのことを知っていたのかい？」

　聞かれて、将悟は真ま由ゆ希きに聞いた話を正直に答えた。

　ただ一つ嘘うそをついた。真由希の話を将悟たちは信じてないふりをしたのだ。

「兄妹だって聞かされたのは、心乃枝と付き合ったあとなんです。証拠もないし、本当のことだとは思えませんでしたけど……」

「そうか……。僕は心乃枝を、熊くま五ご郎ろうくんの実の子と知って、養子に迎えたんだ」

「なんで……黙っていたんですか？」

「それが熊五郎くんの望みだった」

「実の親であることを隠すのが……望みなんですか？」

「真由希さんの話で、一つ足りない点がある。熊五郎くんは自分が養親になることを断念したあと、必死に代わりの養親を探しまわったと言ったんだね」

　将悟はうなずいた。必死に頼んだ相手が、神かん凪なぎ一かず馬まだったのだ。

「どうして僕が最初から養親にならなかったと思う？」

「まだ独身だったからと聞きましたけど……」

「それは表向きの理由だ。独身だったけど洋よう子こと同どう棲せいしていたし、すぐにでも結婚できる準備があった。――僕は昔、洋子を妊娠させたことがあって、それを機に婚約したんだ。しかし彼女が流産して、婚約は白紙に戻ってしまった。以来、彼女となかなか結婚に踏み切れずにいた。だから心こ乃の枝えを養子に引き取ることは、いい決断のときだったんだよ。しかし熊くま五ご郎ろうくんは、僕に対して首を縦に振らなかった」

　言いながら、少しずつ誠せい二じの目が険しくなっていた。まるで、何かを責め立てるような目だ。怒りすら感じているように見えた。

「僕と熊五郎くんの間には、意見の対立があったんだ。僕は心乃枝や将しよう悟ごくんに、二人のことを正直に伝えるべきだと諭した。しかし熊五郎くんは真実を伝えたがらなかった」

「なんでですか……？」

「彼は自分の家庭を守ろうとしたんだよ」

「守るって、どういうことですか？」

「心乃枝の存在が知られることで、熊五郎くんと鹿か野の子こさん、そして将悟くんの三人の家庭が破壊されるのを恐れていた。これ以上、政略結婚で帝みかど野の家に嫁がされた妻を苦しめたくないとね」

　将悟は信じられないあまり、口の中が粘つくのを感じた。

　怒りなのか悲しみなのか、体中の震えが止まらない。隣で黙り込んでいる心乃枝の顔すら見られない。

「そのために……心乃枝に本当のことを隠してたんですか!?」

「僕だって納得いかなかった。だが心乃枝を帝野家の泥沼になど、はまらせたくなかったし、娘を認めない人間が父親などと思わせたくもなかった。――それに僕は、熊五郎くんが実の父という客観的な証拠を持っていたわけじゃない。結局、実の父親はわからないと答えるしかなかったんだ」

　まくし立てるように言って、誠二は大きく息をついた。

「そんなの、全部父さんと母さんの都合じゃないですか……」

　すると誠二は鋭い目を将悟に向けた。

　その視線は、どこか非難しているように見えた。

「おかげで君は平穏に生きてこられたんだよ。もし心乃枝のことが帝野家に知られていたら、両親は離婚していたかもしれない。鹿野子さんが将悟くんを引き取っていたら、君は、今とは全く違う人生を歩んでいた。そんな君に、両親を責められるか？」

　誠二の言葉は、熊五郎の代わりに将悟を責めているようにも聞こえた。

　将悟は何も言い返せなかった。

「……ないで」

　ふと、か細く震える心乃枝の声が聞こえた。

「将悟さんを……責めないで……。何も悪くないのに……」

　誠二は心乃枝を見つめ、それから将悟を見た。

　さっきまでの険しさは消え、責めたことを後悔するような目になっている。

「すまなかった。将しよう悟ごくんにはなんの罪もない。鹿か野の子こさんだって被害者だ。悪いのは全すべて熊くま五ご郎ろうくんだ。もちろん隠していた僕も同類だ。熊五郎くんを責める資格はない」

　そして将悟と心こ乃の枝えに向かって、謝罪するかのように頭を垂れる。

　その姿が哀れに見えて、将悟はそっと笑みを浮かべた。

「父さんから頼まれて言えなかったんですよね。悪いのは、俺おれの父さんだけですよ。心乃枝が実子であることを隠して養子に、だなんてロクでもないこと考えるし」

「……将悟くんは、熊五郎くんが心乃枝を養子にできなかった理由を知っているかな？」

「それは、父さんに隠し子がいるって密告の手紙が、俺のじいちゃんに届いたからって聞いてますけど」

「そうか……。密告のことも知ってるのか」

　将悟はうなずいた。

「僕はたまに考えるんだ。もし心乃枝が熊五郎くんの養子になっていたら、君たちは義理とはいえ兄妹きようだいとして生きられた。一緒に暮らせば、鹿野子さんも心乃枝を受け入れられたかもしれない。そうなれば熊五郎くんも君たちに真実を明かしたかもしれない、とね」

　聞きながら、将悟はあり得たかもしれない、もう一つの人生を思い浮かべた。

　将悟と心乃枝が兄妹として育てられた人生。二人は恋人になることもなく、最初から家族でいた。雅みやびは将悟の妹だと誤解することもなく、恋人になっていたかもしれない……。

「不思議ですね。手紙一つで人生が大きく変わるなんて」

　すると、誠せい二じがふいに聞いた。

「密告をしたのが誰だれか、知りたいかい？」

「……知ってるんですか？」

　思わず聞き返すと、誠二は視線を逸そらしながら黙った。

　彼は沈黙していた。目が、何かを迷うように揺れている。隠しごとをしているみたいに。

「まさか……」

　心乃枝が、少し怯おびえたようにつぶやく。

　娘の声にうながされたように、誠二は口を開いた。

「この僕だ」

　将悟も心乃枝も、彼の顔を見つめたまま言葉が出なかった。

「バカなことをしたと思ってる。しかし許せなかったんだ。実の親であることを隠したまま娘を育てようなどという彼の行為が。実の娘を裏切ろうとしている彼が！　娘を娘と認めない彼に、親を名乗る資格などない！」

　叫び、ドンと拳こぶしでテーブルを叩たたく。

「……そう信じた僕は怒りに任せて手紙を書き、熊五郎くんが持っていた写真のコピーを取って帝みかど野の虎とら之の助すけさんに送りつけた」

　誠せい二じは重くため息をついた。

「しかし皮肉にも、熊くま五ご郎ろうくんが必死に娘の存在を隠す結果となってしまった。夫に不倫相手の子がいると気づいた鹿か野の子こさんは、ショックでひどく憔しよう悴すいしたそうだ。やつれて寝込む妻の姿を見た彼は、これ以上妻を追い詰めたら家庭が壊れてしまうと判断した。娘がいることを否定し、誰だれからも隠し続けようと決めたんだ」

　将しよう悟ごは呆ぼう然ぜんと誠二の顔を見つめた。

　この優しそうな父親の裏に秘められた恐ろしいまでの激情を垣間見た気がした。

　そして同時に、彼は本当に、この世に生まれた子供のことを想っているのだと知った。だからこそ、娘を娘と認めない熊五郎を許せなかったのだ。

「……て、手紙のこと、父さんは知ってたんですか？」

「どうかな。僕たちは密告の犯人など知らないふりをしていたけど、熊五郎くんはひそかに気づいていたのかもしれないね」

　誠二は立ち上がって棚の前に歩き、さっきの封筒を手に取った。

「二年前、熊五郎くんは突然僕に、こんなものを送ってきた」

　再び座ると、封筒から中身を取り出し、一枚の書類をテーブルに差し出した。

　書類には英文が並んでいる。一目見て、それがなんの書類か理解した。

　息が止まりそうになった。

「ＤＮＡ鑑定書……」

「そう。これは数年前、熊五郎くんがアメリカで鑑定した書類だ。彼と心こ乃の枝えの親子鑑定の結果だね。持っていた心乃枝の、へその緒を使ったそうだ」

　将悟は震える手で鑑定書を手に取った。

　結果は、両者は間違いなく父と娘であるというものだ。

　心乃枝は目を伏せたまま、鑑定書を見ようとはしなかった。直視を恐れるように視線を避けていた。

　誠二は続いて封筒から二枚の便せんを取り出した。熊五郎の直じき筆ひつによる手紙だった。

「同封の手紙によると、死期を悟った彼は心境が変化したらしい。死ぬ前に、心乃枝に真実を伝えたいと考えたんだ。しかし不用意に告げては、彼女の人生を曲げてしまうかもしれない。そこで父親である僕に真実を預けようと、鑑定書を送って来たのだよ」

　もはや疑いようがない。

　目の前に、心乃枝が熊五郎の娘だという明確な証拠が現れたのだ。

「僕はこの鑑定書と手紙を証明として、心乃枝を熊五郎くんの子供として認知させようと考えている」

「え……認知……？」

　将悟は絶句した。心乃枝も息を呑のんで父を見つめた。

「だけど父さんは、もう死んでるんですよ」

「死後でも、証明さえあれば強制的に認知させることは可能なんだ。死後三年間に限られるけどね。熊くま五ご郎ろうくん亡くなってもうすぐ二年だから、期限はあと一年だね」

　認知させれば、心こ乃の枝えの戸籍謄本に実の父として熊五郎の名前が載る。心乃枝は熊五郎の実の娘であると正式に認められるのだ。

　それは同時に……将しよう悟ごと心乃枝が異母兄妹きようだいであることが、公式に認められることだ。

　つまり二人は、兄妹であることを隠すことはできなくなるのだ。

「僕はこの手紙を受け取ってから、ずっと悩んでいた。十年前と違い、今や熊五郎くんは世界的に名の知れた人物だ。今認知させれば、心乃枝は熊五郎くんの隠し子というレッテルを貼はられるのではないかとね」

　今も苦悩が残るのか、誠せい二じは両手を握りながら眉み間けんに深くシワを刻んだ。

「だが心乃枝には実の父親が必要だ。彼女の幸せのために。――心乃枝。将悟くん。もうわかったね。君たちは兄妹だ。恋愛などできないんだ」

　客間を沈黙が支配した。誰だれも何も言わず、身動きもしない。

　将悟は奥歯を噛かみしめた。体が震えるのを抑えられなかった。

　心乃枝に実の父親が認められるのは、嬉うれしいことのはずだ。

　なのに素直に喜べない。

　心乃枝と恋人でいたかった。たとえそれが許されない道であっても。

「お、俺おれは……心乃枝を幸せにしたいんです……。恋人になって、二人で幸せに……」

　震える声は、懇願のようだった。

「将悟くん。人を幸せにすることは、簡単じゃないんだよ」

　誠二の言葉が将悟の肩にのしかかる。

　どうすれば、心乃枝は幸せなのか。何が、彼女にとって幸せなのか。

　心乃枝の養父は、ずっと昔から心乃枝の幸せを考えていた。願っていた。

　だが認知されればもう、二人は明確に兄妹となってしまう……。

「よく考えなさい。今回のような悲劇を起こさないためにも、心乃枝を認知させて……」

　誠二は優しくほほ笑みかけて、悩んでいる将悟の肩に手を乗せた。

「……わたしは嫌です!!」

　突然、心乃枝が立ち上がって激高した。

　唇がわななき、目には今にもこぼれだしそうなほど涙が溜たまっている。

「今までずっと言ってくれなかったのに、急に父親を認めさせるだなんて……。そんなの、全然嬉しくない……。そんな父親だったら、いらないです……っ！」

「心乃枝、落ち着きなさい。これから君が生きていくのに……」

「わたしは将悟さんが好きなんです！　出会って、一緒の時間を過ごして、告白しあって、恋人になったんです！　勝手に悲劇にしないで!!」

　差し出された父親の手を振り払い、心こ乃の枝えはテーブルに置かれていた鑑定書と手紙を引ったくった。さらに棚の上に乗っていたジッポーを手に取り、ボッ、と火をつける。

「こんな……こんなもの、いらないんですっ！」

「心乃枝、やめなさい！」

「近づかないで！」

　鑑定書を人質に取るかのごとく父と間合いを取り、心乃枝は走って客間を飛び出した。

「待ちなさい！」

　追いかけようとする誠せい二じの前に、将しよう悟ごは立ちはだかった。

「将悟くん、どきなさい。まだ心乃枝と恋人になるつもりか!?」

　しかし将悟は、胸の奥から絞り出すように言った。

「お願い……します……。心乃枝を……認知させてください……」

　誠二はしばらく、意外そうに将悟を見た。そしてホッと安あん堵どの笑みを浮かべた。

「理解してくれたかい？」

「俺おれはずっと、妹が家族として迎えられてほしいと願ってきました。だから……だから、心乃枝を、父さんの娘として認めさせてください……」

　頼むのは、苦しかった。

　でも、今、心乃枝が認知されなければ、彼女は一生、実の父のいない子として生きることになる。実の両親を持つことを妨げる権利など、誰だれにもない。

「俺が話します」

　将悟は彼女を追って駆け出した。廊下に出ると、キッチンから顔を出した洋よう子こさんが何事かとうろたえている。

　玄関のほうから心乃枝の足音がする。玄関扉が開き、廊下を走る音が遠のいていく。

　将悟は玄関へ走って靴を履き、閉まりかけた扉から廊下へと走り出した。

　エレベーターホールに着くと、エレベーターはすぐ下の階を下っていくところだ。心乃枝はあの中だ。待っていたら間に合わない。

　将悟は再び走り出し、マンションの階段を一気に駆け下りた。

「心乃枝。たとえ妹だろうと、俺は……」

　走りながら考えた。

　兄妹きようだいだったら恋人になれないのか？　そんなの、誰が決めたんだ？

　そうだ、これは悲劇じゃない。妹だとかそうでないとか、関係ない。好きになったのは心乃枝だ。鶴つる眞ま心乃枝というただ一人の人間だ。だから……

「俺は心乃枝と、ずっと二人で生きていくんだ！」



    

  
    
      


エピローグ





　夜、雅みやびは実家の自分の部屋で勉強机に座りながら、ぼんやりと物思いにふけっていた。

　小学生のころから使っていた机。選んでくれたのは父だ。

　今日、雅は父からＤＮＡ鑑定書を見せてもらった。

　雅と一かず馬まは、実の親子と判定されていた。雅は熊くま五ご郎ろうの娘ではなかった。

　将しよう悟ごの妹では、なかったのだ。

「はぁ……」

　とっくに理解していたけど、突きつけられた事実はやはり重い。

　妹ではない、恋人でもない、いとこの関係。親しん戚せき付き合いもない、いとこ。

　家族でもなく、全くの他人でもなく、なんだか複雑な関係だ。

　――そうだ。今度将悟に、辰たつ子こおばあちゃんのこと教えてあげよう。

　二人の共通の祖母。だけど将悟は、祖母に会ったこともないはず。

　いい考えを思いついた気がして、雅は少し楽しくなった。

「ううん。いっそ、あたしと将悟で、おばあちゃんの家に遊びに行くの」

　辰子は田舎に引っ込んで、今は祖父や一馬の兄夫婦と一緒に暮らしている。ここ数年は足が悪くて、あまり外にも出られず寂しがっているらしい。

「あ、熊五郎さんの娘ってことは、鶴つる眞まさんも連れてくのかな。――突然孫が三人も来たら、おばあちゃんびっくりするかも」

　驚いた祖母の顔を想像して、心がワクワクしてくる。

　頭の中では早くも、冬休みに二人を連れて行く計画ができあがっていた。

　さっそく冬休みの帰省の予定を聞こうと、雅は部屋を出て階段を下りた。

　リビングの戸を開けると、テレビの前のソファに座る父の背が見える。コードレスホンの受話器を耳に当て、誰だれかと電話をしていた。

「先日は突然無理を申し上げて、ご迷惑だったでしょう？　――いえそんな。私こそ帝みかど野のさんとお話ができてよかったです」

　――帝野さん？

　思わず聞き耳を立てた。将悟にあんな口調で話すわけないから、たぶん相手は鹿か野の子こだ。

　それにしては、父の声は妙に弾んで楽しそうだった。

「はい、ぜひまたお食事などできれば、喜んでご一緒させてください」

　まるで片思いの相手と話すような嬉うれしさがひしひしとにじみ出ている。

　わけがわからず、雅みやびはちょっと不機嫌になった。

　――む～。何？　なんなの？　いい歳とししてウキウキしちゃってさ。

　雅はじっとりした目で、父の後ろ姿を見つめ続けるのだった。
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　マンションの外に出ると、夜道を街灯が照らしていた。空気は冷たく、吐く息が白い。

　心こ乃の枝えはマンションの壁面に寄りかかり、力なくうつむいている。

　将しよう悟ごはそっと彼女の前に立った。心乃枝の腕には、ＤＮＡ鑑定書と熊くま五ご郎ろうの手紙が抱きかかえられている。まだ燃やされていない。

「もう、手遅れですよね……。燃やしたって、記憶は消せませんから。認知されなくたって、わたしたちが兄妹きようだいだって、知ってしまいましたから……」

　心乃枝は悲しげにつぶやいた。

「心乃枝。父さんの娘だって、認めてもらおう」

　そんな彼女に、将悟は優しく呼びかける。

「俺おれだって父さんは勝手だと思う。ずっと隠していながら、今さら真実を人に託すだなんてさ。でも俺は……心乃枝が、実の父親を持てたら嬉うれしい。恋人でいるためだけに、心乃枝から親を奪う権利なんて、俺にはない……」

　心乃枝は小さく首を横に振った。

「わたしたち、兄妹なんかじゃありません……」

　将悟は彼女の肩に両手を置き、そのまま、静かに引き寄せた。

　セーター一枚で寒そうな彼女を両腕で抱きかかえて温める。二人の間で、鑑定書と手紙が潰つぶれるようにシワとなった。

「兄妹でもいいんだ。兄妹だと知られてもいいんだ」

「どうして……」

「二人で……二人だけで、生きていこう」

　その言葉の意味に気づき、心乃枝はおそるおそる将悟の顔を見上げた。

「俺たちのことを知っている人のいない離れた場所で、二人で暮らすんだ」

　ぎゅ、と心乃枝を抱きしめた。顔を彼女の首筋に埋うずめた。

　ずっと隠しごとをしてきた父。カリスマ社長と賞賛されながら、秘密を抱え、心乃枝を犠牲にした父。

　そんな父よりもずっと、心乃枝は温かかった。

　帝みかど野のグループなんかより、ずっと、心乃枝ただ一人を守りたかった。

「何もいらない。父さんの跡継ぎなんか、俺には必要ない。俺はただ、心乃枝だけがいてくれれば、それでいい……」

「そんなこと、言わないでください……。熊くま五ご郎ろうさんは将しよう悟ごさんのこと、大切にしていたんですよ……」

「心こ乃の枝えを大切にしなかった父さんを、どうして信じられるんだ」

「う……っ。こんな……はずじゃ、なかったんです……」

　心乃枝はすすり泣きをこらえるようにしゃくり上げた。

「わたしは……将悟さんを守りたかった……。守れるって思っていました……。昔、事故からわたしを守ってくれたように、今度は、わたしが将悟さんを守ってあげるヒロインになりたかった……」

　彼女の言葉は、悲痛だった。謝罪しているかのようだった。

「なのにわたしは、将悟さんを壊そうとしている……。将悟さんに道を踏み外させて、未来を壊させようとしてるんです……」

「違う、これは、俺おれが自分の意志で決めた道だよ」

「わたしと一緒にいても、幸せになんてなれません……」

「なれるさ！　俺は心乃枝とこうしているだけでも幸せなんだ！」

　心乃枝は涙に濡ぬれる目で将悟を見つめ、弱々しい笑みを浮かべた。

「将悟さんが進もうとしているのは、昔、熊五郎さんが進んだ道です。許されない恋をして、世間から隠れて、一生秘密を抱えながら生きる、そんな道なんですよ……」

「覚悟だってしてる」

「愛しているはずの真ま由ゆ希きさんを孤独に生きさせた、そういう道なんです」

　心乃枝の言葉は、冬の外気よりも冷たく張り詰めていた。

　その言葉を聞いたとき、将悟は何も言えなくなった。

　ただ一人熊五郎を愛し、その結果、娘にも会わず一人で暮らす道を選んだ真由希。

　このまま突き進めば、心乃枝にも、そんな未来が待っているのか……？

　愛することが、彼女に不幸の道を歩ませるのか？

「わたしは、将悟さんが好きです。今、この瞬間も将悟さんを愛しています。でもわたしたちは、もう、一緒にいても苦しいだけ……」

　心乃枝はそっと将悟の胸を押し、彼から離れた。

　そのまま将悟に背を向け、二、三歩、先へと歩く。

「こ、心乃枝、待って……」

　心乃枝は立ち止まり、背を向けたまま話し始めた。

　昔を懐かしむような声だった。

「あのね、将悟さん。深み流りゆう院いん学園で再会してからずっと、わたし、とても楽しかったです。あの電話で『妹』になったり、将悟さんをめぐって、神かん凪なぎさんと張り合ったり……。ときには、ちょっとエッチなことになったりして」

　心こ乃の枝えはもう一度、将しよう悟ごのほうに全身を向けた。

　振り向いた彼女のほおに、涙の筋が伝っている。

「将悟さんには必ず、素敵な彼女が見つかりますよ。だってみんな……神かん凪なぎさんも国くに立たちさんも、天てん導どう会長も嵯さ峨が良らセンパイも、将悟さんのこと、好きですから」

「待ってくれ、心乃枝。俺おれが決めたのは、心乃枝だ」

「さようなら、将悟さん。そして……」

　言葉をさえぎるように、心乃枝は言った。

　暗い空から、ひとひらの雪が舞い落ちた。

　ひとひら、ふたひらと、二人の間に粉のような雪が降り出す。

　雪の中で、白いセーターを着て目を赤くした彼女は、寒さに凍える小さなウサギのようだった。

　心乃枝は精せい一いつ杯ぱいの笑顔で将悟に笑いかけた。

「――今まで、ずっと、ありがとう」



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　この巻が発売されるころは、アニメの放映もいよいよ大詰め。皆さま、ご覧いただけていますでしょうか？

　原作をベースに甘くかわいく、ときにサスペンスもある楽しい作品に仕上がっており、自分も毎回放映を楽しみにしております。スタッフ・キャストの皆さま、およびアニメに関係してくださった皆さま、ありがとうございました！

　今回アニメ製作の現場に関かかわらせていただき、原作からシナリオが書き起こされ絵コンテとなり、作画、音声と一段階ずつ作られていく過程をじかに見ることができました。各段階ごとに少しずつ完成のイメージに近づく様子を興味深く拝見させていただき、非常に貴重な経験となりました。

　アフレコの現場も見学させていただき、各セリフに対する声優さんの演技や反応に、ついニヤニヤしてしまいました。

　現在は無事に最終話のアフレコが終了した直後。今、目の前では、ＤＶＤに収録されるオーディオコメンタリーの収録がおこなわれているところです。

　初めての体験に感激のあまり、ついノートパソコンを取り出してこのあとがきを書き始めてしまいました。決して原稿が遅れに遅れてこんなときに書くハメになったわけではありません。いえ決して、絶対に。

　コメンタリーのほか、ＤＶＤ＆ブルーレイの初回特典にはキャラソンＣＤやお風ふ呂ろポスター、書き下ろし小説などが用意されています。自分が書かせていただいた特典小説は、各ヒロインのエピソードをコメディ比率百二十パーセントで描いた短編集となっていますので、ぜひお手にとっていただければと思います。

　また、もっつん＊先生によるコミック版『この中に１人、妹がいる！』、ＺｏｏＴＡＮ先生によるスピンオフ作品『この中に１人、妹がいる！　ばすたいむ』も好評発売中です。作品の新たな魅力が詰まっておりますので、原作小説ともども、よろしくお願いします。



　イラストレーターのＣＵＴＥＧカムさま。毎回イラストを拝見し、キャラクターたちのファッションセンスに感心させられております。担当編集の児こ玉だまさま。今回、原稿が遅れに遅れて申し訳ありません！　そしてこの本に関わって下さいましたすべての皆さま、今巻でも大変お世話になりました。

　お付き合いいただきました読者の皆さま、急展開する今巻はいかがでしたでしょうか？

　本編はいよいよクライマックス、将しよう悟ごと『妹』の物語も、次巻はいよいよ最終局面？　二人の行き着く先はどうなるのか!?　どうか楽しみにお待ちください。

二〇一二年八月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      


　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　暑い夏は汗が止まりませんが、自分はほかにも、やたら汗をかくことがあります。それは辛いものを食べたとき。食べると額にダラダラ汗が出てしまうのです。おかげで辛い味は嫌いじゃないのに、外食でカレーを注文するときは甘口ばかりなのでした。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレータ。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。

　　



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      

この中に１人、妹がいる！８



著者名……田口一
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